
    
      
        
      
    

  





























































































ちょっぴり年上でも彼女にしてくれますか？４

～好きの対義語は大好き～
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「──こんな理不尽が許されていいはずがありません！」

　長テーブルに両手を叩たたきつけて、私は腹の底から叫んだ。

　国道に面したビル──その四階会議室。

　滅多めつたに使わない広大な会議室には今、錚々そうそうたるメンツが揃そろっている。

　支部長に副支部長、課長クラスの面々……いずれも我が社において、私よりもはるかに高い地位にいる人達ばかりだ。

　株式会社『はるみ生活』。

　化粧品やサプリメントの開発・販売をメイン事業とする、一部上場企業。近年ではスポーツサプリなどの開発にも力を入れ始め、女性客のみならず男性客からの支持も集めつつある。

　私は新卒で入社して以来、『はるみ生活』の地方支部で働いてきた。

　これといって大きな成果を出すわけでもなく、かと言って大きな問題を起こすわけでもなく、平々凡々に与えられた仕事をこなしてきたと自負するが──そんな私が今、初めて会社と対立していた。

　錚々たるメンツ相手に向こうを張り、真っ向から牙きばを剝むく。

「契約社員だからなんだっていうんですか！　小松こまつはこの会社で働く社員であり、同僚であり、私の大切な後輩です！　そんな彼女が提出した素晴らしい企画を──上司だからって奪っていいはずがない！」

「くっ。織原おりはら……貴様ぁ、自分がなにを言っているのかわかっているのか？」

　恵比島えびしま課長は、丸い顔を歪ゆがめて忌々いまいましげに私を睨にらみつけてくる。今年で40歳となる、恰幅かつぷくのいい中年男性である。

　私の直属の上司に当たる人だが……正直、あまり好きではない。

　私達世代をなにかにつけては『これだから、ゆとり世代は』とバカにしてくるタイプの人だった。

「この企画はな、本社の方からも高い評価を受けてるんだよ！　会社全体で取り組む一大プロジェクトとなるはずだ！　成功すれば、我が支部の評価も一気に高まる！　そんな大事な企画を……短大卒の契約社員の名前で出せるはずがないだろ！」

　事の発端は、社内の企画コンペだった。

　いろいろと話は複雑で、とても一言では語れないようなドロドロの内部抗争があったのだけれど、それでも一言で説明するのであれば。

　契約社員の発案した企画を、上司が自分のものにしようとした。

　という、ありがちな話である。

　後輩の小松さんが提出した企画が、いつしか彼女のものではなく、私の上司のものになりそうになっていた。

　私は彼女の上司として、そして中間管理職として、がっつりとその騒動に関わり──上に嚙かみつく立場となっていた。

「こんなことはな、会社なら日常茶飯事なんだよ！　私だって若い頃ころ、上司に自分の手柄を取られたことなんて山ほどあったさ！　もっと理不尽な目に遭わされたことだってたくさんあった！　それでも必死に耐えてきたんだ。会社の利益のためならば、と涙を呑のんだ。それがなんだ、今時の若い者は！　我慢が足りないんだよ、我慢が！　ちょっとは上司を立てようと言う気持ちはないのか!?　まったく、これだから『ゆとり世代』は……」

「……恵比島課長がこれまで積み上げてきた実績や成果には、一人の社会人として敬意を払います。ですが、課長が昔どれだけ苦労してきたとして、どれだけ理不尽な目に遭って耐えてきたとして……それを若い世代にまで強いるのは間違っていると思います！」

「……っ」

「時代は変わっているんですよ、恵比島課長。あなたが『ゆとり世代』とバカにしていた世代が──アラサーになってしまうぐらいにはね！」

　……ちょっと決め台詞ぜりふのように言ってみたけれど、なんだかなあ、自分にもダメージがあるなあ。

『ゆとり世代』だなんだとバカにされてきた私が、今やアラサーの中間管理職になってしまいましたよ……。

「貴様ぁ……覚悟はできてるんだろうな？」

　眉まゆをひくつかせながら、恵比島課長は脅すように言った。

　すると、隣に座る小松さんが私のスーツの裾すそを引っ張ってきた。目は真まっ赤かに腫れていて、今もなお涙が零こぼれている。

「織原チーフ……も、もういいです……私の企画なんて、どうでもいいですから……織原チーフがここまで戦ってくれただけで、十分ですから……」

「ダメだよ、小松さん。だってあの企画は小松さんの大切な企画でしょ？」

「そ、そうですけど……」

「小松さん、言ってたよね？　『籠こもりがちだったお婆ばあちゃんに、うちの会社の商品使ってメイクを教えてあげたら、前より元気になって外に出かけるようになった』って。『世の中のお婆ちゃん達が、メイクを通してもっと孫達と仲良くできたらいいな』って。そんな小松さんの思いが籠こもった企画を、他ほかの人に取られてもいいの？」

「……でも、このままじゃ、織原チーフまで……！」

「大丈夫。私のことなら気にしないで。こういうとき体張るために、普段きみより高い給料もらってるんだから」

「織原チーフ……！」

　小松さんはまた目に涙を滲にじませてしまった。彼女にハンカチを渡した後、私は顔を上げて会議室全体を見渡す。

　この支部のお偉方と──真っ向から対峙たいじする。

「みなさん！　私はなにも、正義感や人情だけで戦ってるわけではありません。会社やこの支部の利益を一番に考えているからこそ──この企画の中心には小松がいるべきなんです！」

　声は今にも裏返りそうで、足はガクガクと震えている。私を睨みつけてくる無数の視線に──私よりもはるかに長い間社会で戦ってきた歴戦の勇者達の視線に、押し潰つぶされそうになる。

　でも──負けない。負けられない。

「『家族との繫つながりをコンセプトにしたシニア層向け化粧品』……この企画は、小松が自身の祖母を思う気持ちから生まれた企画です。彼女なくして、この企画の成功はありえません」

　私は戦う。戦うと決めた。

　年下の後輩を守るために。

　上の世代の悪習を年下の若者に押しつけるような、格好悪い大人にならないために。

「もちろん小松は、まだ若く未熟で、社会人として経験不足であることは否いなめません。だから私達のチームが全力で彼女を支えます。ですからどうか、彼女に企画を返してあげてください。なによりも、この会社の利益のために！」

　訴えるように、あるいは祈るように言って、私は頭を深く下げた。隣の小松さんも立ち上がり、慌あわてて頭を下げる。

「ふ、ふざけるな！　詭弁きべんだ、詭弁！　覚悟しておけお前ら！　二人まとめて相応の処分──」

「──ほっほっほ。もうその辺にしといたらどうだい」

　がちゃり、と。

　突如、会議室のドアが開かれた。

　現れたのは、ボロボロの作業着に身を包んだ総白髪のおじいさん。口元にも真っ白な髭ひげを蓄え、表情には柔らかな笑みが浮かぶ。ひなたぼっこする猫みたいな印象を受ける、ザ・好好爺こうこうやという雰囲気の老年男性。

「ゲ、ゲンさん!?」

　私は素すっ頓狂とんきような声を上げてしまう。

　突如現れたビル掃除のおじいさん──ゲンさんのことを、私はよく知っていた。

　まだ私が大学生で就職活動も佳境に入り始めた頃。

　この会社の最終面接へと向かう途中、道端で足をくじいているゲンさんに遭遇した。急いで病院まで付き添ってあげて、そのせいで最終面接には大遅刻。門前払いされてもおかしくなかったが、まるでなにか不思議な力が働いたように、特別に面接を受けさせてもらえた。

　入社してから、ゲンさんがこの近辺で清掃員として働いていると知り、それからはたまに顔を合わせては雑談する関係。話していると死んだおじいちゃんを思い出すから、私はゲンさんと話をする時間が好きだったのだけれど──

「ゲンさんが、どうしてここに……？」

「ほっほっほ。やあ、久しぶりだね、織原ちゃん」

「なんだ、貴様ぁ？」

　恵比島課長は怒り心頭の様子でゲンさんを睨みつけ、早足で近づいていった。腕を摑つかみ、部屋から追い出そうとする。

「ここは清掃員が入っていい場所じゃないんだよ。とっとと出てい──」

「バ、ババ、バカモノぉ！　恵比島！」

　いきなり大声で、それでいて上擦ったような声で怒鳴ったのは、支部長である種川たねかわ部長。

　この支部では最も偉いはずの人間が──顔面蒼白そうはくとなり、鬼や妖怪を見つめるような目でゲンさんを見つめていた。

「お、お前……その方がどなたかわかっているのか!?　我が社の先代社長にして現会長──晴海はるみ玄三郎げんざぶろう様だぞ！」

「……は？　え……？　こ、この、小汚いジジイが……」

「ほっほっほ。小汚いジジイで悪かったね」

「ひ、ひいいっ！」

　ゲンさんは温和な笑みのまま、しかし鋭い眼光で恵比島課長を睨みつける。課長は怯おびえたように後ずさり、尻餅しりもちをついてしまう。

　それからゲンさんは私の方を見て、見慣れた笑みを浮かべる。

「ほっほっほ。話は聞かせてもらったよ、織原ちゃん。ようやくきみに、あのときのお礼ができる時が来たみたいだね」

「ゲンさん……そんな、まさか」

　愕然がくぜんとしてしまう。

　もう、叫ばずには居られなかった。

「まさか──最終面接の時に病院に連れて行ってあげたおじいさんが……普段はビルの清掃員として働いているおじいさんが、実は自分の会社の会長だったなんてーっ!?」







　それから。

　いろいろとあれこれがあり、なんだかんだとあーだこーだして──簡潔に言えば、会長のチートパワーで全体的に上手うまくまとまった。

　小松さんの企画は、彼女の希望通り私達のチームが中心となって進めていく形となった。正社員への昇格も前向きに検討してくれるらしい。

　いやあ。

　驚いたなあ。

　まさかゲンさんが、うちの会長だったなんて。もう気軽にゲンさんとか呼べないよ。まあ向こうから「これからもゲンさんと呼んでくれると嬉うれしいな。ほっほっほ」と言われちゃってるんだけど……。

　ともあれ。

　中間管理職『織原姫ひめ』の戦いは、ようやく一段落した。最後の最後でとんでもない大どんでん返しはあったものの、どうにか望み通りの結末にすることができたと思う。

　嬉しい。とても嬉しい。

　でも、それ以上に──

「はあ……疲れた」

　会社からの帰り道、とっくに日が暮れた夜道を一人歩きながら、私は深々と息を吐き出した。

　会議の後、諸々もろもろの事後処理があったり、「ほっほっほ。織原ちゃん。きみさえよければ、来期から本社で勤務してみないかい？」というゲンさんの冗談を軽く流したり、「一生ついてきます織原チーフぅ！」と泣き崩れる小松さんを宥なだめたり、いろいろやってたらすっかり遅くなってしまった。

　そもそも今回の問題は、お盆休み明けから一週間ぐらい、不眠不休で取り組んでいたものである。

　問題が解決して安堵あんども大きいけれど、緊張の糸が途切れたことで、アラサーの肉体に疲労がどっとのしかかってきた。

「疲れたし、お腹なか減ったし、眠いし、しんどいよぉ……」

　亡者のような足取りで歩き続け、ようやく自分のアパートに到着する。鞄かばんから鍵かぎを取り出していると、気持ちがどんどん萎えていくのを実感する。


　はぁー……。



　また今日も、誰もいない真っ暗な部屋に帰るのか。

　仕事で死ぬほど疲れて帰ってきても、誰も「おかえりなさい」と言ってくれないような、寂さびしい寂しい孤独の城に──

　暗い気分のまま鍵を差し込むと、なぜか鍵が開いていた。

　ていうか──よく見れば部屋の電気がついていた。

「え？　あ、あれ……？」

「──あっ。おかえりなさい、織原さん」

　困惑したまま玄関に入って扉を閉めると、奥の方からよく知っている声がした。ここ数ヶ月、毎日のように聞いている声。直接顔を合わせない日だろうと、ＳＮＳアプリを利用して私は毎日『彼』と声を交わしている。

「も、桃田ももたくん!?」

　玄関に歩いてきたのは──桃田薫かおるくん。

　私、織原姫の彼氏で、現役げんえき男子高校生。

　年の差は──11年と10ヶ月。

　社会人の私とは違い、現在は夏休みを満喫中。

「ど、どうしたの、桃田くん……？　どうして、私の部屋に？」

「どうしてって……今日の夜は、織原さんの部屋で一緒に食べようって約束だったじゃないですか」

　困ったように言う桃田くん。

「え……あ、あれ……？　ご飯食べる約束って水曜日じゃ……」

「今日、水曜日なんですけど」

「……うええっ!?」

　申し訳なさそうに指摘されて、愕然とする。

　やってしまった。

　仕事に夢中になりすぎて、曜日を思い切り勘違いしてしまっていた。


「……うわぁ～～っ！　ご、ごめん、ごめんね……最近、仕事でいっぱいいっぱいで全然曜日感覚がなくって……」



「だ、大丈夫ですよ、気にしないでください。織原さんが最近、仕事が大変そうだったのはわかってますから」

　慌てて謝罪する私に、桃田くんは優しく言う。

「それより……勝手に合い鍵で部屋入っちゃっててすみません。一応、連絡はしたんですけど」

「え……ああっ。ご、ごめんっ。スマホの電源、切ったままだった……」

　会議のときに切った後、バタバタしてたせいで電源を入れ直すのを忘れていた。今ようやく電源を入れてみると、桃田くんからの連絡が何回も来ている。

　うわあ……最低だ。

　いくら仕事が忙しかったからって、彼氏との約束をすっぽかしてしまうなんて。

「あー……ごめんね……私、今すぐなにか作るから！　あ……でも、冷蔵庫の中空っぽかも……。あ～、う～……わ、私、急いでなにか買って──」

「ま、待ってください！」

　玄関から出て行こうとする私を、桃田くんが腕を摑んで止めた。

「実は俺おれは……晩ご飯作ってみたんですけど」

　そこまで言われて、私はようやく気づく。

　玄関に出てきた桃田くんが、エプロンを身につけて片手にはお玉を持っていたことに。







　部屋のテーブルの上には、すでに晩ご飯が用意してあった。

　白米をよそった二つのご飯茶碗。

　中央の大皿には、大量の生姜しようが焼きと山盛りキャベツ。

　なんというか……ザ・男の料理という感じ。

　全体的に大雑把おおざつぱでワイルドな仕上がりだ。

「ちょうど今、味噌汁みそしるができたところだったんですよね。織原さん、いいタイミングで帰ってきてくれました」

　桃田くんがお盆に味噌汁を持ってきて、テーブルに並べる。私はその光景を呆然ぼうぜんと立ったまま見つめていた。

「えと……すみません。勝手にキッチン使っちゃって」

「ううん。それはいいんだけど……桃田くん、料理できたんだね」

「できるうちに入らないですよ。ほんと、最低限のことしかできないんで。生姜焼きなんて『生姜焼きの素もと』をそのまま使っただけですし、手際も悪いからめちゃめちゃ時間かかったし。織原さんに比べたら、全然大したことないです」

　謙遜けんそん気味に言ってから、照れ臭そうに頰ほおをかく。

「織原さん、最近、仕事ですごく大変そうでしたから……。俺に仕事は手伝えないですけど、なにかできることないかと考えて……それで、ちょっと料理作ってみました」

「桃田くん……」

「すみません。俺、このぐらいしか思いつかなくて」

「あ、謝らないでよっ。ありがとう、桃田くん。私、すごく嬉しい。ていうか……嬉しすぎて、な、泣きそう……！」

　なにこれ？

　なんなの、この幸せすぎる状況？

　理想郷なの？

　桃源郷ならぬ桃田源郷なの？

　仕事で死にそうなぐらい疲れて帰ってきたら、家では大好きな彼氏が待っていてくれて、しかも温かいご飯まで用意されている。

　これは……ちょっとヤバい。

　一人暮らしが長いアラサー社畜女子に、この攻撃は反則すぎる！

「泣きそうって。それはさすがに大げさな──わっ」

　気づけば、私は彼に抱きついていた。

　身を放り出すように胸に飛び込んで、胴体に腕を絡からみつける。ぎゅーっと強く強く抱きしめる。

　胸の奥から湧わき上がる愛いとおしさに突き動かされて、ここぞとばかりに思いっきり甘えてしまう。

「織原さん……？」

「ありがとう桃田くん！　めっちゃ嬉しい！　ほんとにほんとに嬉しい！」

「そ、そんなに喜んでもらえたなら、よかったです」

　喜びまくる私に、若干じやつかん引いた様子の桃田くんだった。自分がどれだけ私を喜ばせているのか全くわかっていないらしい。

　こっちはもう、ドロドロに溶かされるぐらい、どっぷりと桃田くんにハマってしまっているというのに──

「とりあえず、お仕事お疲れ様でした、織原さん」

「……うん、ありがとう、桃田くん」

　優しく抱きしめられ、優しく頭を撫なでてもらう。我ながら単純な話かもしれないけれど、仕事の疲れなんて全部吹き飛んでしまった。

　織原姫──27歳。

　仕事も恋も、とても充実した毎日を送っています。
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　八月のとある休日。

　お盆休み後から始まった地獄の社畜奮闘劇も終わり、久しぶりに心置きなくのんびりと休める日──

　この日私は、部屋の中でＪＫの格好をしていた。

　……間違いではない。人間としてなにか間違っているかもしれないが、今の状況を説明する言葉としてはなにも間違っていない。

　もう一度言ってみようか。

　この日私は、部屋の中でＪＫの格好をしていた。

　誰もいないのに。

　一人で、自主的に、ＪＫのコスプレをしていた。


「…………」



　姿見に映るのは──私が昔通っていた、桐凛とうりん女学院の制服を来た少女。

　ブレザーにニット、プリーツスカート。

　ザ・女子高生という出いで立ち。

　昔から童顔がややコンプレックスで、会社では少しでも大人っぽくなるようにと伊達だて眼鏡めがねかけている私だけれど──その童顔が、今は少しプラスに働いているような気がした。

　見える。

　ＪＫに見える……気がする。

　なんだなんだ、意外とイケるじゃないか、私。

　このまま街に繰り出してみても誰も気づかないんじゃ──

「……いやいやいやいやっ！　違う違う違う違う！」

　と。

　危うい思考にハマりそうだった私は、寸前のところで我に返る。

　危なかった。本当に一線を踏み越えてしまうところだった。

　やむを得ぬ事情もないのに、自主的にＪＫのコスプレをして街に繰り出すところだった！

「う～わ～、やばいやばい、なにやってんだろう、私……」

　頭を抱えて、部屋で一人悶もだえる。

「違う、違うの……待って。これには深い事情があるの。言い訳をさせて！」

　別に誰もいないのに、私は一人で言い訳を始めてしまう。

　そうでもしなきゃ、自我が保てそうになかったのである。







　事の発端──というほど大したことでもないのだけれど。

　とにもかくにもいい加減、借りっぱなしになっている制服を持ち主の雪ゆきちゃんに返そうと思ったのだ。

　今から三ヶ月前──

　私は、満員電車の中で桃田ももたくんと出会った。

　そのときの私は、のっぴきならない事情によりＪＫの格好をしていた。

　具体的に説明すれば……前日に友達の雪ちゃん家でお酒を飲み、大いに盛り上がった結果、

　──姫ひめって本当に童顔よね。

　──あなたなら今でも、女子高生で通用するんじゃないの？

　なんて悪ノリが始まり、たまたまそのとき雪ちゃんの家にあった、彼女の制服を着てしまった。

　翌朝、寝坊した私は、自分の格好にも気づかぬまま彼女の家を飛び出して電車に飛び乗り──その後に、自分の惨状に気づいた。

　そしてあろうことか、ＪＫ状態で痴漢被害に遭うという、空前絶後にして絶体絶命の窮地に陥おちいっていたのだけれど──そこから私を救い出してくれたのが、同じ電車に乗っていた桃田くんだった。

　そんな突拍子もない出会いから、私達の関係は始まる。

　もしも。

　もしも私があのとき、ＪＫのコスプレをしていなかったら。

　普段通りのスーツ姿だったら。

　あるいは私達は──他人のままで終わってしまったのかもしれない。

　私は痴漢から助けてくれた男子高校生にきちんと頭を下げてお礼を言って、そこで話は終わってしまったと思う。

　こちらが社会人で、あちらが高校生ならば、気軽に連絡先を交換することもできなかっただろう。

　桃田くんにしたって、最初から私が27歳の社会人とわかっていたら──一回りも年上の女性だとわかっていたら、きっと私を恋愛対象として見ることはなかったと思う。

　彼が最初に『好きだ』と言ってくれた私は、15歳の女子高生である私なのだから。

　私達の出会いは──私達の恋路は、私のＪＫコスから始まった。

　言ってしまえばこの制服が、二人を結びつけたキーアイテム──

　……嫌なキーアイテムだなあ。

　まあ、とにかくそういうわけで。

　なにかと重要アイテムでなにかと思い入れのある制服なのだけれど……冷静に考えてみれば、これは雪ちゃんのものだ。

　彼女が高校時代に着ていた制服。

　向こうから催促もされないからついつい借りっぱなしになってしまったけれど、一人の大人として──いや、一人の人間として、借りたものは返さなければならない。

『別に今更いらないんだけどね』

　返却の意思を伝えたところ、電話口ではそんな風に言われたが、きちんとクリーニングして返すことにした。

　そう。

　ここまではいい。ここまでは、ごく普通の流れ。

　なにが問題かと言えば。

　返却を決意した私が……どうせクリーニングに出すなら最後にもう一回着ちゃおうかな、という発想に至ってしまったことだ。

「……あんまり言い訳になってなくない？」

　一人でセルフツッコミをしてしまう、ＪＫコスをした私だった。

　深い事情とか言った割に、思いのほか事情が浅かった気がする。

「はあ……やっちゃったなあ」

　やってしまった。

　最後だと思ったら、ついもう一回着てしまった。

　この数ヶ月なにかと制服を着ていた私だけれど……とうとう、自主的に着てしまった。大した事情もなく制服に袖そでを通してしまった。

　27歳の社会人が、特に理由もなく女子校の制服を着る……なんていうか、いよいよ私も来るところまで来たなという感じ。

「うわああ……やばい、やばいかも……やっぱり、やっちゃったかも……なにか人生的なものを致命的に間違っちゃってるかも……！」

　エアコンの効いた室内だというのに、体中から変な汗が出てくる。焦燥と不安で体温がどんどん上がっていく。

　さて。

　なぜ私が、こんなにも焦あせっているのか。

　答えはとても簡単。

　なんと私は──この状態で桃田くんを呼び出してしまったのだ。

　もう間もなく、彼が家に到着することになっている。


「──っ！」



　一時のテンションに身を任せて安易な行動に出てしまった結果、激しい後悔が押し寄せてくる。

　ど、どうしよう。

　やっぱり違ったかな？

　サプライズで制服を着て待ち構えてる予定なんだけど……ドン引きされちゃうかな!?　「とうとう自主的に着やがったぞこの女……！」とか思われないかな!?

「う～わ～、やっぱり違ったかなあ、間違えたかなあ……！」

　別に深い理由なんてない。

　出オチの一発ネタというか、摑つかみのギャグというか。

　悪ノリには違いないんだけど──でも一番は、思い出を残すため。

　二人で一緒に出会った頃ころの思い出に浸り、そして二人で一緒に新しい思い出を作りたかった。

　もう二度と着ることがないだろうこの制服を、私の人生最後のＪＫ姿を、彼に見てもらいたかった──

「も、桃田くん……私がこの格好で玄関開けたら、どんな反応するんだろう？」

　笑われるなら──むしろ本望。「ちょっと、なにやってんですか織原おりはらさん」ぐらいの軽いノリで笑ってもらえたなら、私も「えへへー、ちょっと着てみちゃった。懐なつかしいでしょ？」と軽く返せる。

　でも「えっ……」みたいな顔でドン引きされたら……私はその場で泣き崩れてしまうかもしれない。「この女、いい年こいてなにやってんだ？」みたいな目で見られたら……立ち直れないかもしれない。

　あるいは逆に──ものすごく喜んでもらえる可能性もあったりして！

　桃田くんが「はあはあ……いい年こいた女が無理してＪＫのコスプレしてるのがたまんねえよ……！」という特殊性癖の持ち主という可能性も……いや、ないだろうなあ、たぶん。

　とか。

　そんな風に不安と妄想もうそうを膨らませているうちに、時間はだいぶ経たってしまっていたらしい。

　ピンポーン、とチャイムが鳴った。

　桃田くんが来たらしい。来てしまったらしい。

　どくん、と心臓が高鳴り、緊張が一気に押し寄せるけれど──

「──よしっ！」

　両手で自分の頰ほおを張って気合いを入れた。

　やるしかない。

　ここまで来たらやるしかない。

　もう着替えてる時間もないし、今更後戻りは許されない。

　こうなったら──全力で行くだけだ。

　そもそもね、こういうのって中途半端はんぱに恥ずかしがっちゃうのが一番恥ずかしいんだよね。

　会社の忘年会で何度も見たよ……若手社員が流行はやりのリズムネタを照れながらやって、見てて気の毒な空気になるパターン。

　恥ずかしがって半端なことやるのが、一番恥ずかしい。

　ならば──フルスロットルで行くしかない！

　覚悟を決めた私が玄関に辿たどり着くと──こちらから開く前にドアノブが回った。

　開かれるドアに合わせて、私はアクセル全開で振り切る！




「じゃじゃーん！　私、織原姫！　ピッチピチの15歳でーす！」




　やった。

　やり切った。

　羞恥も躊躇ちゆうちよもプライドも、なにもかもを置き去りにして振り切った。

　織原姫、27歳。

　渾身こんしんの一発ギャグである。

　さあ……ど、どう来る!?


　ウケるか、スベるか、喜ばれるか、ドン引きか……お願いだからそのままドア閉めて帰るのだけは勘弁してぇ～～っ！



　なんて。

　脳内で必死に願う私だったけれど──そこで、ようやく気づく。
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　一発ネタに対するプレッシャーでオーバーヒート気味だった脳は、しばらくの間網膜からの映像を認識できなかったらしい。

　数秒遅れで──来客の姿をはっきりと認識する。

「ひ、姫……ちゃん？」

「……え、あ……お、お姉ちゃん？」

　ドアを開いた先にいたのは──お姉ちゃんだった。

　織原妃きさき、34歳。

　バツイチ出戻り実家暮らし。

　現在は地元のスナックで不定期勤務。

　たまにアポなしでフラッと私の家に遊びに来ることがあり、私はそのたびに「ちゃんと連絡してよ」と言ってるのだけれど一向に治らず──

　どうやら今回も、お姉ちゃんはアポなしで来たらしい。

　考え得る限り最悪のタイミングで──

「姫……ちゃん、あ、あなた……」

　青ざめた顔でドン引きする姉ちゃん。

　今年で28となる実妹がＪＫのコスプレをしてハイテンションに騒いでいる姿を目撃した姉は、こういう地獄の如ごとく気まずそうな顔となるらしい。

　そして。

　ＪＫコスと渾身の一発ギャグを肉親に見られた私もまた──地獄の如き恥辱を味わっていた。

　なにこれ？

　なんなの、この状況？

　私……前世でなにやらかしたら、こんな目に遭うの？

　もういっそ、今すぐ誰か私を殺してくれないかな？


「…………」



「ああっ!?　ま、待ってお姉ちゃん！　閉めないで！　無言のままいなくなろうとしないで！　違うの！　これは、その、だから……」

「──あれ？　妃さん？」

　立ち去ろうとする姉を必死に呼び止めていたら、そこに今更ながら桃田くんが現れた。

　お姉ちゃんを見て驚いた顔をした後……ＪＫコスの私を見て、なんとも言えない怪訝けげんの表情となる。「また変なタイミングで変なことやらかして変なシチュエーション生み出したぞ、この人……」といわんばかりの、呆あきれと絶望の顔だった。

　最後の思い出作りにと、遊び半分で着てみた制服だけれど──どうやら、新たな黒歴史を創出するだけになりそうだった。







　とりあえず、正座した。

　部屋の中。

　別に命じられたわけでもないけれど、私と桃田くんは自主的に、気まずい空気に押し潰つぶされるかのように、並んで正座した。

　私達と向き合うお姉ちゃんは、激しい困惑が滲にじむ表情となっている。頭痛に耐えるみたいに、眉間みけんに手を当てて揉もんでいる。

　やがて重苦しい沈黙の果てに、

「……別にね、怒ってるわけじゃないのよ？」

　と、お姉ちゃんが口を開いた。

「姫ちゃんもいい大人なわけだし、いちいち口うるさく詮索するつもりはないわ。あなたはもう、自分の責任と判断で生きていくことができる、一人の立派な大人だと思うから」

　でもね、と続ける。

　優しく諭すような口調で。

「こんな真っ昼間から……そういう特殊なプレイをするのは、控えた方がいいと思うの」


「……っ！」



　ああっ、やっぱり勘違いされてる。

　私達カップルが性的な目的で制服コスプレをしたと思われている！

　まあ……しょうがないんだけどさ。

　状況だけ見たらそれ以外にないんだけどさ！

「あなた達、前にも……ほら、ブルマーを着てたりしたでしょう？　その、なんていうか……別に悪いと言ってるわけじゃなくてね？　ただあなた達、お互いが初めての彼氏彼女なんだから……もう少し、普通のことを普通にした方がいいいと思うのよ。そういう特殊な方向に進むのは、もう少し段階を踏んでからでもいいんじゃないかしら？」


「…………」



　キツいなあ。

　肉親から、性的嗜好しこうについて真面目まじめに説教されている。怒鳴り散らすわけでもなく正論で説得される感じが……またキツい。

　反論したいけれど、なにも思いつかない。

　私達の出会いを知らないお姉ちゃんにとっては『妹が部屋でＪＫのコスプレをして彼氏を待っていた』という事実だけが全てなのだ。

　誤解を解くためには全てを詳つまびらかにせねばならず──当然、そんなことはできるはずもない。

　お姉ちゃんにとっての桃田くんは、未いまだに『25歳の社会人』という設定なのだから。

　なにも言えない私が沈黙して俯うつむいていると、

「……織原さんを責めないでください」

　隣で正座してる桃田くんが口を開いた。

「悪いのは……俺おれなんです」

　葛藤かつとうが一瞬表情をよぎるが、しかし彼は告げる。

　覚悟を決めた顔で。

「俺が無理言って頼んだんです。織原さんに……女子高生の格好をして欲しいって」

「──っ!?」

　噓うそ……でしょ？

　桃田くん……きみ、この状況で私をかばってくれるの？

　一から十まで私に非があるこのシチュエーションで、それでもなお私を守ろうとしてくれるの？

　こんなアホな彼女を守るために、変態の汚名をかぶろうというの？

　お、お、男らしい……！

　どうしよう。私の彼氏が男前すぎる！

「そう、桃田くんが言い出しっぺだったの」

「……はい」

「それなら……しょうがないかもしれないわね。男の人って、そういうのが好きな人が多いらしいし」

　お姉ちゃんはなんの疑いもせずに納得してしまったようだった。大人の女性らしい器の大きさが、悪い方向に働いている気がする。

「桃田くんも、やっぱり制服とか好きなの？」

「はい……その、なんていうか……失った青春を取り戻した気分になるというか。十代の女子しか身に纏まとえない、ある種の聖域であるコスチュームを見ていると、心が十代に戻ったような錯覚がして、あの頃の活力が湧いてくる……ような気が……」

　一生懸命頭をひねり、制服マニアの気持ちを想像して語ってくれる。

　いや、わかるはずないよね。

　だって桃田くん、バリバリの十代だもんね。失った青春もなにも、青春ど真ん中で生きてるもんね。

　学校で毎日制服着た女子を見てるもんね。

「……そう。やっぱり男の人にとっての女子高生って……特別な存在なのね」

　お姉ちゃんはなぜか、めっちゃ理解を示してくれた。

　その瞳ひとみは──どこか遠くを見つめている。

「私も……一度くらい、ＪＫの格好してあげたらよかったのかしらね？」

「え？」

「冗談だと思って相手にもしなかったんだけど……思い返せば、そういう日々のすれ違いから、私達夫婦の不和は始まったのかもしれないわ。あのとき、素直に制服を着ていれば、今とは違う未来も──」

「あの、妃さん……？」

「──はっ!?　んんっ！　な、なんでもないわ！　と、とにかくねっ、いくら好きだからって、あんまり特殊なことをやるのはよくないと思うの！」

　一瞬の過去回想から戻ってくると、照れ隠しのように怒鳴るバツイチお姉ちゃんだった。

　その後、深々と息を吐く。

「はあ……。とりあえず、姫ちゃんは着替えてきたら？」

「う、うん……あ、あのねお姉ちゃん。桃田くんはなにも悪くなくて、本当は私が──」

「いいから着替えてきなさい。あなたがそんな格好じゃ、まともに話す気も起きないのよ」

　どうにか彼氏の濡ぬれ衣ぎぬを晴らそうと思ったけれど、呆れて物も言えない様子のお姉ちゃんには相手にされず、結局私はなにも弁明できないまま脱衣所に押し込まれてしまった。
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　織原さんが脱衣所に向かったので、部屋には俺と妃さんだけが残される形になった。

　精神状態で言えば……気まずいなんてもんじゃない。

『妹の彼氏が、彼女に制服プレイを要求するような変態だった』と認識してしまった姉は、どういう対応をするのだろうか。憤怒か軽蔑けいべつか、はたまた「今すぐ妹と別れて」という徹底的な拒絶か──

　戦々恐々とする俺だったけれど、

「そう硬くならなくていいのよ、桃田くん？」

　妃さんは優しい笑みを浮かべていた。

「どうせ、姫ちゃんが勝手にやったことなんでしょ？」

「え……」

「桃田くんはなにも知らなかった。でも咄嗟とつさに姫ちゃんをかばおうと噓をついただけ。違う？」

「……わかってたんですか？」

「二人の反応見てたらわかるわよ」

　呆れたように苦笑する妃さん。

　どうやら俺のついた噓など、最初からお見通しだったらしい。

「まったく……姫ちゃんの暴走癖にも困ったものね。高校のときの制服なんか着ちゃって。桃田くんを喜ばせようと思ったのかしらね？」

「……あはは」

　曖昧あいまいに笑って誤魔化ごまかすけれど──俺には、織原さんが制服を着た理由がなんとなくわかっていた。

　あの制服は、俺達を結びつけたキーアイテム。

　……なんとも嫌なキーアイテムだけれど、それでもあの制服コスがなければ、俺達の交際が始まることはなかったのだと思う。

　今日、制服コスで俺を出迎えようとしてくれたのも、彼女なりのある種のサプライズだったのだろう。俺を喜ばせようという気持ちや、二人で思い出を共有したいという気持ちが、きっとあったのだと思う。

　そんな思いがなんとなく想像できてしまったから──俺は思わず、彼女をかばってしまった。

　まあ一番の理由は……肉親に制服コスを見られた彼女が、あまりに痛々しくて見ていられなかったからなんだけど。

「あの子って、基本的には大人しくて遠慮がちで、なにかと空気読んで行動する子なんだけど、一度スイッチが入っちゃうと周りが見えなくなることがたまにあってね」

「それは……」

　うーむ。否定できないなあ。

　まあ、そこがかわいいところだとも思ってるんだけど。

「生まれて初めて彼氏ができて、いろいろと舞い上がって暴走しちゃうんじゃないかって心配してる部分もあったけど……桃田くんみたいな立派な彼氏なら、姫ちゃんは大丈夫そうね。ごめんね、年上なのに頼りない彼女で」

「……いえ」

　顔を伏せ、首を振る。

　信頼の眼差まなざしを、直視することができなかった。

「俺なんて……妃さんに褒ほめてもらえるような彼氏じゃないですよ」

　謙遜けんそん──ではない。

　心の底から思う。

　妃さんが俺のことを『立派な彼氏』と言ってくれるのは──俺のことを25歳の社会人だと思っているからだろう。

　本当の俺は、15歳の学生。

　親の庇護ひご下で日々の生活を送っている、ごく普通の高校生だ。

　一流企業で毎日懸命に働いている織原さんとは、到底釣り合う相手ではない。彼女の肉親から認めてもらえるような彼氏ではない──

「──名前」

　暗い考えに沈む俺に、ふと妃さんが言う。

「え？」

「ううん、どうでもいい話なんだけど……桃田くん、まだ姫ちゃんのこと名字で呼んでるのね。私のことは名前で呼ぶのに」

「……それは、まあ……いろいろと事情がありまして」

　妃さんのことを名前で呼んでいる理由はとてもシンプル。

　名字で呼んだら織原さんと被かぶるからだ。

　20近く年上の相手をいきなり名前呼びすることには多少の抵抗があったけれど、それ以外どう呼んだらいいかわからなかった。

　では、織原さんを今でも『織原さん』と呼び続ける理由は──

「出会ったときから『さん』付けで呼んでたから、なんだか変えるタイミングを失っちゃったんですよね。あと織原さんの方が、あんまり外で名前で呼ばれたくないみたいなんで」

「ああ、そっか。姫ちゃん、自分の名前、あんまり好きじゃないからね」

　納得したように頷うなずく妃さん。

「もしかしたら『二人きりのときだけ名前で呼び合う』みたいな、ロマンチックなことしてるのかなあ、って思ってたんだけど、そういうわけじゃなかったのね」

「……そうですね」

　ぶっちゃけ何度か名前で呼んでみようかと思ったこともあるんだけど、あと一歩が踏み出せずここまで来てしまった。

　なんだかなあ。

『織原さん』ですごくしっくりきちゃってるんだよなあ。

　でもいつかは、ちゃんと名前で呼んでみたい──

「まあ、私から訊きいといてアレだけど、パートナーの呼び方なんて人それぞれだから気にすることもないわよ。私の友達にも、結婚したのにまだお互い名字呼びの夫婦とか普通にいるし」

　悩みが顔に出てしまったのか、妃さんはフォローするようにそう言ってくれた。

　と、そのタイミングで、着替えを終えた織原さんが脱衣所から戻ってきた。

「……ていうか、そもそもお姉ちゃん、なにしに来たの？」

　怪訝そうな顔で問いつつ、妃さんが持ってきた大きなキャリーケースへと視線を移す。

「もしかして……またしばらく泊まるつもり？」

「うん。ちょっとお邪魔しようかなと思って」

「え～～、一ヶ月前ぐらいに来たばっかりなのに……」

「そんな冷たいこと言わなくてもいいでしょ？　ちゃんと生活費は払うから。それに心配しなくても、二人のイチャイチャを邪魔したりはしないわよ」

　妃さんは意地悪い顔となり、織原さんの耳元で囁ささやく。

「桃田くんが泊まりに来るときは、どこか別なところに泊まるから安心して」

「と、泊まっ!?　わ、私はそういうこと言ってるんじゃないのっ！」

　顔を真まっ赤かにする織原さんと、にやにや笑う妃さんだった。

「もう……またこっちの友達と遊ぶ約束でもしたの？」

「そういうわけじゃないんだけど……」

「うん？　じゃあなんで？　私の家に泊まるのなんて、大体こっちの友達と遊ぶついでだったはずなのに」

「それは……ま、まあいいじゃない！」

　視線を泳がせた後、妃さんは強引ごういんに話を打ち切り、

「さあ、そろそろ晩ご飯の準備しないとね！　桃田くんもせっかくだから食べていきなさい！」

　と、話を変えた。

「……作るの私なんだけど」

「ええ。お願いね、姫ちゃん」

　当然のように言う妃さんに、織原さんは不満げな表情を浮かべるも言い返すことはなく、小さく溜息ためいきを吐ついた。

「はあ……じゃあ買い物行ってくるね。三人分の材料なんてないし」

「あっ。俺も行きます」

　織原さんがバッグと車の鍵かぎを手に取り、俺達二人は部屋から出た。

　階段を下りる途中、

「……ごめんね、桃田くん」

　織原さんはすごく申し訳なさそうに口を開いた。

「私のせいで桃田くんが……制服マニアの変態さんになっちゃって……」

「大丈夫ですよ。てか、妃さんには全部バレてたみたいですし」

「え……そ、そうなの!?」

「はい」

「じゃあお姉ちゃんは結局──また妹が変な暴走始めたなあ、って呆れてたってこと!?」

「……はい」

「うわあ、うわああ……ち、違うのに。ちゃんと理由があったのに……」

　深く落ち込んだ後、ハッとして俺を見つめる。

「あ、あのね桃田くん！　私、別に制服趣味に目覚めたわけじゃないからね！　これには深い事情があってね！　とうとう制服を雪ちゃんに返すことになったから、クリーニング出す前にどうせなら一回着ておくかと思って……ああっ、違う違う、これじゃ結局自主的に着てる変態になってるよね!?　そうじゃなくて──」

「だ、大丈夫ですよ、そんな言い訳しなくても」

　焦りまくる織原さんに、俺は言う。

「ちゃんとわかってますから。俺達が出会うきっかけになった制服姿を、俺に見せてくれようとしたんですよね？」

「……う、うん」

「ありがとうございます。久しぶりに織原さんの女子高生姿が見られて、嬉うれしかったですよ」

「え……？」

「……あ、いやっ、変な意味じゃなくて！　懐かしかったって意味です！」

「そ、そうだよね！　わ、わかってるから！」

　慌あわてた様子で頷いた後、彼女は小さく笑った。

「すごいなあ、桃田くんは。私のこと、なんでもわかってて」

「……一応、彼氏ですから」

　俺がそう言うと、「ふふっ。そうだね」と織原さんは微笑ほほえんだ。

　階段を下りた後は、アパート裏の駐車場まで向かう。

　織原さんの愛車である日産キューブに、二人で乗り込もうとしたタイミングで、

「あっ。ごめん、財布忘れちゃった。こっちの鞄かばんじゃなくて、通勤用の鞄に入れっぱなしだったんだ」

　と、織原さんが言った。

「じゃあ俺、取ってきますよ」

「ごめん。私、車出しとくから」

　俺はＵターンして来た道を戻る。

　もう一度階段を上り、織原さんの部屋へ。ドアを開いて靴を脱ぎ、廊下を歩いてリビングの扉を開こうとしたところで──

「……あ、あれ？　おかしいわね？　こんなはずじゃ……」

　中から妃さんの声が聞こえた。


「噓でしょ……!?　姫ちゃんが入ってたのに、私が入らないなんて……ふっ、ふっ、ふう～～っ……！」



　なにやら真剣な様子である。

　筋トレでもしているのだろうか、と思いながら俺はドアを開き、

「すみません、忘れ物しちゃって──」

　そして──衝撃を受けた。

　衝撃の余り、気を失いそうになった。

　リビングにいた妃さんは──女子高生の制服を着ていた。

　織原さんが先ほど脱いだ、あの制服を。

　いや。

　厳密には、着ることはできていないのだろう。

　スカートのホックが閉められないようで、両手でホックを押さえながら一生懸命お腹なかを凹へこませている。

　胸の方は、豊満な胸部がシャツの布地を内側から思い切り押し上げ、ボタンが今にもはじけ飛びそうになっていた。

　なんというか……全体的にパッツンパッツンである。

　34歳。

　バツイチ。

　そんな彼女が今、女子高生の格好をしようとしている。童顔な織原さんは制服がよく似合っていて、本物の女子高生と見まがうほどだったけれど──妃さんは残念ながら、そこまでの童顔ではない。

　もちろん綺麗きれいだし美人だし、実年齢よりは若く見えるけれど──十代には見えない。

　だから今、目の前にいるのは。

　どこからどう見ても、残念なくらいに残酷なくらいに、無理して制服を着ようとしている34歳の女性そのままだった。

「えっ……あっ、きゃあっ！　も、桃田くん……!?」


「…………」



「ああっ！　ま、待って！　ち、違うのよ！　これは、ただの気の迷いっていうか……ああん、待って！　無言でいなくならないでぇええ！」
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　俺はなにも言わず、一切いつさいの反応を示さず、織原さんの通勤用鞄だけ持ってリビングから逃げ出した。

　それ以外、どうすることもできなかった。

　うん。

　見なかったことにしよう。

　これから三人で夕飯食べるんだろうけど、何事もなかったように普通に接することにしよう。見なかった見なかった。俺はなにも見なかった。ふう、今年の夏も暑いなあ。

　まあ。

　そんなこんなで、八月某日。

　妃さんがやってきた。
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「えー、では、女子会を始めます……乾杯！」

　家主である私が大雑把おおざつぱな挨拶あいさつを述べて、三人で乾杯をする。

　八月の夜──

　私の部屋にて、雪ゆきちゃんとお姉ちゃんの三人で女子会を開催中。

　元々は私と雪ちゃんが一緒に飲む予定だったんだけど、お姉ちゃんが泊まりに来ていることを伝えたところ「だったら三人で飲みましょうか」という話になった。

「もう女子っていう年齢でもないけどね、私達」

　苦笑気味に言う雪ちゃん。

　手には日本酒の入ったコップ。飲んでいるのは『奥の松　あだたら吟醸ぎんじよう』という二本松のお酒。私はあまり詳しくないのだけれど、結構有名なお酒らしい。世界的な大会の最優秀賞を受賞したこともあるとか。

　今日は気心知れた者同士、『自分が飲みたい物、食べたい物は、各自で持ってくること』というルールにしたところ、雪ちゃんは日本酒の一升瓶いつしようびんを抱えてやってきた。

　どんだけ飲む気なんだ？

「うふふ。いいじゃない、雪ちゃん。女はいくつになっても女子なのよ」

　グラス片手に微笑ほほえむお姉ちゃん。

　飲んでいるのはカシスオレンジ……のオレンジジュース割り……のさらにミネラルウォーター割り。

　スナック不定期勤務なのに、実は死ぬほどお酒に弱いお姉ちゃん。店では一滴のアルコールも口にしないようにしているけれど、知り合いと飲むときはこうして、ものすごーく薄くした飲み物を自分で作っている。

「そうだよ、雪ちゃん。二十代はまだまだ女子でいけるから……って、あっ。ごめん、お姉ちゃん……」

「……姫ひめちゃん？　別に気にしてないから謝らないでくれるかしら？　スルーしようと思ったのに、『あっ』みたいな顔されて謝られたら……そっちの方が傷つくから」

　この中で唯一の30代にして、唯一の昭和生まれであるお姉ちゃんは、女子会開始早々深い傷を負ってしまったようだった。

　少し罪悪感を抱きつつ、私はグラスを傾けてカシスオレンジを口に運ぶ。私はお姉ちゃんほど弱くはないので、ごく普通の濃度である。

　テーブルに並ぶのは、薬味を載せた豆腐、ナッツ類、アンチョビ、唐揚げ、イカの塩辛、燻製くんせいチーズ、『ルヴァン』……などなど、各自で持ち寄った様々なお酒のつまみ。

　ちなみに私の一番のお気に入りのつまみは──いぶりがっことクリームチーズの組み合わせ。

　いぶりがっこのスモーキーな味わいと、クリームチーズの濃厚な味がベストマッチ！

　この組み合わせを『ルヴァン』に乗っけたりすれば、もはや最強の三位一体トリニテイと化す。

　お酒なしでも毎日食べたいぐらいに好き。

　……まあ、カロリーのことは考えちゃダメ系のおつまみなんだけど。

「でも、本当に久しぶりですね、妃きさきさん」

「そうねえ。三年ぶりぐらいかしら？」

　雪ちゃんとお姉ちゃんは、しみじみと再会を嚙かみしめていた。

　私が高校生だった頃ころ、お姉ちゃんが車で送り迎えをしてくれることも結構あって、その縁で二人は顔見知りになっていた。

　大人になってからもたまに、本当にたまに、この三人でご飯に行ったりもしている。

「子供ちゃんは、もう歩いたりしてるの？」

「ええ。よちよち歩きぐらいですけど。まだまだ不安定ですぐ転んじゃうから、目が離せなくて大変ですよ」

「そうなんだ。今日は旦那さんが見てるの？」

「お願いしてきました。専業主婦と言えど、月に一度ぐらいは友人と酒を飲む時間が欲しいですからね」

　恥じるでも誇るでもなく、ごく普通の事実を告げるように言う。一つの仕事として専業主婦をやっているような雰囲気を、同じ女としては格好良く思う。

「そっかぁ……。はあ、なんだか不思議な感じねえ。出会った時は高校生で、まだまだ子供だと思ってた妹の友達が……いつの間にか子供産んで、立派にお母さんやってるんだから。時が経たつのって本当に早いわぁ」

　そこまで言うと、お姉ちゃんは悪戯いたずらめいた目で私の方を見た。

「なにせあの姫ちゃんにも、とうとう彼氏ができるぐらいだものね」

「ちょ、ちょっとお姉ちゃん……？　『あの』ってなに、『あの』って……」

「だって……ねえ？　姫ちゃんに彼氏なんて、絶対無理だと思ってたもん。休みの日はゲームばっかりで、男友達も全然いないし、自分から積極的に行動するタイプでもないし……私達がどうにかいい人見つけてあげなきゃって、いつもお母さんと話してたのよ？」

「し、失礼な……」

　やるせない気持ちになるも、あまり強くも反論できなかった。

　実際、桃田ももたくんと付き合えたのなんて、奇跡に奇跡が重なった結果だと思うもんなあ。

　今年の五月に彼と出会ってなければ……今もきっと、平日は会社と家を往復し、休日はゲームで終わるだけの日々を送っていたと思う。

　お母さんやお姉ちゃんが心配したくなる気持ちもわかる。

「そんな女子力低めだった姫ちゃんが、今じゃあんなに立派な人とお付き合いしてるんだものね」

「う、うん、桃田くんは立派な人だよ」

「よくわからないけど、なんかすごそうよね、ＩＴ企業って」

「……そ、そだねー」

「お母さんも言ってたわよ、『なんかすごそう』って」

「うん……なんかすごそうだよね、ＩＴ企業って……」

　やや頭の悪いやり取りをしつつ、私は視線を雪ちゃんへと移す。

　事情を理解している彼女は『わかってるわかってる。ちゃんと話合わせてあげるから』と言わんばかりの頷うなずきを見せてくれた。

　お姉ちゃんにもお母さんにも、未いまだに本当のことは言えていない。

　初めてできた彼氏が──15歳の高校生という真実を。

　お姉ちゃんとお母さんの間では、桃田くんは『25歳社会人。一部上場のＩＴ企業に勤め、社内では若手ホープとして将来を期待されている』という設定。

　……設定盛り盛りにしてしまって、本当に申し訳なく思っている。

　幸いなことに、織原おりはら家のＩＴ企業に対する認識は『よくわからないけど、なんかすごそう』という感じなので、深く追及されることはないのだけれど。

「それで……最近どうなの？　姫ちゃん？」

「ど、どうって？」

「もちろん桃田くんとのことよ。上手うまくいってるの？」

「まあ……たぶん。喧嘩けんかとかもなく楽しく付き合ってるよ」

「うーん。そうじゃなくて……うふふ。まあ、いいわ。その辺のディープな話は、もうちょっと夜が更けてからにしましょうか」

　お姉ちゃんは意味ありげに笑い、妖艶ようえんな手つきでグラスを傾ける。色気のある仕草しぐさだったけれど、飲んでいるのが限りなくオレンジジュースに近いカシオレなので、いまいち格好はつかなかった。

「そうね。私も今日は、姫と突っ込んだ話がしたいと思ってたのよ」

　雪ちゃんは微笑を浮かべ、コップに追加の酒を注そそぐ。一升瓶からも慣れた手つきで手酌する姿には、歴戦の酒豪を思わせる風格があった。

「お、お手柔らかに……」

　私は弱々しい声で言って、カシオレをちびっと飲んだ。







　こんな感じで始まったアラサー三人の女子会だけれど、やはりというべきか、話題のほとんどは恋愛絡がらみだった。

　まずは、軽いジャブみたいな話題から始まる。

『好きな男のタイプ』

「頭がいい人ね」

　ズバッと言い切ったのは雪ちゃんである。

「学力とかそういうんじゃなくて、地頭っていうか一般常識っていうか。知性を感じさせる人が好きだわ」

「あー、雪ちゃんの旦那さん、見るからに頭よさそうだもんね」

　歴代の彼氏も大体知ってるけれど、みんな賢そうな人達だった。まあ頭いい人が相手じゃないと、雪ちゃん、話が合わなそうだもんなあ。

「お姉ちゃんは？」

「そうね……」

　私が問うと、お姉ちゃんは少し考え込むようにしてから、

「……浮気うわきしない人、かしら？」

　と、どこか自嘲気味に笑って言った。


「「…………」」



　私と雪ちゃんは揃そろって口をつぐむ。

　……重っ。

　浮気が原因で離婚した人が言うと、重みが違う……。

「えと、姫は？」

　空気を変えようとしてか、雪ちゃんが質問を振ってくる。

「私？　私は……タイプとかないかな」

　これまでの人生で、あんまりそういうことを考えたことがなかった。

　好きなキャラクターや好きなライダー俳優さんとかはたくさんいるけど、別にその人達と付き合いたいとはあまり思わないし。

「強いて言えば……背の高い人が好きかも」

「ふうん。へえ、ふうん」

「いやっ、別に桃田くんがどうとかじゃなくてね！」

　雪ちゃんが意味ありげに見つめてきたので、慌あわてて否定する。

　するとお姉ちゃんまでも、にやにやして見つめてきた。

「確かに桃田くんって、背が高くて肩幅広くて、男らしい感じが素敵よね」

「だ、だから別に……う、うん、まあ……そう、なんだけど」

　認めざるを得なかった。

　だって……格好いいんだもん！

　背が高いし、体格はしっかりしてるし、胸板は厚いし、背中は広いし、手は骨張ってて大っきいし……全体的に男らしくて、なんていうか、グッとくる。

「ふうん。やっぱり姫ちゃんと私は、姉妹だから好みが似てるのかしらね？　私も華奢きやしやな人よりは、がっちりとした体格がいい人の方がタイプだわ」

　でも、とお姉ちゃんは続ける。

「少し意外ね」

「え？　意外って、なにが？」

「彼氏が年下だったことが、よ。もしも姫ちゃんに初めて彼氏ができるとしたら、きっと年上の人だろうな、ってなんとなく思ってたから」

「そ、そうなんだ。なんで？」

「うーん、なんでかしらね？　別に具体的な理由があるわけでもないんだけど……ただ、年上の相手の方が、姫ちゃんに合ってそうって思っただけよ。姫ちゃんの方も、年下よりは年上の方が好きなんじゃないかなって勝手に思ってて」


「…………」



　私は少し考えてみる。

　桃田くんと出会う前の、自分の好みについて。

「……言われてみれば確かに、どっちかと言えば年上の方が好きだった……かも」

　あまり自分のタイプについて考えたりはしなかったけれど、それでも人並みに妄想もうそうをしたりすることはあった。

　妄想彼氏との日常生活とか、理想のプロポーズとか、妄想夫との結婚生活とか……そういう、ちょっと人には言えないようなことを。

　そこまで具体的に設定を詰めていたわけではないけれど──でも、妄想の彼氏はいつも、年上が相手だったような気がする。

「まあ、そんなもんよね」

　雪ちゃんが、小さく息を吐きつつ言う。

「好きなタイプと好きになる相手が違うなんて、よくある話よ」

　確かに、と私は思った。

　別に桃田くんが私のタイプから外れてるとか、そういうわけじゃないけれど──でも、ちょっと信じられない話だと思う。

　去年の私に言ったら、目を丸くして仰天するだろう。

　好きになった相手が──生まれて初めてできる彼氏が。

　一回りも年下の男子高校生だなんて。







　続いて、ちょっと踏み込んだ議題。

『浮気について』

「ねえ。二人は……どこからが浮気だと思う？」

　さっきの『好きな男性のタイプは、浮気しない人』発言により、なんとなくそっち方面の話題は展開しづらい空気があったけれど、まさかまさか、張本人が掘り下げてきた。

「ど、どこからって言われても……」

「たとえば姫ちゃん、『女友達と二人で遊びに行く』って言われたら、許せる？　許せない？」

「うー……それはちょっと、許せないかなあ」

　いやまあ、実際は許しちゃってるんだけどね。

　指宿いぶすきさんとの一件で、彼女との遊園地デートを許可してしまった。

　事情が事情だったからしょうがないと思ってるけど……やっぱりいい気持ちはしなかったなあ。

　不安で不安で、胸が押し潰されてしまいそうだった。

　正直、もう勘弁してもらいたい。

「大人数で遊びに行くならいいけど……二人きりはちょっとね」

「私は、遊びの内容によるわね」

　雪ちゃんは言う。

「旅行や外泊は妻帯者として自重して欲しく思うけれど、二人で食事したり映画に行ったりする程度なら、とやかく言うつもりはないわ」

「えー、ほんとに？　二人で映画見に行かれたりしたら嫌じゃない？　それもう、ほとんど浮気じゃない？」

「内緒にされたら少し嫌だけれど、事前に言ってもらえれば特に気にならないわね。夫婦といえど、互いの交友関係にまで口を出すべきではないと思うし」

「はぁー、なるほどねー」

　大人の余裕を感じさせる発言に、私はなんとなく感心してしまう。

　するとお姉ちゃんが、

「……ふっ。ふふふ。そうね。私も結婚してるときは、雪ちゃんみたいなスタンスだったわ。過干渉はやめて、互いの自由と権利を尊重しようっていう、サバサバしたスタンス……ほんとは、そんなに強い女じゃないのにね、私」

　と、深い悲哀が滲にじむ声で語り始めた。

「旦那が誰となにしようが気にしない……ようにしようとしてた。『会社の飲み会』や『不自然な残業』がやたら続いても、疑わずに信じようと思った。束縛が酷ひどい妻だって思われたくなかったから……余裕と理解のある妻だって思われたかったから。でもその結果が……旦那にのびのびと浮気されるというオチ……」


「「…………」」



「しかも相手がさ……私よりかなり年下で、しかも華奢でスレンダーなタイプなのよね。キツかったわ……自分と真逆みたいな女と浮気されるって、ただ浮気されるよりかなり胸に来るものがあるわよね」


「「…………」」



　私達二人はなにも言えない。

　自分から話題振っておいて勝手に落ち込まないでよ、とツッコミたい気分だったけど、それすら憚はばかれる闇やみがあった。

　お姉ちゃんが際限なく落ち込んでしまいそうなので、この話題は強制終了。







　ちょっと息抜きに、恋愛と関係ない話。

『最近、仕事はどう？』

「……大変だったよぉ、ほんと死にそうだったよぉ……」

　深々と溜息ためいきを吐つくように言う私。

「姫、最近本当に大変だったらしいわよね。一人で『半沢直樹』みたいなことしてたんでしょ？」

「すごく頑張ったと思うよ、私！　どこの社畜ドラマの主人公だよってぐらい、上司と戦っちゃったもん！　後輩の手前ずっと格好つけてたけど、本当はずっと緊張と不安で死にそうだったからね！　ねえ雪ちゃん、褒ほめて！　私、すっごく頑張ったから褒めて！」

「はいはい、頑張った頑張った。偉い偉い」

　倒れ込んで抱きつく私を、雪ちゃんは雑に褒めながら頭を撫なでてくれた。

「そっかぁ。姫ちゃんも一生懸命働いてるのねえ」

　お姉ちゃんがしみじみと言う。

「就職活動のときなんか、『残業少なくて休み多ければどこでもいい』『最優先は、ゲーム時間の確保』なんて言ってたのに……いつの間にか、ずいぶんと立派な社会人になっちゃって」

「……そりゃまあ、私ももう27ですから」

　ちょっと照れ臭くて、拗すねたような声になってしまった。

「それで姫ちゃん、桃田くんの方はどうなの？」

「へ？」

「お仕事、順調なの？」

「……あ、ああ、うん、順調だと思うよ、たぶん。最近は……えと、その、な、なにかをプログラミングしてるらしいよ」

「へえー、プログラミングね……うんうん、わかるわよ、プログラミング。私でもそのくらいはわかるわ。なんていうか、こう……プログラムに関わることよね」

「そうそう。えーと……あとは最近、パ、パソコニングとかしてるそうだよね」

「あ、あー……、はいはい。パソコニングね。うんうん、わかるわかる。アレでしょ、アレ？　あの……重要なやつ」

「そ、そう、重要なやつ」

　浅すぎる知識で必死に誤魔化ごまかす私と、私以上に知識がないせいで知ったかぶりをしてしまうお姉ちゃんだった。

　雪ちゃんはそんな私を、「……あなた、それでよく今までなんとかなったわね」と言わんばかりの冷めた目で見つめていた。







　さらに息抜きの話題。

『今年の夏、どこに行った？』

「姫ちゃんは今年の夏、どこか出かけたりはしたの？　山とか海とか行った？」

「あー……まあ、山には一応、行ったかな。キャンプ的なもので」

「ああ、そういえば一回、うちに車借りに来たわよね。会社の人と行ったって言ってたかしら？」

「そ、そうそう。会社の人と行ったんだ……」

　お姉ちゃんに言った後、雪ちゃんに視線を送る。向こうからは『わかってるわかってる。合わせてあげるから』という視線が返ってきた。

　言えるはずがない。

　本当は……高校生のグループに混ざってキャンプしたなんて。

　実は引率のおばさんをやっていたなんて。

「まあ、久しぶりのキャンプで、すごく楽しかったよ。水着になって川で遊んだりもしたから、山と海両方楽しめた感じ」

「そうだったの。でも姫ちゃん、水着なんて持ってたの？」

「し、失礼な……私だって水着ぐらい──」

「一緒に買いに行ったのよね」

「ゆ、雪ちゃぁん……」

　誤魔化そうと思っていたら、後ろから刺された感じだった。

「そうだったんだ。雪ちゃんが一緒に行ってくれたなら安心ね。姫ちゃん一人だと、どんな水着買うかわかったものじゃないから」

「きちんと姫に似合うものを選んでおきました」

「……よく言うよね」

　涼しい顔で言う雪ちゃんに、思わず突っ込む私。

「なによ、ちゃんとかわいいの選んであげたでしょ？」

「……うん。すごくよかったよ。最後に選んでくれたやつは、本当によかったと思う。でも──途中で遊びまくったよね!?」

　水着売り場での屈辱が脳裏に蘇よみがえる。

「眼帯ビキニやモノキニは、露出過多なだけだから百歩譲ってまだわかるけど……スク水と貝殻水着は完全に悪ふざけだったよね!?」

「だって姫ってば、言ったらなんでも着てくれるんだもん。どこまで着てくれるか試したくなっちゃって。でも……まさか貝殻まで着てくれるとは思わなかったわ」

「うう……ひどいよぉ。私、藁わらにも縋すがる思いで雪ちゃんを頼ったのに……」

「拗ねないでよ。ごめんなさいね、遊んじゃって」

　謝ってくれる雪ちゃん。

　まあ正直、別に怒ってはいない。最後に選んでくれた水着で、桃田くんといい思い出が作れたから、今となっては感謝しかない。

　まあ……水着がほどけておっぱい見られちゃうような、恥ずかしいアクシデントもあったわけだけれど。

　スク水だったらあんなアクシデントも起きなかったかもしれないけれど……まあ、やっぱりこの年でスク水はないよね、うん。







　そして。

　いよいよというべきか。

　女子会開始から一時間が経過し、全員、いい感じに酒も回ってきたところで、とうとう話題はかなりアダルトな方へと転んでいく。

「ねえねえ、姫ちゃんと雪ちゃんはさぁ……」

　トロンとした目で、妙に粘っこい声で、お姉ちゃんは言う。

　死ぬほど薄めたお酒だけ飲んでいたはずだけれど、それでも徐々にアルコール量が蓄積されたらしく、だいぶ酔いが回っている様子だった。

「ぶっちゃけた話……最近、エッチしてる？」

「ぶっ!?」

　思わず飲んでいたお酒を吹き出しそうになる。

　雪ちゃんの表情を変わらなかったけれど、一瞬だけ眉まゆがひくついた。私ほどではないけど、ちょっと動揺したっぽい。

「な、なに言い出すの、お姉ちゃん……？」

「えー、いいじゃない？　そろそろディープな話しましょうよ？」

　うふふ、と艶麗えんれいに笑いつつ、体を寄せてくる。

「どうなの姫ちゃん？　お姉ちゃんに教えてよ。桃田くんとは、最後にしたのはいつ？」

「さ、最後って……私達、まだ最初も……」

「あー、やっぱり？　やっぱりまだしてなかったんだー」

「──っ」

　しまった、ハメられた。

　最初から『そろそろ経験した？』的な質問が来たらはぐらかすこともできたけど、最初から『経験済み』前提の質問が来たから、つい反論してしまった！

「うふふ。予想通り、二人はじっくり愛を育んでるみたいね。中学生みたいでかわいいわぁ」

「べ、別にいいでしょ！　私達は私達のペースがあるんだから！」

「二人の関係をどうこう言うつもりはないけど……でも、あんまりのんびりしてたら桃田くんがかわいそうよ」

「え……」

「結構我慢してるんじゃない？　本音を言えば、今すぐにでも姫ちゃんと結ばれたいと思ってるだろうし」

「そ、そうなのかな？」

「そりゃそうよ。桃田くんだって若い男だもの。誠実そうに見えて、一皮剝むけば野獣と同じ。25の男なんて性欲の化身みたいなものだから」

　断言するお姉ちゃんだった。

　なんか実感が籠こもってる。

　25の男が頭の性欲の化身ならば……15歳の男はどうなのだろうか。

「姫と付き合って、そのおっぱいを間近で見せつけられながら未だに手を出さないんだからね。桃田くんは本当にすごいわ。誠実さと優しさの化け物だと思う」

　雪ちゃんも呆あきれたように言う。

　誠実さと優しさの化け物って。

　褒めてるんだか貶けなしてるんだか。

「でもその実直さも、時に罪よね。姫も本当は──今すぐにでも押し倒して欲しいと思ってるんじゃないの？」

「うええっ!?」

「あら、図星？」

「ち、違う違う！　別に、私、そんな……」

　恥ずかしくて黙ってしまう私を、二人は大層楽しそうに見つめていた。

「やっぱり姫も、それなりに悶々もんもんとしてるのね」

「そりゃねー。姫ちゃん、この年まで彼氏ゼロで経験ゼロだもん。脳内の妄想とかすごいことなってそう」

「桃田くんも桃田くんで、経験なしらしいですからね」

「そうそうっ。かわいいわよね、桃田くん。すっごくウブで純情な感じがして。二人のこと考えるだけで、私、胸がきゅんきゅんしちゃうわ。二人の初体験、どんな風になっちゃうんだろう……」

「……ああ～、もうっ！　うるさいうるさい！」

　あまりにも好き放題に語られ、我慢できずに叫んだ。

「わ、私達のことはいいの！　もうほっといてよ！」

「はいはい。ごめんね、からかっちゃって」

　軽く私の頭を撫でた後、お姉ちゃんは雪ちゃんの方を向く。

「それで雪ちゃんの方は、最近どう？　夫婦生活的なことは……」


「…………」



　プライベートにかなり踏み込んだ質問を受け、にやにやと私をからかっていた雪ちゃんの表情が固まった。

　コップに残っていた酒をグイッと飲み干した後、

「ぶっちゃけ……レス気味です」

　と、深く息を吐くように言った。

「子供できてから、めっきり少なくなりました。ないわけじゃないですけど、私の方から誘うことがほとんどで……」

「あー、そうだったんだ。やっぱり子供ができると、そういう風になる夫婦って多いっていうわよね」

　どこか寂さびしげな声音で、お姉ちゃんは言う。

「うちは子供はいなかったけど……それでも、最後の方は完全にレスってたわ。私の方から誘っても、断られること多くて……。なんなのかしらね、あの、夫婦生活を拒否される敗北感って？」

「女としての価値を失ってるような気がしますよね……。若い頃なんて、こっちが嫌になるくらい男の方から求めてきたのに」

「そうそう！　昔は『なんで男ってセックスのことしか頭にないんだろう？』って思ってたのに……まさか自分が、拒否されることで悩むなんてね」

　既婚者とバツイチの生々しい会話に、私は全くついていけず黙って聞いていた。

　す、すごい会話だなあ。

　学生時代からモテまくってて彼氏も途切れなかった二人は、全力の陰キャだった私とは住む世界が違うようだった。

　別次元の会話は、どんどん踏み込んだ話になる。

「……中折れ、っていうんですか？　うち、最近、あるんですよね」

「雪ちゃんの旦那さんって一回りぐらい年上だっけ？　じゃあしょうがないわよ。年齢的なものもあるから」

「仕方がないことだとは思うんですけど……ただ、対応の仕方がわからないんですよね。変に慰めても余計に傷つくだけだと思いますし」

「あー、そうよねえ。男の方もショックだろうから。私も、前の旦那が大きくならないまま終わったことあるけど……お互いに気まずくて変な空気になっちゃったわ」

「男の性欲って、やっぱり十代二十代ぐらいがピークで、あとはどんどん衰えてくものなんですかね？」

「んー？　そうとも限らないんじゃないかしら？　人によって個人差があると思うし。私が最近した人は、もう40近いのにまるで二十代みたいに激し──」

「──最近？」

　と。

　別次元で繰り広げられる会話に出てきた一つのワードが気になり、私は思わず食いついてしまった。

　お姉ちゃんは「あっ」と口元を押さえる。

「え、えっとね」

「お姉ちゃん……いつの間にそんな人できたの？」

「……じ、実は最近、ちょっといい出会いがあってね」

　恥ずかしそうに、それでいてちょっと嬉うれしそうに言う。

「そうだったんだ。なんだ、言ってくれればよかったのに。地元の人？」

「ううん。向こうじゃなくて、この辺の人……」

「この辺……あっ。じゃあもしかして、お姉ちゃんが今、私の家に泊まりに来てるのって、その人に会うためなの!?」

「う、うん。実は、そうなの……。明後日あさつて、会う約束があって」

　照れくさそうに微笑む。

　今までずっと年長者らしい余裕の振る舞いをしていたお姉ちゃんが、急に恋する乙女おとめみたいなしおらしい顔となってしまった。

「へぇー、お姉ちゃんも隅に置けないなあ。いつから付き合ってるの？」

「……出会ったのは一月ぐらい前よ。六月に姫ちゃん家に泊まってた頃に、街で偶然出会って……。ま、まあ、厳密には、まだ付き合ってるわけじゃないんだけどね。一度食事をしただけで……」

「ふーん。そっかそっか。まだ付き合ってないんだ──え？　え？」

　聞き流せないワードが出てきたので、思わずに二度見。

「付き合ってないの……？」

「そ、そうね。まだ、お友達というか知り合いというか……」

「……付き合ってないのに、エッチしたの？」


「…………まあ、そうね」



　目を逸そらし、気まずそうに言うお姉ちゃん。

　私は……すっごく複雑な気分となる。祝福したい気持ちが一転、胸の奥底から消化しきれないモヤモヤが溢あふれ出てきた。


「……ええ～～っ、お姉ちゃん……ええ～、なにそれぇ～～……」



「な、な、なによ！　なにか悪いの!?」

　悪いのって。

　いや別に悪くはないんだけどさ。

　悪くはないんだけど、なんていうかさあ……。

「ふんっ。まだまだお子様の姫ちゃんにはわからないかもしれないけどね、大人にはいろいろあるのよ……その、流れっていうものが」

「流れって……いや～、ないって。ひどいよ、お姉ちゃん。その辺の順番はしっかりしてよ。いい大人なんだから。もうアラフォーなんだから」

「ま、まだアラサーよ！　まだ34だもん！」

「昔もそういうことあったでしょ？　彼氏に二股かけられたと思ったら、向こうはセフレとしか思ってなかったとか」

「あ、あのときとは違うの！　今度の彼はね……とても誠実な人なのよ！」

「いやいやっ、誠実な男は付き合う前からエッチしたりしないから」


「～～っ！　う、うるさいわね！　男っていうのはどんなに誠実でも、することはする生き物なの！　みんながみんな桃田くんみたいに童貞で奥手じゃないの！」




「んなっ!?　え、ええー……？　な、なんでここで桃田くんが出てくるの？　なんで人の彼氏否定するの!?」



「姫ちゃんが最初に喧嘩売ってきたんでしょ！」

「私は注意歓喜してるだけだもん！　出会ってすぐにヤッちゃうって……そんなのただのヤリマンだよ！　ヤリマン熟女だよ！」

「ヤ、ヤリマン熟女……う、うううっ！　姫ちゃんのバカぁ！　なんでそんな酷いこと言うの！　姫ちゃんなんか、こじらせて面倒臭いヘビー級処女のくせに！」

「へ、ヘビー級……!?　か、軽いよりいいでしょ！　お尻しりの軽いヤリマンよりはマシだよ！」

「バーカバーカ、姫ちゃんのバーカ！」

「お姉ちゃんの方がバカだよ！　バーカ！」

「──やめなさいよ、二人とも」

　お酒のせいもあってか、醜くヒートアップしていく姉妹喧嘩を、雪ちゃんが呆れ果てたような声で制した。

「喧嘩両成敗……と言いたいところだけど、どっちかと言えば姫が悪いわよ」

「え、えー……」

「妃さんには妃さんの恋愛の仕方があるんだから。他人が意見を押しつけるのは間違ってるわ」

「……そ、それはわかってるけど、でも私、やっぱり心配で……お姉ちゃんが、また男の人に傷つけられたら、どうしようって思って」

　夫の浮気が原因で離婚して──それでお姉ちゃんがどれだけ傷ついたかを、私は近くで見てきた。

　普段は飄々ひようひようと気丈に振る舞っていたけれど、夜中に一人、隠れて泣いている姿を見てしまったこともある。

　そんなお姉ちゃんに新しい恋人ができたとなれば、諸手もろてを挙げて祝福したい気分なのに……まだ付き合ってないとか、それなのにエッチしちゃったとか言われて、つい感情的になってしまった。

「ごめんね、お姉ちゃん……」

「……ううん。私の方こそごめんね、姫ちゃん。心配してくれてありがとう」

　でも、とお姉ちゃんは続ける。

　瞳ひとみの奥で、ひっそりと激しい感情を燃やしながら。


「私ももう……悠長なことは言ってられないのよ。バツイチで実家暮らしで、資格もなにも持ってない、34の女……。限られた出会いを大事にしたいの。ていうか……シンプルに寂しいのよぉ……！」



　声に感情が籠もると共に、目尻に涙が浮かんで見えた。

　それからグラスに残っていた薄いお酒をガッと煽り、

「……私も姫ちゃんや雪ちゃんみたいに、相思相愛のパートナーが欲しいの！　バツイチだけど……ううん、バツイチだからこそ、今度こそ幸せになりたいのよぉおおお～っ！」

　と、魂の叫びを上げた。







　その後も女子会は続くが、変なスイッチが入ってしまったお姉ちゃんがペースも考えずに飲み始めてしまい──

「……くー」

　その結果、すぐに寝てしまった。

　絨毯じゆうたんの上で大の字になって、とても気持ちよさそうに眠っている。エアコンで冷えるといけないので、私はタオルケットをかけてあげた。

「妃さん、この薄さでよく酔えるわね」

　飲みかけだったお姉ちゃんのお酒を一口飲み、雪ちゃんは驚いたように言った。

「お姉ちゃん、お酒死ぬほど弱いから」

「それでホステスなんてやってて、大丈夫なの？」

「まあ、お母さんの知り合いがやってる店でユルく働いてるだけだから。お客さんも地元の知り合いばっかだから、無理に飲まされたりもしないみたいだし」

「そう。ならいいけど」

　頷きながら、雪ちゃんは空になったコップに追加のお酒を注ぐ。一升瓶はすでに半分ぐらいなくなっているが、それでも彼女の顔色が変わることはない。

　私の方はというと……そろそろ限界が近い。酔いが全身を巡り、気持ち悪くなるほどではないけど心地よい眠気が襲ってきた。

「ねえ、姫」

　うっつらうっつらし始めた私に、雪ちゃんが言う。

　酔っ払いとは思えないほど、冷静で落ち着いた声で。

「妃さんには、いつ本当のことを言うつもりなの？」

「──っ」

　冷や水を浴びせられたようだった。

　酔いも眠気も、一気に消えたような気がした。

「桃田くんはＩＴ企業の若手ホープなんかじゃなくて、本当は15歳の高校生だって」

「……い、いつか、ちゃんと言うよ」

「そう」

　逃げるように『いつか』と言った私に、雪ちゃんが追い打ちをかけてくることはなかった。ただ静かに頷いて、コップの酒を口に運ぶ。

　初めての彼氏は──一回り年下の高校生。

　現在進行形で、淫行中。

　言えない。

　言えるはずもない。

　でも、いつかは言わなければならない。

　桃田くんとの将来を真面目まじめに考えるのであれば──彼との付き合いを遊びではなく真剣なものにしたいなら、絶対に避けては通れない部分だ。

　お姉ちゃんにも、お母さんにもお父さんにも。

　そして、桃田くんのお父さんにも。

　お互いの家族に、いつかは認めてもらわなければならない。

　わかっている。

　心の奥底では、ずっとモヤモヤが渦を巻いている。

　でも。

　どうか、どうか今だけは夢を見させて欲しい。

　辛つらい現実から目を背そむけて、二人で夢を見ていたい。

　好きな人と相思相愛になれたという、この世で最も素敵な奇跡に酔いしれて、夢見心地のままでいさせて欲しい。

　いつかは向き合わなければならない現実から逃げている私達を、もう少しの間だけ見逃して欲しい──

　そんな、祈りのような甘えのような思いを抱きながら、私はグラスに残っていたカシスオレンジを飲み干した。







　結論から言ってしまうと。

　少し先の展開をネタバレしてしまうと。

　お姉ちゃんには、そう間を置かずに私達の関係はバレてしまう。

　時期で言えば、この日から大体二週間後。

　学生である桃田くんの感覚で言えば、夏休みが終わった直後ぐらい。

　お姉ちゃんは──織原妃は、私の彼氏の正体を知る。

　桃田薫かおるが、15歳の男子高校生であることを知る。

　それも──誰も予想できないような、突拍子もないタイミングで。
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　夏休みも半ばを過ぎた頃ころ──

　その日俺おれは、昼過ぎぐらいに街へと繰り出した。

　特に用事があるわけではない。

　ただ一人で、目的もなく駅前までやってきただけ。

　今日はうちの整骨院も定休日で、バイトもない。

　親父おやじも姉貴も用事があると言って出かけてしまい、『夕飯は各自』ということになったので、俺も外に遊びに出ることにした。世間的にはただの平日であるため、社会人である織原おりはらさんと会うのも無理。

　まあ、たまにはこういう日も悪くないだろう。

　彼女ができてからというもの、なにかと忙しい日々を送っていた。休日は大体、デートかバイトに当ててきた。たまにはこうして一人でのんびり街をぶらつく休日も悪くないだろう。

「……ふう」

　エアコンの効いた駅ビルの中を、当てもなくうろつく。

　適当に昼食を済ませ、本屋、ゲーム屋、服屋と、行きたいところを大体回っても、時間は四時にならないぐらいだった。

　さて。どうするかな。

　どうせなら夜も外で食べていきたいけど、まだ夕食には少し早い。なら映画でも見に行って時間を潰つぶして──とか。

　ぼんやりと考えながら歩いていると、駅中のドラッグストアを通り過ぎる際に思わぬ人物を見かけた。

「……ん？」

　ドラッグストアの化粧品コーナーで、熱心に鏡を見つめている女性が一人。髪型を何度も直したり、肌を確認したりしている。

　妃きさきさんだ。

　織原さんの姉、織原妃さん。

　最近、地元から市内の方に遊びに来ていて、今は織原さんの家で寝泊まりしている彼女が、まさかこんなところにいるとは。

「……え？　あっ、桃田ももたくん？」

　つい見つめていたせいか、視線で気づかれてしまったらしい。

　彼女は慌あわてた様子で、こちらに近づいてくる。
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「ぐ、偶然ね……あはは。やだ、恥ずかしいとこ見られちゃったわね」

「いえ」

　別に恥ずかしいこととも思わないけれど、やはり女性としては、鏡を熱心に見つめていることがバレるのは恥ずかしいのだろうか？

「桃田くんは、今日はお休みなの？」

「はい。今月末ぐらいまでは、普通に夏休みなんで」

「今月末……？　ずいぶんと長い夏休みなのね」

　驚いたように言う妃さん。

　やべえ、しまった！

　素で間違えた！　素で反応しちまった！

　妃さんの中の俺は『25歳社会人、ＩＴ企業勤務若手ホープ』だった！

「ま、まあ夏休みっていっても、実質夏休みみたいなもんってだけですけどね！　ちょうど厄介やつかいな案件が一段落して、のんびりしてる時期っていうか。うちは割と、社員一人一人がフレックスタイムで自由に働けるんで……」

「ああ、そうなんだ。やっぱり大手ＩＴ企業は違うわね」

　我ながらだいぶ強引ごういんだと思ったが、妃さんは簡単に信じてくれたようだった。

「えと……妃さんは──」

　言いつつ、俺は改めて彼女を見つめる。

　いつもの動きやすそうなパンツスタイルではなく、オフショルダーのブラウスとロングスカート。首から鎖骨にかけたデコルテラインが眩まぶしく輝く。

　普段は後ろで一つに束たばねてある髪も、今日は軽く巻いてある。唇には色の濃いリップ。普段より少々気合いが入ったメイクを施しているようだった。

「──もしかして、デートですか？」

「えっ。あ……やだ。わかっちゃう？」

　恥ずかしそうに、それでいて少し嬉うれしそうにはにかむ妃さん。

「じ、実はそうなの。まだ正式にお付き合いしてるわけじゃないから、デートって言ったら違うのかもしれないけど……これから、一緒にご飯を食べることになってて……」

「へえ、そうだったんですか」

　数年前に離婚して以来、ずっと独り身だと聞いていたけれど、どうやら新しい出会いがあったらしい。

　まあ、綺麗きれいだもんな、妃さん。

　織原さんに似てて、すっごく綺麗だ。

「約束の時間までまだ結構あるんだけど、つい早く来ちゃって……。あはは、なんか恥ずかしいわよね。気合い入りまくり、みたいで」

　顔を赤らめ、恥ずかしさを誤魔化ごまかすように笑う。

　見た目は酸いも甘いも嚙かみ分けた大人の女性、という感じなのに、まるで初めてデートをする少女のように緊張している様子で、そのギャップがなんだか微笑ほほえましかった。

「楽しんできてください。じゃあ、俺はこれで」

「うん……あ、あのっ」

　軽く別れを告げて去ろうとしたら、妃さんが声を上げた。

「え？」

「その、えっと……や、やっぱりなんでもないわ」

「はあ……そうですか。じゃあ」

　釈然としないものを感じながらも、俺は別れを告げて歩き出す。

　しかし──

「ま、待って！　やっぱり待って！」

　背後から駆け寄ってきた妃さんが、俺の手を摑つかんだ。

　振り返ると、切羽詰まった顔で、まるで縋すがるように俺を見つめていた。

「あの……桃田くん、お願いがあるんだけど」

「お、お願い？」

　問い返す俺に、妃さんは言う。

「どこか、二人きりになれるところに行かない？」







『二人きりになれるところ』と言われ、真っ先に思いついたのがカラオケ店だった。

　……噓うそじゃない。他ほかの場所なんて一切いつさい思いついていない。脳裏をよぎってすらいない。別に『いつか』に備えて立地を完璧かんぺきに把握したりしていない。

　というわけで。

　妃さんと二人で駅前のカラオケ店に入る。

「カラオケなんていつ以来かしら？　桃田くんは結構来るの？」

「いや、俺もあんまり。たまに高校の友達……いやっ、高校のときから仲のいい友達に誘われていくぐらいで」

「私も、友達の結婚式の三次会で行ったのが最後ね。もう十年近く前の話だけど。最近は結婚式挙げる友達も減ってきちゃって。両家の親族だけで簡単に済ませました、ってパターンが多いのよね」

　受け付けを済ませ、マイクと部屋番号の札が入ったカゴをもらう。

　薄暗い室内に入ると、妃さんは目を輝かせた。

「わあ、すごい。最近のカラオケの部屋って、ずいぶんと綺麗なのね。わっ、テレビ大っきいっ」

　あちこち見渡して、かわいらしい反応を見せてくれる。

　席につくと、タッチパネル式のデンモクを弄いじりだした。

「リモコンも大っきくて綺麗ねぇ……。ほんと、便利な時代になったわ。昔なんて、いちいち歌本で調べて曲入れなきゃならなかったのに」

「うたぼん……？　なんですか、それ？」

「え……も、桃田くん、歌本知らないの!?」

　妃さんは驚愕きようがくの表情となる。

「ほら、アレよ。あの……カラオケには必ず置いてあった分厚い本。その本で歌う曲の番号を調べて、リモコンで数字を打ち込んで曲を入力するやつ……電話帳ぐらい分厚かった本」

「すみません。ちょっとわかんないですね」

「……そ、そっか。そうよね。私こそ、ごめんね、全力の歌本世代で。高校時代は、得意な曲の番号は暗記したりしてたんだけど……」

「ついでに言うと……『電話帳みたいに分厚い』っていうたとえも、よくわかんないです。電話帳って……どういう電話帳ですか？」

「ええ!?　で、電話帳、知らないの!?」

「えと……電話帳アプリのことじゃないですよね？」

「ち、違うわよ！　紙の分厚い本のこと……ええ、そんな……電話帳を見たことない世代なの……？　昔はどこも家に一冊あったのに……。あっ。でもほら、公衆電話とかで見たことあるでしょ？」

「……すみません。俺、公衆電話、使ったことないんで」

「こ、こ、公衆電話使ったことない世代……!?」

　腹部に重い拳こぶしを喰くらったかのような苦悶の表情となる妃さん。

　悪気は一切なかったのだけど、無自覚なまま畳みかけるような連続攻撃を仕掛けてしまったらしい。

「あの……ご、ごめんなさい。不勉強で」

「う、ううん、大丈夫よ……そうよね、桃田くんは、ピッチピチの25歳だもんね。昭和生まれの私とは常識が違って当たり前なのよ……だって、10歳近く年が離れてるんだから」

　自分に言い聞かせるように言う。

　本当は25歳ではなく15歳で、10歳どころか20歳近く年が離れているのだけれど。

「それで妃さん……お願いっていうのは？」

「あ。うん、そうね……」

　話を振ると、妃さんは居住まいを正した。

「実は……桃田くんに相談があって」

「相談？」

「その、あまり人前ではできない相談っていうか……」

　視線を左右に泳がせながら、妃さんは弱々しい声で言う。

「いわゆる……恋愛相談、なんだけど」

「れ、恋愛相談？」

　問い返すと、恥ずかしそうにこくりと頷うなずく。

「俺に、ですか？」

「う、うん……いろいろとアドバイスもらえたら嬉しいなあ、って」

「……いや、無理ですよ。俺、全然恋愛経験ないですから。妃さんみたいな大人の女性に、俺がアドバイスできることなんて……」

「そこをなんとか、お願いっ」

　両手を合わせて頭を下げてくる。

「もちろん……わかってるわよ？　桃田くんが姫ひめちゃん以外とは付き合ったことない童て──ああ、えと、その……しっかりとした貞操観念の持ち主だってことは、ちゃんとわかってるわ」

　今、完全に童貞って言いかけたよな？　いや事実だけどさ。事実なんだけど、言っていいことと悪いことがあるっていうかさ。

「だからね、恋愛相談っていうよりは……率直な男の意見を聞かせて欲しいの」

「率直な男の意見……」

「そんなに難しく考えなくても、ただ桃田くんの考えを聞かせてもらえるだけで、私としてはすごく助かるから。だから……お願い」

「……わ、わかりました」

　ここまで平身低頭頼まれてしまっては、断るわけにもいかなかった。

　まあ俺だって、妃さんに幸せになって欲しいという気持ちはある。なにせ彼女のお姉さんだ。妹の彼氏として、できる限りのことはしたい。

「どこまで役に立てるかわからないですけど、俺程度の意見でよければ」

「ありがとう、桃田くんっ」

　嬉しそうに破顔した後、妃さんは神妙な顔つきとなる。

「……さっきも話したと思うけど、私、これからデートなのよ……。相手はちょっぴり年上の方でね。向こうからお誘いいただいて、一緒にディナーを食べることになってるの。それで……その後のことなんだけど」

　極めて真剣な顔で妃さんは言う。




「私、今日、エッチしていいと思う？」





「…………」



　なんと言えばいいのだろうか。

　俺は今、どんな顔をしているのだろうか。

　感情的に言えば……虚無だ。インパクトが強すぎて、逆に心が動かない。脳が過負荷で処理を諦あきらめた感じさえする。

「えっと……」

「ち、違うっ、違うのよ！」

　まだなにも言ってないのに、妃さんは今にも泣き出しそうな顔で否定の言葉を繰り返した。

「そうじゃなくて、そうじゃなくてね……これには深い事情があるのよ」

「事情……」

「なんていうかね、彼とは、すでに一度は……その、シちゃってるのよ」

　羞恥を必死に押し殺したような顔で、妃さんは言った。

「え？　シちゃってるって……だってさっき、まだ付き合ってないって」

「そ、そうなんだけど、ほら、その瞬間の流れとかノリって、やっぱりあるじゃない？」


「…………」



　やっぱりあるじゃない？　と言われても、よくわからなかった。

　うーむ。まあ、あるのかなあ……？

　ワンナイトラブとか、そういうやつ。

　ようやく初彼女ができたばかりの15歳高校生男子には、ちょっとレベルが高くてついていけないんだけど。

「前に一度関係してしまっているから、今回も夕食の後は、当然そういう流れになると思うの」

「そ、そうなんですか？」

「なるわよ。だって大人の男と女ですもの」

　当然のように言われた。

　そうなのか。大人って大変だなあ。

「ただね……不安なの。正式に付き合ってもないうちから体だけ関係しちゃって、ズルズルとそういう関係になっちゃうことが……それに」

　不安が滲にじむ瞳ひとみで、妃さんは続ける。

「ある人から……言われたの。『付き合う前から体の関係を持つなんて、ヤリマンだ。ヤリマン熟女だ』って」

「なっ!?」

　ヤリマン熟女、だと？

　お、恐ろしい言葉だ……。

　女としての尊厳を根こそぎに奪い取るような、とんでもない罵倒だと思う。

　凄すさまじい侮辱ワードだ。

「そ、そんな酷ひどいことを言う人がいたんですか？」

「そうっ、いたのよ！　酷いと思わない！」

「ええ、酷いですね。男女の関係なんて、究極的には当人同士の問題なんですから、他人がとやかく口出しすべきじゃない。妃さんには妃さんの事情があっただろうに、それをヤリマンだなんて……許せません！」

「そうよね！　許せないわよね！」

「百歩譲って、いや百万歩譲って、貞操観念の緩さを指摘するならわかりますけど……熟女は全然関係ないですよね！」

「そうなの！　ヤリマン呼ばわりだけでも失礼なのに、そこに熟女をつける意味がわからないの！　私、熟女じゃないのに！　まだアラサーなのに！」

「どこのどいつですか、妃さんにそんな酷いこと言ったのは？」

「……うん。まあ、あなたの彼女なんだけど」


「…………いやでも、妃さんにも反省すべき部分はあると思いますよ？」



「手のひら返しがすごい！」

　ショックを受けてしまう妃さんだった。

　すみません。ここは彼氏として、彼女の肩を持ちます。『彼女のお姉さんを敵から守らねば！』って思ってたけど、その敵が彼女本人であるならば、俺は彼女の方につくしかないんです。

　しかし……すげえこと言うなあ、織原さん。

　酔っ払ってたのかな？

「ま、まあね……姫ちゃんも、私のことを心配してるだけだとは思うのよ。私だって……出会ったその日にホテルに誘うのは、ちょっとやりすぎたかなあ、って思ってるし」

「で、出会ったその日だったんですか……？」

「あっ……お、大人にはいろいろあるのよ！」

　怒鳴って誤魔化す妃さんだった。

　出会ったその日……しかも、妃さんの方から誘って……。

　うーむ。大人の女性ってすごいなあ。

「自分でもちょっと……急すぎたかなあ、って後悔してる部分もあってね。姫ちゃんにも注意されたから、いろいろ悩んじゃって」


「…………」



「軽い女だって思われたくはないんだけど……でも、断ることで相手から嫌われてしまうのが怖くて。それに……私みたいな若くない女が、変にお高く留まってるのも、なんだか逆にみっともない気がして……」

「……みっともなくなんかないですよ」

　思い詰めた表情となる彼女に、俺は言う。

「その、なんていうか、付き合う前に肉体関係を持つかどうかは個々人の価値観による部分だと思いますけど……でも『嫌われたくない』なんて理由で、したくもないことを我慢してするのは、間違ってると思います」

「桃田くん……」

「貞操観念には、年齢も結婚歴も関係ないはずです。妃さん自身が嫌ならば、きちんと断るべきだと思います。それで離れてく相手なら、それだけの相手だったってことですから」

「……ありがとう。そうよね。自分がしたくないなら、無理に相手に合わせる必要なんてないわよね」

　優しい笑みを浮かべ、納得したように頷く。よかった。少しは役に立つアドバイスができたようだ。

　俺がホッと胸を撫なで下ろしていると、「でも」と妃さんは続ける。

　極めて真剣な顔をして。




「私の方もエッチがしたい場合は、どうしたらいいのかしら？」





「…………」



　絶句、である。

　さっきと同様──いや、さっき以上の虚無が俺を襲う。

「あの……」

「ち、違うっ！　違うのよ！　そうじゃなくて……」

　ドン引きを通り越して哀れむような表情になってしまっていたのだろうか、俺の顔を見て妃さんが大慌てで言い訳を始める。

「違くってね……その、か、体の相性がすごくよかったの！」

　それ、言い訳になってなくない!?

「ああっ、そうじゃない、そうじゃなくて……私、今、ちょうど生理前っていうのもあってね……」

　だから言い訳になってなくない!?

「あの、その、だからね……姫ちゃんみたいな子と付き合ってる桃田くんにはわからないかもしれないけどね……女にも性欲ってあるのよ！」

「……そ、そうですか」

　ヒートアップする妃さんとは対照的に、俺は心が萎えていくのを感じる。

　なんだかなあ。

　一気にどうでもよくなっちゃったなあ。

「まあ、妃さんの好きにしたらいいんじゃないですか？」

「ああっ！　桃田くん、面倒臭くなってるでしょ！　面倒臭いから適当なこと言って流してるでしょ！」

「いえ、そんなことは……」

　正直、なってる。

　かなり面倒臭くなっている。

　要するに、身も蓋ふたもない言い方をしてしまえば──ヤリたくないわけじゃないけど簡単にヤレる女だとは思われたくない、という話なのだろう。

　女の矜持きようじと性欲が生み出すジレンマが、妃さんを苦しめている。

　それはわかる。頭ではわかるんだけど……なんかもう、すっごくどうでもいいんだよなあ。好きにしてよ、としか思わん。

「うう……酷いわよ、桃田くん。私、真面目まじめに相談してるのに……！　結局桃田くんも、私のことヤリマン熟女だと思ってるんでしょ！」

「そ、それは……」

「なんでそこで言葉に詰まるの!?　本当に思ってるの!?　う、う、うわ～ん、桃田くんのバカバカっ！」


「わっ、ちょっ……あ、危ないですって！」



　涙目になりながら迫ってきて、胸元むなもとをポカポカ殴ってくる。反射的に後ろにのけぞったところ──そこはソファの端だった。

　ソファに突こうとした手が思い切り空振り、大きくバランスを崩してしまう。

「うわっ」

「え……きゃあっ」

　俺が床に転げ落ちると、こっちに体重を預けていた妃さんも一緒に倒れ込んできた。どうにか彼女だけでも助けようと、反射的に両手を伸ばし──

　もにゅん、と。

　果てしない感触が、俺の手のひらを支配した。

「え」「あんっ……」

　それは、凄まじい感触であった。手が吸い込まれるように柔らかでありながら、途方もない質量と弾力を伴う。服の上からでもわかる。デカい。とにかくデカい。人並み以上の手の大きさを自負する俺であっても、手のひらに収まりきらないほどの圧倒的なボリューム。

　結果的に相手を支えることには成功したが──それどころじゃなかった。

　俺は、妃さんの豊満な乳房に、思い切り触ってしまっていた。

「……う、うわあっ」

「きゃああ！」

　ようやく事態を理解した俺達は、大慌てで距離を取った。

「ごめんなさいっ！　俺……ほ、ほんとすみません！」

「だ、大丈夫よっ。事故なのはわかってるから。私のこと、支えてくれようとしたのよね？」

　妃さんは恥ずかしそうに胸を押さえていたが、表情に怒りの感情はなく、困ったような苦笑を浮かべるだけだった。

「ごめんね、重かったでしょ、私？」

「い、いえ」

　うわあ……どうしよう。

　興奮──をはるかに上回る罪悪感が胸を埋め尽くす。

　妃さんにも申し訳ないと思うし、それに織原さんへの罪悪感がすごい。

　どうしよう。

　彼女の胸より先に、彼女のお姉さんの胸を触ってしまった……。

「……ねえ」

　罪悪感に押し潰されそうになる俺に、妃さんが言う。

「桃田くんは……大きいおっぱいって好き？」

「ぶっ！　な、なに言うんですか？」

「どうなの？」

　困惑して言い淀よどむ俺を、上目使いでじっと見つめてくる妃さん。

「そりゃ……す、好き、ですよ」

「……なるほど。まあ桃田くんはそうよね。だって姫ちゃんと付き合ってるんだもの」

「い、いやっ、俺は別に、胸だけで織原さんを選んだわけじゃ──」

「彼も……桃田くんみたいに巨乳好きだといいんだけど」

　焦る俺を無視して、独り言のように妃さんは呟つぶやいた。

「えと……たぶん世の中、大体の男が巨乳好きだと思いますよ」

「そ、そんなのわからないでしょう？　スレンダーな女性が好きな人もいるだろうし、それに、もっと若い方がいい人も……」

　そう言う妃さんの瞳には、深い不安の色が滲んでいた。

　自分が相手の好みであるかどうかで、真剣に悩んでいる。

　思い返してみれば、さっきの恋愛相談でも──彼女はとにかく真剣だった。相談内容自体はちょっと肩の力が抜けるものだったけれど、それでも真剣であることは間違いないと思う。

　真剣に悩み、思い詰め、不安に押し潰されそうになっている。

　それが伝わってきたから、俺は──

「……ふふ」

　つい、笑ってしまった。

　申し訳ないと思ったけれど、つい、笑みが零こぼれてしまった。

「え？　ど、どうしたの？」

「ああ、すみません。ただ……妃さん、よっぽどその人のこと好きなんだなあ、と思って」

「……ええ？　そ、そうかしら？」

「好きじゃなきゃ、そんな不安にならないと思いますよ」

　好きだから、不安になる。

　大好きだから、臆病になる。

　その気持ちは──俺には痛いぐらいにわかった。

　生まれて初めて人を好きになってから、毎日が不安の連続だった。両思いになれたからって、不安が消えたわけじゃない。

　相手が自分を好きでいてくれるか。

　相手に相応ふさわしい恋人になれているか。

　ずっとずっと、不安と戦い続けている。

　好きと不安は、残酷なぐらい表裏一体なのだ──

「その男が少し羨うらやましいです。妃さんみたいに素敵な女性から、こんなにも真剣に思われていて」

「桃田くん……。そっか、そうよね……」

　妃さんは納得したように頷いた。

「私ね、彼と出会って……その、いい感じになってから、ずっと焦あせってたの。年齢とかバツイチとか、そういうのを気にして……限られたチャンスを絶対にモノにしなきゃって必死になってた……」

　でも、と妃さんは続ける。

「焦りすぎて、一番大事なことを──一番根っこにあるものを、忘れてしまってたかもしれないわね。彼のことを『好き』っていう気持ち」

　独白のように呟いてから、かあ、と頰ほおが赤らむ。

「……あ、あはは。なんか恥ずかしいわね。もういい年なのに、こういうこと改めて口にするのって」

「人を好きになるのに、年齢は関係ないですよ」

　俺は言った。

　本音──ではない。

　関係ない、わけがない。

　年齢は恋愛において、とても重要なファクターの一つだと思う。

　自分の年も、相手の年も、なにをするにしても常につきまとう問題で──そして絶対に解消できない問題でもある。

　時間は一過性で、人は過去に戻ることはできない。

　どんなに望もうと時間を巻き戻すことはできず、若返ることも年老いずにいることもできない──ゆえに年齢差は、永劫えいごうに埋まらない。

　同じ時を歩む限り、未来永劫埋まることはない。

　でも──それでも言いたい。

　声を大にして訴えたい。

　人を好きになるのに、年齢なんて関係ない、と──

「……そうね。関係ないって思いたいわよね」

　妃さんは少し自嘲の色を滲ませて笑う。俺が口にした建前たてまえは──理想論は、簡単に見抜かれてしまったらしい。

「……よしっ。決めた！」

　少し考え込むようにした後、妃さんは言う。

「私、今日、告白するわ」

「告白……」

「一人でいろいろ悩んだり作戦練ったりしてたけど……よくよく考えてみれば、私はまだスタートラインにも立ってなかったのよね」

　緊張が滲む声だったが、しかし吹っ切れたような清々すがすがしさがそこにはあった。

「焦って結果を急ぐ余り、逆に回りくどいことばっかりしてた気がする。真っ向勝負できない自分の臆病さを、全部年齢のせいにしてた」

「妃さん……」

「もう『お姫様』って年でもないんだから、王子様からの求婚を待ってるだけじゃダメよね」

　冗談めかしたように言って、力強く笑う妃さん。

　俺も思わず笑ってしまう。

「それが一番だと思います」

「うん、頑張ってみる。ありがとね、桃田くん。おかげで覚悟が決まったわ。きみに相談して本当によかった」

「俺はなんもしてないですよ」

　妃さんは俺の手を握りしめ、まっすぐ目を見つめてくる。

「なにか悩み事があったら、いつでも言ってね。お姉さんが全力で相談に乗ってあげるから。たとえば」

「たとえば？」

「うーん。たとえば……姫ちゃんとの初体験に失敗しちゃったときとか？」

「……それは遠慮します」

　呆あきれた声で拒否する反面──内心では、本当に失敗したときは真面目に相談してみよう、と考え始める俺もいた。







　翌日。

　妃さんから連絡があった。

　事の顚末てんまつを律儀に報告してくれた。

　結論から言ってしまうと──大成功だ。

　妃さんは相手の男性と交際することとなった。

　それも──相手からの告白で。

『──だからね、もうすごかったのよっ。待ち合わせ場所に行ったらね、いきなり彼が薔薇ばらの花束持って待ってたの！　そして「順序が逆になってしまったかもしれませんが、結婚を前提にお付き合いしてください」だって！　きゃーっ、もうベタ！　ベッタベタ！　でもそこがいいの！　不器用だけど頑張ってくれた感がすごく嬉しいの！』

　電話口で鼻息荒く語られるエピソードは……これでもう三度目。俺は適当に「よかったですねー」と相づちを打つ。

　わざわざ電話をかけてきてくれたのは、相談した手前の義務感からの報告──というよりは、単に惚気のろけ話がしたかったからなのだろう。

『あーあ、なんだかなあ、いろいろ悩んでたのが本当にバカみたいよね。まさか彼が、最初から告白してくれるつもりだったなんて』

　晴れ晴れとした、幸せの絶頂みたいな声音で言う。

　なんてことはない。

　相手の男は最初から、真剣に交際するつもりだったのだ。

　うやむやのまま体の関係を持ってしまったこと、自分の年齢やバツイチという過去、これからも体だけの関係になってしまうことへの不安と、相手から面倒な女だと思われたくないという葛藤かつとう……そんな様々な懊悩おうのうは、全てが杞憂きゆうだったと言えるだろう。

『やっぱりね、告白は男からする方がいいわよね。いくら男女平等って言っても、そういう部分では男に頑張ってもらわないと。肝心なところでビシッと決められる男じゃないと、女もついて行こうって気が起きないもの。なんだかんだ言って、女はいくつになってもお姫様なわけだし』

　昨日と言ってること真逆じゃねえか、と思ったけれど、幸せそうなので指摘しないことにした。

『彼のこと、体目当てかもしれないって疑っちゃった自分が……本当に情けないわ。私がそんなくだらないことで悩んでる間に、彼は真剣に私との将来について考えてくれていたのに……』

「誠実な人なんですね」

『ええ。……ま、まあでも』

　言いにくそうに、しかし言いたくて我慢できないという感じで、妃さんは言う。

『昨日も、やることはやっちゃったんだけどね』


「…………」



『彼ったら、昨日はまた一段と激しくて……。私の方も、両思いだってわかったらいろいろ止まらなくなっちゃってね。何度も何度も、お互いの体を貪り合うように交わり合って……ほんと、すごかったわ』

「……そ、そうですか」

　言わなくていいんだけどなあ。聞きたくないんだけどなあ。15歳の高校生にはキャパオーバーなんだよなあ、その手の話。

　まあ、なにはともあれ──

「とりあえず、おめでとうございます、妃さん」

『うん。ありがとう、桃田くん』

　妃さんは幸福そうに言う。

『結婚することになったら、桃田くんにもきちんと紹介するわね』

「楽しみにしてます」

　というわけで──八月某日。

　妃さんに、新しい彼氏ができた。
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　夏休みも半分以上が過ぎ去り、段々と終わっていない宿題への焦あせりが心をチクチクするけれど、まだどうにか目を逸そらして誤魔化ごまかしていられるような──そんなお盆過ぎのとある日。

　私は弟の秋あきを連れて、街へと繰り出していた。

　今日はパパが普段通り仕事で、ママもパートが入っている日。

　必然的に私が弟の面倒を見なければならない。

　夏休みに入ってから、一日弟の面倒を見なければならない日は何日かあった。今日でたぶん四回目ぐらい。

　こういうこと言っちゃいけないのかもしれないけど……いい加減、しんどくなってきた。

　いや別に、弟のことは嫌いじゃないし、弟と一緒に遊ぶのは楽しいんだけど……疲れるものは疲れる。

　なんなの、幼稚園児の無限の元気と行動力って？

　一人でずんずんどっか行こうとするし、目を離すとなにしでかすかわからないから目を離せないし、元気有り余ってるかと思いきや急に眠くなって機嫌悪くなるし……。

　ワンオペ育児には辛つらいものがある。

　それでもまあ、姉の義務と思い、アマプラを一緒に見たり、プールに行ったり、市営の屋内遊び場みたいなところ行ったりして弟のために頑張ってたけど……もうね、お姉ちゃんは疲れました。

　というわけで──今日は私の好きなところに行く！

　私が行きたいところに行きつつ、弟も楽しませるという一石二鳥のスタンスでやってみようと思う！

　育児はママもポジティブに楽しむことが大事！

　たぶん！

　そんな強い意思の元、私は弟を連れてバスに乗り、駅の方へと向かったのだった。

「ねえねえ、咲姉っ」

　駅ビルの中を歩いている途中、弟の秋が私の手を引いた。

「ガチャガチャ、やりたい」

　きらきらと輝く視線の先には、駅中のゲームセンターがあった。

　子供というのは意外と記憶力がいい。

　わがままに負けて「一回ぐらい」と玩具やお菓子を買い与えてしまえば……もはや取り返しはつかない。『ここは前に玩具を買ってもらえたお店』と記憶して、以後はその店の前を通るたびに買って買ってと騒ぎ始める。

　ここのゲームセンターでは、前に一度、店内でガチャガチャをやらせてあげたことがある。

　以来弟の中で『ここはガチャガチャをやらせてもらえる場所』として記憶されてしまったらしく、通るたびにおねだりするようになった。

　しまったぁ。

　ここは通っちゃまずい道だったわぁ……。

「ダメよ、秋。こないだやったばっかりでしょ？」

「えー、いいでしょ？　お願いっ」

「ダメったらダメ」

「む～……なんで？」

「なんでも」

「なんでもってなんで？」

「なんでもはなんでも」

　いつも通りのやり取りを繰り返す。

　秋はムスッと頰ほおを膨らませ、足を止めてしまった。

「……今日はお姉ちゃんの予定に付き合ってあげてるのに」

「む……」

　それを言われると弱い。実際、これから幼稚園児にはあまり楽しくなさそうなスポットに行く気満々だし。

「はあ……わかったわよ。じゃあ一回だけね」

「ほんとっ!?　やった！」

「あっ。ちょ、待ちなさいって！　絶対、一回だけだからね！」

　手を振りほどいて走っていく秋を、慌あわてて追いかけた。

　ゲームセンターの中は薄暗く、そして音で溢あふれていた。夏休みということもあってか、学生と思おぼしき若者達がたくさんいる。

　秋は一目散にガチャガチャコーナーの方へと駆けていき、たくさんあるマシーンを端から順番にじっくりと眺め始めた。

「んー。どれにしようかなー」

「一回だけだからね。あと……予算は二百円ね」

　ガチャガチャのコストを甘く見てはいけない。

『一回百円』というイメージがあるかもしれないけれど、実は意外と百円のものは少ない。アニメや特撮などのキャラクターグッズの場合、一回二百円以上なんてザラ。

　中には……一回五百円という、とんでもない高級品も存在する。

「よし！　『デンシャイドー』にする！」

　秋が選んだのは、電車ロボのガチャガチャだった。

『連結合体デンシャイドー』

　週末の朝にやっている、ロボットアニメ。

　興味がないからあまり詳しくは知らないけれど、確か……選ばれし子供達が電車ロボットで怪獣と戦うような、そんな話。

　最近の秋は、レンジャーやライダーに続き、ロボットアニメにもハマりつつある。プリキュアは全く見てくれないから、私が毎週一人で見るハメになっている。むう。なんで見てくれないのかしら？　男の子が見ても絶対面白おもしろいと思うのに！

　私は財布から二百円を取り出し、秋に渡す。

　秋はウキウキとした様子でお金を入れ、レバーを回した。出てきたカプセルを開くと、中にあったのは小さな電車ロボの人形。

　黒っぽい胴体に、青い腕とピンクの腕がついていた。

　それを見て、秋は目を輝かせる。

「わあっ、すごいっ！　デンシャイドー・カモツシンダイ合体モードだ！」

「それ、すごいの？」

「うんっ！　すっごく強いやつだよ！」

「へえ」

「カモツシンダイ合体モードはね、ライトカモツレッシャーとレフトシンダイレッシャーが同時に扱えるすごいモードなんだよ！　貨物とベッドで、怪獣をボコボコに殴っちゃうんだよ！」

「……へえ」

　設定がシュールすぎて、わけがわからなかった。

　まあ、本人が喜んでるならいいんだけど。ハズレが出て『もう一回』とか泣かれるよりは、よっぽどいい。

「じゃあ秋、そろそろ行くわよ。デンシャイドーはなくさないようにお姉ちゃんが持っててあげるから──ん？」

　空のカプセルを専用のゴミ箱に捨てつつ声をかけると、秋は人形を手に持ったまま、一点を見つめていた。

　視線を追いかけてみると、そこは音ゲーのコーナーだった。

　私もあまり詳しくは知らないけれど、なんかこう、リズムに合わせて叩たたく系のゲームがいっぱい並んでる。

　その一角に──すごい奴やつがいた。

　帽子をかぶった小柄な男。

　そいつが、めっちゃ機敏な動きで音ゲーをプレイしていた。

　音楽に合わせて軽快にボタンを叩く。叩く。叩きまくる。動きは激しいくせにタッチはとてもソフトで、必要最低限の力のみでボタンをタップしていることがよくわかった。

　目にも留まらぬ俊敏な動作で、とにかくキレが半端はんぱじゃない。

　すごい。

　すごすぎて……うん。なんかキモい。

「……ん？」

　圧倒的プレイングスキルに目を奪われていたところ、ふと気づく。

　あれ？

　あいつ、浦野うらのじゃない？

　背格好がそっくりだし、あの帽子も前にも見たような……。

　ちょっと移動して横から見てみる。

　……うん、やっぱり浦野だわ。

　鬱陶うつとうしい前髪、羨うらやましいぐらい白く綺麗きれいな肌、よく見ると結構かわいい系の顔立ち。間違いない。

　画面に集中しているようで、私には全く気づいていない様子。

　周りには誰もいない。

　どうやら一人で遊んでいるらしい。夏休みの真っ昼間から、ゲームセンターで一人で音ゲー……なんていうか、らしいわね。

　うーん、どうしよっかな。

　せっかく会えたんだから話しかけてみようかしら。でも夢中でゲームやってるんなら邪魔しちゃ悪い気もする──とか、私がいろいろ考えていると、

「咲姉、あのお兄ちゃんすごいね！」

　秋が言った。結構大きな声で。

　子供あるある。

　知らない人でもいきなり声をかける。

　そして、知らない人の行動や言動について、大声で報告してくる。

「……あん？」

　ちょうどゲームが一段落したところだったのか、浦野がこちらを振り返った。

　私に気づくと、目を丸くする。

「お、お前……」

「やっほ。偶然ね」

　私は軽く挨拶あいさつして、秋の手を引きながら浦野の元へ歩く。

「ちょっと見てたけど、あんた、すごいわね。手が、こう……千手観音みたいだった。なんかもう、すごすぎてウケる」

「ちっ。バカにしてんじゃねえよ。このゲームはな、今、日本中の音ゲーマニアの間で流行はやってる、最先端の音ゲーなんだぞ」

「別にバカにはしてないでしょ。まあちょっと……上手うますぎてキモいとは思ったけど」

「バカにしてるじゃねえか！」

　ムキになる浦野だった。

　まったく、会って早々うるさいわね、こいつ。

「咲姉……この人、お友達なの？」

　秋が不思議そうにこっちを見上げてきた。

「うん、学校の友達」

「と、友達じゃねえだろ……。僕とお前は、せいぜいクラスメイトぐらいの関係だ……」

　小声でゴニョゴニョ言う浦野。それから、秋の方を見つめる。

「……この子、お前の弟か？」

「そう。名前は秋っていうの。ほら秋。挨拶して」

「はじめまして。指宿いぶすき秋です」

「お、おう」

　きちんと挨拶した秋と、少し緊張した様子の浦野。しかし秋が手に持っている人形に気づくと、目の色が変わった。

「なっ……お、お前これ……デンシャイドー・カモツシンダイ合体モードじゃねえか！」

「お兄ちゃんも、デンシャイドー知ってるの？」

「ああ。毎週見てるぜ……。クソ。いいなあ。僕もこれ欲しかったんだけど、全然当たらなかったんだよ……」

「……あんたも好きなの、デンシャイドー？」

　思わず尋ねてしまう。たぶん呆あきれた声で。

「その、わけわかんないロボのわけわかんないモード、そんなにすごいの？」

「すごいに決まってんだろ！」

　浦野は烈火の如ごとく熱く語る。

「カモツシンダイ合体モードはな、ライトカモツレッシャーとレフトシンダイレッシャーを同時に使えるすごいモードなんだよ！　貨物とベッドで、怪獣をボコボコに殴るんだぞ！」

　説明が秋とほぼ同じだった。

　なんなのそれ？　公式の説明なの？

　結局わけわかんないんだけど。

「『連結合体デンシャイドー』は、今すげえホットなアニメなんだよ。子供向けアニメとなってはいるが、担当してる監督が古き良きロボアニメの大御所でな。ロボットの合体描写や戦闘描写が気合い入りまくりで、大人のお友達からも高い評価を得ている。けど反面……メインテーマでもある電車関連の描写が凄すさまじく適当なことでも有名。作中キャラが『電車に乗ってる』シチュエーションなのに新幹線の座席が作画されるわ、止まらねえはずの駅に普通に止まるわで、そっち方面の大きいお友達からはボコボコに叩かれてる。放送されるたびにネットじゃ、ファンとアンチの間で壮絶な争いが繰り広げられ……まあ僕は、連中の醜い争いを肴さかなに、冷静な目でアニメを楽しんでいるタイプだな。あくまで中立の立ち位置にいて俯瞰ふかん的に作品を見ているっつーか──」

「……あんたって相変わらず自分の好きな分野の話だと、いきなり饒舌じようぜつになるわよね」

「う、うるせえよ！」

　顔を真まっ赤かにして怒鳴る浦野を無視して、私は秋の手を握る。

「さあ、秋。ガチャガチャやったし、そろそろ行くわよ。早くタピオカ飲みに行きましょ」

『タピオカミルクティー』。

　それが私の、今日の目的。

　駅ビルの中に新しいタピオカ専門店ができたから、そこで流行りのタピオカミルクティーを買って、インスタに映ばえる写真を載せたい。この近辺の女子高生がみんなやってるから、私もぜひやりたいのである。

　すると、

「……タピオカだぁ？」

　浦野が露骨にバカにしたような声を上げた。

「けっ。出た出たタピオカ。ブームに踊らされてんなあ。あれ、原価いくらかわかってんのか？　あんなデンプンの塊のために長時間並んで高い金出して、ご苦労なこったな」

「む……。なによ。別にいいでしょ。インスタで流行ってるんだもん」

「出たよ、インスタ。愚の骨頂にして衆愚の極み『インスタで流行ってる』。純粋に味が好きってんならまだ理解できるが、ただ流行りに乗っかって大して好きでもねえもんに群がってるなんて理解不能だな」


「…………」



「味よりインスタ映えが大事なんだろ？　タピオカじゃなくて『タピオカ飲んで、流行のことをしている私』が好きなんだろ？　どうせ最後まで飲みきれずに捨てるんだろ？　街を汚すんだろ？　底に残ったタピオカが泣いてんぞ」

「……じゃあ、逆に訊きくけどさ」

　苛立いらだちを抑えつつ、私は浦野がさっきまでやっていた音ゲーの筐体きようたいを指さす。

「あんただってアレ、流行ってるからやってるだけじゃないの？」

「なっ……ち、ちげえよ！　僕は、純粋にゲームとして楽しんでるだけだ！」

「なんかやたら一生懸命頑張ってたけど、こんなゲームのスキル磨いて、将来的になんか役に立つの？　タピオカはお腹なかが膨れるけど、ゲームスキルをお金出して磨いて、なんかいいことあるの？」

「や、役に立つとかそういうことじゃねえだろ！　僕は好きでやってるだけだ！　娯楽や趣味ってのはそういうもんだろうが！」

「そうよね。娯楽なんて個人の自由よ。じゃあ私が、流行に乗ってタピオカ楽しみたいって思うことだって、私の自由よね？」

「そ、それは……」

「まったく……あんたって、自分が好きなことバカにされるとキレるくせに、他人の好きなことはバカにするわよね」

「う、うう……」

　言葉に詰まり、悔しそうな顔となる浦野。

「……くそぉ。お前は、いつもいつも僕をコケにしやがって……！　誕生日言ってみろ、誕生日！　これで年下だったらタダじゃおかねえぞ！」

「四月だけど」

「くっ……。ま、負けた……」

「逆にあんたいつなのよ？」

「……三月だよ」

「よくそれで誕生日でマウント取ろうと思えたわね！」

　ほぼ負けるじゃん！

　十二分の十一で負けるじゃん！


「うるせえ！　奇跡に賭かけたんだよ！　畜生ぉ……！」



　当たり前の確率で大敗北した浦野は、涙目になって俯うつむいてしまう。

　三月生まれ、か。

　私が四月生まれだから、同級生だけど一年ぐらい年が違うのね。

　私の方が、ちょっぴり年上──

　ぼんやりとそんなことを考えていると、

「ねえ、お兄ちゃん」

　秋が浦野を見上げて言った。

「お兄ちゃんも、一緒にタピオカ飲みに行こうよ」







　意外なことに、浦野はついてきた。

「くっだらねー」とか言って断るかと思いきや、「ま、まあ別に、どうしてもって言うなら行ってやってもいいぜ」という感じで一緒に来てくれた。

　ふぅむ。

　さすがのあいつも子供には優しいのかしら？

　ぶっちゃけた話をしてしまえば──浦野がついてきてくれたのは助かった。

　新しくできたタピオカ専門店は大人気で、夏休み中の今は平日の昼でもそこそこ並ぶという噂うわさ。

　並んでる間、どう秋の機嫌を取っておくかが最大の難関だと思っていたので──浦野が秋と一緒に席取りをしていてくれるのは、本当に助かった。

　二十分ほど並んだ後、私は三人分のドリンクを持って二人が待っている席へと向かう。

「ねえねえ、浦野お兄ちゃん。デンシャイドー・カモツシンダイ合体モードと、先週出てきたタクシード・プレジデントビーストなら、どっちの方が強いかな？」

「ほう。いい質問じゃねえか、秋。デンシャイドーのライバルロボ、タクシード……その強化形態であるプレジデントビースト。公式設定によれば、デンシャイドーは特殊金属『デンメタル』によって次元界面活性現象を引き起こすことで高速戦闘を可能とするらしいが……プレジデントビーストは、次元を根こそぎに喰くらって時間や空間を超越する能力がある。カモツシンダイ合体モードは、カモツとシンダイの両方の特性を同時使用できる凄まじいモードだが……プレジデントビーストに勝つのは厳しいだろうな」

「そんなっ……じゃあデンシャイドー、負けちゃうの？」

「だが安心しろ。カモツシンダイ合体モードは、いわゆる中間フォームだ。ネットで出回ってるネタバレ情報によれば再来週辺りで最終の──」

「？」

「──おーっと！　あー、まあ……と、とにかく大丈夫だ。デンシャイドーを信じろ。お前が信じれば必ずデンシャイドーは応えてくれる！」

「うんっ、わかった！」

　……なんか、めっちゃ仲良くなってた。

　いつの間にか「浦野お兄ちゃん」「秋」で呼び合ってるし。

「お待たせー」

　私はテーブルにトレイを置き、ドリンクを並べる。

「秋、ちゃんといい子で待ってた？」

「うんっ、浦野お兄ちゃんとデンシャイドーの話してたんだ。浦野お兄ちゃん、すごいんだよ！　なんでも知ってるんだ！」

「へえ、よかったわね」

　小さめサイズのマンゴージュースを秋に渡し、それから浦野の方を向く。

「ありがとね、浦野」

「別に……礼を言われるほどのことでもねえよ」

「まさかあんたのコミュ力高い一面が見られるとは思わなかったわ」

「ふん。舐なめんな。僕だって、共通の話題があって、なおかつ自分が圧倒的に年上なら、初対面の相手だろうとそれなりに仲良くできる」

「……誇らしげに言うことじゃないでしょ、それ」

　溜息ためいきを吐つきつつ、頼まれていた普通のミルクティーを渡す。あれだけバカにした手前、タピオカ入りは頼みづらかったらしい。

「……ほらよ」

　ぶっきらぼうにドリンクを受け取ると、浦野はお金を渡してきた。

　消費税分も込みで、一円単位でぴったりの額。

「いいわよ、奢おごってあげる。付き合ってもらったお礼ってことで」

「ダメだ。こんなとこでお前に貸しを作ってたまるか」

「……ああ、そうですか」

　面倒臭いのでお金を受け取る。

　本当にもう、なんなのかしらねえ、こいつは？

　まあいいわ。気を取り直して──

「じゃあ私、写真撮るからスペース空けてね。……そうそう、これよ。ここの店のテーブルの柄が映ばえるのよね。ここにタピオカ置いて……うん、ばっちり！　みんなが撮ってるのと同じやつができそう！」

「……ほんと、なにが楽しいんだ、その行為？」

　文句を言う浦野を無視して、私はタピオカドリンクの映える写真を何枚も撮り、一番いい感じのやつをインスタにあげた。







　それからしばらくの間、オシャレな雰囲気の店でオシャレなドリンクを三人で楽しむけれど──やがて一つの問題が発生した。

「……ねえ浦野？　これ、ちょっと飲まない？」

「結局残すのかよ!?」

　半分ぐらい残ってるドリンクを見せると、浦野は全力で突っ込んできた。

　どうしよう。

　意外と多いわ、このタピオカミルクティー。

　タピオカが多いわ、味は甘いわで、満腹感がすごい。

「飲みきれねえなら最初から小さいサイズを頼めよ」

「だ、だって……このぐらいのサイズがないと、インスタで映えないんだもん」

「……なにがお前をそこまで駆り立てるんだ？」

「もっと言うとね……私、そもそもミルクティーが苦手なのよ」

「そこから!?」

「無糖のさっぱりした紅茶が好きなの……紅茶にミルクとか砂糖とか入れて甘ったるくしたくないの……」


「…………」



　浦野はもう、バカにするのを通り越して哀れむような目になっていた。

「お願い……浦野。これ、飲んで……。私は……次に行く予定のオシャレなチーズティーのためにお腹に余裕を残しとかなきゃいけないの」

「次も高カロリードリンク飲みに行くのかよ……。いや、つーか……い、いらねえよ、僕は、そんなの……」

　私が渡そうとしたタピオカを必死に拒絶する浦野。

「なによ、ちょっとぐらい手伝ってくれてもいいでしょ？」

「い、いらねえって。お前の飲みかけなんて」

「飲みかけって……急に潔癖なこと言い出すわね」

「け、潔癖とかじゃなくて」

　頰を染めながら、浦野はぼそりと言う。

「……か、間接キスになるだろ」

「む……」

　言われてみれば確かに。どうにかドリンクを処理せねばと焦るあまり、そういった部分への配慮を忘れていた。

　でも今更後には引けない。

　だって、ここで急に間接キスだからダメとか言い出したら……ま、まるで私がこいつを男として意識してるみたいになるし！

「い、いいから飲みなさいよ！　なにが間接キスよ。中学生じゃあるまいし」

「ち、ちげーよ！　僕は……お、お前の汚え唾液がついたもんを飲みたくないだけだ！」

「汚いってなによ！」

「汚えだろ、他人の唾液は！」

「……ふーん。とかなんとか言っちゃって、あんた本当は私のこと女として意識してるんじゃないの？　だから間接キスでも恥ずかしいんでしょ？」


「なっ……！」



　顔を真っ赤にしてしまう浦野。え。あれ？　ちょ、ちょっと待って。なんでそこで顔赤くして黙るの？　言い返してこないの？

　そんな反応されたら、まるで──


「～～っ！　よ、よこせ！」



　数秒の硬直後、浦野はひったくるようにタピオカを奪い、ストローに口をつけようとする。

「ぼ、僕はな、お前との間接キスなんか……ぜ、全然平気なんだよ……！」







[image: ]







　言葉とは裏腹に、声も手も震えまくり。

　……やばい。

　どうしよう。こいつがメチャメチャ恥ずかしがってるから、なんか私まで恥ずかしくなってきちゃったんだけど！

　やがて浦野の唇が、私の唇が触れていたストローに触れ──る直前。

「僕も飲みたーい」

　と。

　テーブルの隅で、デンシャイドーの玩具で一人遊んでいた秋が、思い出したように身を乗り出してきた。

　そして平然と、なんの迷いも照れもなく、ストローに口をつける。

「「あっ」」

「……うえー。なんか変な味ぃー」

　生まれて初めて飲んだミルクティーに、秋は顔をしかめた。

「浦野お兄ちゃん、あげるー」

「……お、おう」

　飲み物を受け取ってから、浦野は私の方を一瞥いちべつする。

「……じゃあ、残りもらうぞ」

「……どうぞ」

　今度は躊躇ちゆうちよなくストローに口をつける浦野。

　間接キスの間接キスでは、さすがに照れないらしい。

　はあ。

　なんか、ドッと疲れたわ。







　タピオカドリンク専門店から出た後、私達は駅近くにある総合アミューズメントパーク──『ラウワン』へと向かった。

　本当は流行りのチーズティーを飲む予定だったのだけれど……やっぱりタピオカミルクティーのせいで、私のお腹が辛かった。これ以上カロリー高めのドリンクを飲む元気はない。

　まだ帰るにも早かったので、秋が遊べるところへ行こうと思い、『ラウワン』という結論に至った。

「……で、結局あんたはまたついてきたのね」

「べ、別に来たくて来たわけじゃねえよ！　誘われたから来てやったんだ！」

『浦野お兄ちゃんも行こうよ』と秋が誘ったところ、またも浦野はついてきてくれた。意外と暇なのかしら、こいつ。

「まあ、いいわ。じゃ、せっかくだし思い切り遊びましょう！」

　言い切り、私は手に持っていたバスケットボールを軽くドリブルしてみる。

　最上階にあるスポーツコーナー。

　３ｏｎ３のバスケコートが空いていたので、私達は三人で入っていた。

「浦野ってさ、こういう球技とかは苦手なんだっけ？」

「別に。苦手でも得意でもねえよ」

「えー、ほんとに？　一学期に体育でバスケやったとき、ほとんどボールに触らずウロチョロしてるだけだったじゃん」

「……貸してみろ」

　浦野は私からバスケットボールを受け取ると、ボールを床に突いて軽快なドリブルを始めた。

　そのままゴールポストの方へと進んでいき、淀よどみない動きでレイアップシュート。

　ボールはボードでワンバンし、リングをくぐってネットを揺らす。

　なんの変哲もない、しかし実に綺麗なレイアップだった。

「浦野お兄ちゃん、すごーい」

「う、上手いじゃん……」

「ふん。こう見えて僕は、意外と運動神経は悪くねえんだよ」

「そうなんだ。桃田ももたとは大違いね」

「……モモと一緒にするなよ。あいつは百年に一人の運動音痴だ」

「あー」

「……身長と体格に恵まれて筋力も申し分ないのに、あらゆる球技のセンスが皆無という、希有けうな存在だからな。思い出すぜ……今年の春、バスケ部やバレー部が教室に押し寄せてまでモモを取り合ってたのに、モモが一度顔を出した日の翌日からは、誰一人として誘いに来なかったっけ……」

「あー……」

　確かに酷ひどいからなあ、桃田の運動音痴は。

　一見するとすごいスポーツできそうな見た目なのが、またかわいそう。

　バスケットボール片手で持てる運動音痴って、なかなかいないでしょうね。

「でも浦野、そんなにバスケ上手いなら、こないだの体育でももっと普通にプレイしてればよかったじゃない。なんで下手なフリなんてしてたの？」

「……運動自体は嫌いじゃないし苦手でもない。でも……よく知りもしねえ連中と一緒にやる運動は大嫌いなんだよ。体育の授業では、目立ちたくもねえし誰とも関わりたくもねえんだ……」

　瞳ひとみに深い闇やみを滲にじませて言う浦野だった。

　うーん。わかるような、わからないような。

「ねえねえ、咲姉も、今のできる？」

　秋が期待するような目で見上げてきた。

「もちろん。あのぐらい、お姉ちゃんは簡単にできるわよ」

　つい得意な感じを出してしまう。

　姉として、弟にいいところを見せたかったのだ。

「よく見てなさい、秋。そして浦野」

　私はボールを拾い、ドリブルしながらゴールに向かう。

　えっと……レイアップって、どうやるんだっけ？

　確かこう、こんな感じで……あれ？　なんかボールが……あっ、ちょっ、足がっ……ああっ、いつの間にか、もうゴールのすぐ下に……！

　ああもうっ、知らないっ！

　とうっ！

　もたつきながらも全力ジャンプをして、どうにか両手でボールを上に放り投げると、ボールは奇跡的にリングをくぐった。

「や、やったーっ！　ふっふーん！　どう!?　私の華麗なレイアップシュート、ちゃんと見てた!?」

　振り返って勝ち誇るも──なぜか二人の反応はイマイチ。

　秋は真顔できょとんとしてて、浦野は顔を赤らめて目を逸らしていた。

「あれ……ど、どうしたの？」

「咲姉」

　少し呆れたような顔で、秋は言う。

「パンツ、見えてたよ」


「え……──っ!?」



　反射的にスカートを押さえてしまう。

　しまった。

　今日は運動するつもりなかったからスカートだったんだ！

　それなのに思い切りジャンプしちゃった！

「浦野……あんた、み、見たの？」

「……み、見たんじゃねえよ！　見せられたんだよ！」

「やっぱり見たんじゃない！」

「うう、うるせえ！　別にお前の汚えパンツなんか見たくもねえよ！」

「き、汚くなんかないわよ！　今日のは新品のやつだもん！」

「知るかよ！　バーカバーカ！」

　ぎゃーぎゃーと醜く言い争ってしまう。

　そんな私達を無視して、秋は子供用ミニゴールで遊び始めていた。







　バスケをしたり、バドミントンをしたり、卓球をしたり、ダーツをしたり、キッズコーナーで遊んだり。

　三人で楽しんでいると、時間はあっという間に過ぎていった。

　ちなみに浦野は、大体のスポーツやゲームをそつなく器用にこなした。

　むう……なんかムカつくわね。

　浦野のくせに生意気なんだから。

「んーっ、楽しかったわねー」

「けっ。まあ、そこそこな」

『ラウワン』から出て、三人で駅へと向かう。

　秋は疲れて寝てしまっていて、今は浦野が背負っている。

「大丈夫、浦野？　重くない？」

「このぐらいなら大丈夫だよ」

「無理なら代わるから、いつでも言ってね」

「大丈夫だっつーの。つーか……この状況でお前に背負わせられるかよ」

「そうなの？　男の方が楽してる～、って思われるから？」

「……それもあるけど」

　浦野は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で続ける。

「この状況でお前が秋を背負ってたら……僕、完全にお前の弟になるだろ」

「……あんた、まださっきの気にしてるの？」

　キッズコーナーに入るときのことだ。

　スタッフのお姉さんが軽く施設の説明をしてくれたんだけど、最後に、

『じゃあ二人とも。お姉ちゃんの言うことをよく聞いて、楽しく遊んでね』

　と、秋と浦野の方を向いて言ったのだ。

　どうやらスタッフのお姉さんは、私達を三人姉弟と勘違いしたらしい。

　私が長女で、浦野と秋が弟だと思われたっぽい。

　しかも口調から察するに、浦野はおそらく小学生ぐらいの年齢だと思われた可能性が高い。

「よかったじゃない、若く見られて」

「……嬉うれしくねえんだよ」

「そんなに拗すねなくても大丈夫よ」

　不機嫌そうな級友に、私は言う。

「浦野が立派な男だってこと、私はちゃんとわかってるから」


「…………」



「今日はありがとね、付き合ってくれて」

「……別に」

　浦野は帽子を目深にかぶり、顔を隠してしまう。

　まったく素直じゃないんだから。

「また一緒に遊びましょうね」

「……は？」

「なによ、あんただって結構楽しんでたでしょ？」

「いや……た、楽しかったっちゃ、楽しかったけど……」

「じゃあいいじゃん。また一緒に遊ぶの、けってーい」

　私が宣言すると、浦野はなぜか大いに狼狽うろたえた。

「お、お前……いや、だって……ぐ、偶然出会って遊ぶならまだしも……約束して二人で遊ぶってなったら、それはもう、デートってこと──」

「うん？　なに二人って？　三人に決まってるでしょ」

　私は言う。

「秋もあんたのこと気に入ったみたいだからねー。今度また親から子守り任されたら、あんたにも声かけるわ。暇だったら手伝ってよ」


「…………」



「え？　ちょ、ちょっと浦野っ!?　なんで急に早足になったの!?」

「……うるせえ。話しかけんな」

　なぜか急に不機嫌になった浦野を、私は慌てて追いかけた。

　うーん。

　相変わらず面倒くさくて、よくわかんない奴ねー。
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　お姉ちゃんが泊まりに来て、数日が経過した日の夜。

　二人で一緒に晩ご飯を食べながらなんとなくテレビを流していると──気になる言葉がテレビから聞こえてきた。

　流れているのはよくある座談会方式のバラエティで、様々な芸能人達が自分達の恋愛観について語っていた。

　そこで一人の男性タレントが『年上女性の魅力』について語り出し、そこから番組内で『年上彼女の魅力』特集が始まった。

「へえ……。見て見て、お姉ちゃん。今、年上の彼女が流行はやってるみたいだよ」

　ついテレビに食いついてしまう。

　ほぼ一回りの年の差で、だいぶがっつりとした年上彼女をやっている身としては、この手の話題はどうしても気になってしまった。

「年上女性を求める男性が急増中……だってさ。へえ、そうなんだ」

　番組内では、年上女性の様々な魅力が語られる。


・落ち着いている。




・包容力がある。




・母性がある。



　などなど。

「へえ。なるほどねえ。うんうん、やっぱり時代は年上なんだね。年上の女には、年下には出せない魅力があるんだよ」

　現在進行形で年上彼女をやっている身としては、つい頰ほおが緩んでしまう。

　なんだか、自分を肯定された気分。

　普段はなにかと年の差で凹へこむことも多いから、たまにこういうニュースがあると一気に嬉うれしくなってしまう。

「やっぱりね、男の人は女性に母性を求めるものなんだよ。だからこそ、強い母性を持つ年上彼女こそ至高ってことだね」

「そうねえ」

　お姉ちゃんは同意する。

「現代って、男の人も結構疲れてるからね。女性に癒いやしや母性を求めてる人は多いと思うわ」

「そうそう。大体日本はさ、全体的にロリコン大国すぎると思うんだよね。男性アイドルは40越えても大活躍してるのに、女性アイドルは二十代半ばぐらいですぐアイドルを引退しちゃうし。漫画やアニメのヒロインも十代ばっかりだし。女が十代で嫁ぐのが当たり前だった時代の価値観引きずってるのかもしれないけど、時代はもうとっくに変わってるんだから──」

　自己肯定したい余り、私がついついスケールの大きなことを語っていると、

「でも」

　お姉ちゃんが言う。

　ごく普通の調子で、さらっと、周知の事実を告げるように。

「姫ひめちゃんには、母性ってないわよね」


「…………」



　え？







「──ってお姉ちゃんに言われたんだけど、酷ひどくない!?」

　夕食後。

　お姉ちゃんがお風呂ふろに入ってるタイミングで、私はたまらず雪ゆきちゃんに電話をかけ、鬱憤うつぷんをぶちまけた。

「まったく、お姉ちゃんと来たら……自分がちょっと大人の色気があるからって、人のことまるで子供扱いしちゃってさ」


『…………』



「ああ、そっか。お姉ちゃんさ、絶対こないだの『ヤリマン熟女』を根に持ってるんだよ。だからあえて、心にもないこと言って私をバカにしてきて──」

『……ねえ、姫』

　愚痴が止まらない私に、雪ちゃんは冷めた声で言う。

『逆に訊ききたいのだけど──あなた、自分に母性があると思ってたの？』

「……え？」

　あれ？

　なんだろう、この反応？

　てっきり同意してもらえると思ってたのに、励ましてもらえると思ってたのに、予想以上に冷静で辛辣しんらつな返しが来ちゃったよ？

「あると思ってたのって……あ、あるんじゃないの？　なんだかんだ言って、私ももう27歳で、立派な大人の女性だし、隠そうとしても隠しきれない大人の女性特有の母性が──」

『ないわよ』

　雪ちゃんは言った。

　断言する口調だった。

『姫。落ち着いて、呼吸を止めずに聞いてね。あなたには──残念ながら、母性はないの』

　冷たい声で、しかし優しく諭すように、雪ちゃんは言う。

　それはたとえるなら──自分が人間だと思っているアンドロイドに『あなたは人間ではなく機械なのよ』と告げるかのような、非情でありながらも憐憫れんびんの感情が滲にじむ声であった。

「……え？　私、ないの？」

『ええ。ないわ』

「母性……ないの？」

『ないわね』

「……そ、そんな……噓うそ、でしょ……」

　衝撃のあまり、思わずスマホを落としそうになってしまう。

　私、母性ないの？

　お姉ちゃんだけじゃなくて、雪ちゃんまでそう言うってことは……私を知る人みんなの共通認識なの？

『むしろ不思議でならないわね。あなた、自分のどこにどんな母性があると持ってたの？』

「それは……」

　改めて考えてみると──なにも出てこなかった。

　え？　あれ？　そもそも母性ってなんだろう？

『その番組で取り上げてた年上彼女の魅力……「落ち着きがある」「包容力がある」「母性がある」だっけ？』

「う、うん」

『姫には……たぶん全部ないわよ』

「全部ないの!?」

　母性だけじゃなくて!?

　落ち着きも包容力もないの!?

　年上彼女の魅力ゼロなの!?

「で、でもさ……そりゃ、お姉ちゃんや雪ちゃんと接してるときの私は、確かに子供っぽいところも多いと思うよ。二人が大人びてて落ち着いた感じだから、相対的に子供っぽくなっちゃってるっていうか──でも、桃田ももたくんといるときの私は、きっと年上彼女の魅力が滲み出てるんじゃ……」

『確かにそうね。人間なんて、対峙たいじする相手や属するグループによってキャラを使い分ける物だから。恋人と友人じゃ態度が違って当たり前。私の知っている姫と、桃田くんの知っている姫は、もしかしたら別人のように違うのかもしれない』

　一旦いつたん同意を示すように言ってから、『でも』と雪ちゃんは続ける。

『これまでの惚気のろけ話を聞く限りだと、どう考えてもあなたは、桃田くんと接してるときも母性は皆無だと思うけどね』

「の、惚気話って……」

『最近、桃田くんにしてもらって一番嬉しかったことって、なんなんだっけ？』

「それは……前にも言ったけど、仕事で疲れて帰ってきたら桃田くんがサプライズでご飯作っててくれたことかな。私、仕事のせいで約束すっぽかしちゃったのに、全然怒ったりしないで『お仕事、お疲れ様です』って労ねぎらってくれたの……！　桃田くんって、いつもいつも本当に優しくてさ！　仕事で疲れたときとかに、頭ポンポンされると本当に癒やされて──はっ!?」

『気づいたようね』

　いつものノリで惚気話をしてしまう途中で、さすがに気づいた。

　気づいてしまった。

『姫。あなたはね──甘やかされているのよ』

「あ、甘やかされてる……」

『そう。27歳のあなたが、15歳の少年に甘やかされているの』

　雪ちゃんは淡々と言う。

　27歳の女が15歳の少年に甘やかされる。

　なんていうか……字面のインパクトがすごかった。

『落ち着きや包容力の話をするなら、姫より桃田くんの方が圧倒的に上だと思うわ』

「そ、そんな……」

『あなたが母性を発揮はつきするどころか……おそらく桃田くんが母性──いえ。父性を発揮してるわね』

「父性!?」

『あなたの幼稚さや未熟さが、彼の父性本能をくすぐってるのよ』

「父性本能!?」

　なにそれ。

　私、そんなものをくすぐってるの？

　桃田くんに──15歳の少年に、父性を抱かせてるの？

　幼女なのか、私は!?

　27にもなって、中身は幼女なの!?

　体は大人なのに頭は幼女!?

『正直な話をすればね、あなたが彼と付き合い出したとき、絶対に上手うまくいかないと思ってたわ。15歳の彼氏なんて、私達の年齢からしたらどうしたって子供にしか見えないもの。すぐに相手を男として頼りなく感じ始めると思ってた』

　でも、と雪ちゃんは続ける。

『今じゃ考えが１８０度変わってるわ。桃田くんは私の予想よりはるかに男らしくて頼りがいがあって……そしてあなたは、私の予想よりはるかに頼りなくて子供っぽかった』


「…………」



『あなた達の関係って、基本的に桃田くんの誠実さと包容力で成り立っているようなものだからね』


「…………」



『ああ、別に批難するつもりはないわよ。いつも言ってるけど、カップルや夫婦の形なんて十人十色……なにが正解なんてないんだから。ただ、あなたが自分では自分に「母性がある」と思っていたことが、なんていうか──片腹痛いわね』


「…………」



　私はもう、なにも言えなかった。

　スマホを支えていることすらできず、だらんと腕が下がる。

　まるで母性のない年上彼女──全く自覚していなかった衝撃の事実を理路整然と突きつけられたせいで、心が完膚なきまで打ち砕かれてしまった。

　ショックの余り、その場に崩れ落ちてしまいそうだったけれど──

「……ど、どうにかしなきゃっ！」

　私はギリギリのところで、どうにか踏みとどまった。

　必死に己おのれを奮い立たせる。

「まだなんとかなる……はず！　これまでがダメダメでも、これからどうにか挽回ばんかいできれば……！」

　年上の意地というものが、私にもある。

　こんな私にも、まだ残ってはいる。

　ただでさえ相手より一回り年上なことがそこそこのコンプレックスだったのに、年上彼女ならではの魅力すらないなんて……そんな事実には耐えられない。

　今からでも遅くはない。

　どうにか母性を出してみよう。

　年上としての魅力を、ふんだんに発揮してみよう。

　とりあえず──明日のデートから！
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　今日は織原おりはらさんが午後休みだというので、二人でカラオケデートをする予定となっていた。

　数日前の、妃きさきさんとカラオケに行った件。

　彼女の姉とは言え、彼女以外の女性と二人きりでカラオケに行ってしまったことは俺おれとしては少しモヤモヤしてしまう部分だったりして……。

　まあ、わざわざ報告する必要もないだろうけど、かと言って隠しておくのも不自然な気がしたので、織原さんには会話の流れで報告した。

　もちろん織原さんは怒ったりすることはなかったけれど、その流れで「じゃあ今度私達も行こうか」みたいな話になったのだ。

　最寄りのコンビニまで車で迎えに来てもらい、国道沿いにある駐車場つきのカラオケ店へと向かう。

　初めての、二人でのカラオケ。

　多少の緊張や照れはあったが──しかし。

　そういった諸々もろもろの感情は、彼女の不自然さで全て吹っ飛んだ。

「……ど、どうしたんですか？」

「どうしたって、なにがかしら？」

「なにがって……その、なんか変な感じのことですけど」

「あら。変だなんて失礼しちゃうわね。私のどこが変だっていうの？」


「…………」



「うふふ。桃田くんはいつも元気がいいわね」

　カラオケ店の個室。

　ソファの隅の方にちょこんと腰掛けた織原さんは、口元に手を当て淑しとやかに笑う。慈母のように優しげな微笑であった。

　車で迎えに来たときから、ずっとこの調子。

　口調も態度も不自然なほど穏やかで、そしてやや艶つやっぽい。

　大人びているとか、大人ぶっているというか。

　とにかくいつもの織原さんらしくない感じだった。

　行ったことないけど……スナックの和服着てるママとか、こんな感じなんじゃないかと思う。

「……なにか、悪いものでも食べました？」

「食べてないわよ」

「じゃあ、怒ってるとか？　俺、なにか怒らすようなことしちゃいました？」

「ううん。怒ってないわぁ」

「あっ。妃さんの真似まねしてるとか？」

「全然違うわよぉ。私はいっつもこんな感じじゃ、なぁい？」


「…………」



　ジッと見つめていると、織原さんは微笑が凍りついたように固まり、冷や汗をかき始め、

「……噓。ごめん。やっぱなし。全部なし」

　と根負けしたように言って、がっくりと項垂うなだれた。

　羞恥と恥辱が滲む顔を、両手で隠すように覆う。

「違う……これは絶対に違う。完全になにかを間違えた……間違えたことはわかってたのに、認めたくなくて頑張ってしまった……」

　一人落ち込み、ぶつぶつ呟つぶやき始める。

　わ、わけがわからない。

「あの……」

「き、気にしないでっ。なにも気にしないで！　全部なかったことにして！」

「……はあ。そうですか」

　気にはなったけれど、深くは詮索しないことにした。きっとなにかが、彼女にしかわからないなにかがあったのだろう。

　とにかく、元に戻ってくれてよかった──と思っていたのだけれど。

「ひとまずなにか飲み物頼みましょうか。ここ、ドリンク一人一杯は強制みたいなんで」

「あっ。私が頼むよ！　任せて！」

　言うや否いなや、織原さんは勢いよく立ち上がり、部屋の壁に設置されている電話のところまで駆けていった。

「あ、ありがとうございます……でも」

「いいからいいから。桃田くんは座ってればいいの。こういう細かいことは、大人な私に任せて。私はね、なんでも彼氏にやってもらおうとするわがままな女じゃないから」

「それはいいんですけど……この店、リモコンから頼むシステムみたいですよ？」

「……あ。そ、そうなんだ」

　織原さんは恥ずかしそうに戻ってきて、一緒にタッチパネル式のリモコンを眺めた。

「じゃ、じゃあ私が注文してあげるからっ。えっと……あれ？　なにこれ、わっ、変な画面になっちゃった……」

「大丈夫ですよ。ここ押せば戻りますから。そしてここ押せば、ドリンクメニューになります。飲み物、ウーロン茶で大丈夫ですか？」

「あ……う、うん」

　テンパる織原さんに代わり、タッチパネルを操作して二人分の飲み物を注文した。

「ご、ごめんね、私、カラオケとかすごい久しぶりだから、全然仕組みわかんなくて……」

「いえ。でも……どうしたんですか？　なんだか、すごく落ち着きがないですけど」

「すごく落ち着きがない!?」

　心配したつもりだったのだけれど、なぜか織原さんは凄すさまじいショックを受けてしまった。

「や、やっぱり桃田くんも私のこと……落ち着きがないと思ってるの？」

「え……はあ。まあ、そうですね」

　今日は明らかに様子がおかしいと思ったので、同意したのだが、

「そ、そう、なんだ。やっぱり私、落ち着きないんだ……」

　なぜか果てしなく落ち込んでしまった。

　しかしその態度は、落ち込むと同時になにかを再確認したようでもあり、「……もっと。もっと大人な部分をアピールしなきゃ」と小声で呟き、決意を固めるように拳こぶしを握りしめていた。

「あの……よくわかんないですけど、時間もったいないですし、そろそろ歌いませんか？　どっちから歌うか、じゃんけんで決めて──」

「いや、もういいよ。カラオケとか」

「……え？」

「なんていうかさ……私ももういい大人だからね。カラオケで盛り上がるような年齢は過ぎた感じ」

「……ええ？」

　じゃあ、なんで来たんだ？

　どっちかっつったら、織原さんが行きたいっていうから来たんだけど。

「どうしたんですか、本当？　最初にカラオケ行くって話になったときは、あんなに乗り気だったのに」

「の、乗り気じゃないし！」

「平成ライダーのＯＰ曲全部歌うって張り切ってたじゃないですか」

「……や、やだなあ。私、もういい大人なんだし、特撮の歌なんか歌わないよ？　『エキサイト』なんかしないよ？」

「織原さんが『テイルズ』の歌が好きっていうから、俺、今日のために『Do As Infinity』とか予習してきたのに」

「し、し、知らないなあ。ゲームの歌とか全然知らないなあ」

「じゃあ織原さん、カラオケでなに歌うんですか？」

「……え、演歌とか」

「演歌!?」

　織原さん、演歌好きだったの!?

　初耳なんだけど！

「ま、まあ私ぐらい大人になると、一周して演歌なんだよね。演歌は大人の嗜たしなみだから」

「そうだったんですか……。どんなの聞くんですか？」

「えと……ほら、あの、サブちゃんとか？」

「ああ、あの有名な」

「そうそう。なんだかんだ言ってやっぱり演歌と言ったらサブちゃんだよね。サブちゃんの……えっと、『キタサンブラック』とかすごい名曲だと思うよ」

「……それ、馬の名前じゃ──」

「ところで桃田くん！　最近どう!?」

　織原さんは凄まじい勢いで話を変えた。

　なにかを猛烈に誤魔化ごまかしたような気配を感じる。

「さ、最近どうって、なんですかその、ざっくりとした質問？」

「いや、その……な、なにか悩み事でもあれば、大人の私が相談に乗ってあげようかと思ってね。最近、学校はどう？」

「学校はどうって言われても、今、夏休みですし」

「あっ、そっか、夏休みか……。じゃ、じゃあ、夏休みの宿題は!?　溜ため込んだりしちゃってない？」

「夏休みの宿題は……」

「学生の本分は勉強なんだから、夏休みだからって浮かれすぎずに、ちゃんと勉強もしないとダメだぞ。この手の長期期間の宿題をスケジュール通りに終わらせるような計画性が、社会人になってから──」

「終わってますけど」

「──結構重要で……って終わってるの!?　どうして!?」

「どうしてと言われても……計画的にやったので」

「……なんで計画的にやっちゃうのぉお!?　なんでそんなにしっかりしてるの桃田くんは!?」

　涙目で訴えてくる織原さん。おかしいな。なぜ俺は、夏休みの宿題を計画的に終わらせたのに怒られているのだろう？

「……う、ううう……ダメだ。こんなんじゃ、全然ダメ……。もう、こうなったらアレをやるしか……！」

　一人で焦あせったようにぶつぶつ呟いた後、織原さんは勢いよく俺の方を向き、背筋を伸ばして姿勢を正した。

　それから緊張した面持おももちで、軽く手を広げて言う。

「お、おいで。膝枕ひざまくらしてあげるから……」


「…………」



　興奮──よりも困惑が大きかった。

　なぜ？

　なぜこの流れで、膝枕？

「ほ、ほら、おいでよ。遠慮なんてしなくていいからっ」

「……いや、遠慮とかじゃなくて。な、なんで膝枕なんですか？」

「別に……理由はないけど。ただ……桃田くんの日々の疲れを癒やしてあげたいなあと思って。男の人って、こ、こういうの好きなんだよね？」

「嫌いではないですけど、でも」

「それとも……嫌、だった？　私の膝枕じゃ、癒やされない？　やっぱり私程度の包容力じゃ、膝枕されても嬉しくないの……？」

「いやっ。う、嬉しいですよっ。膝枕、すごく嬉しいです！」

　今にも泣き出しそうな顔をしてしまうので、慌あわてて大きく頷うなずいた。

　どうやらしないで済まされる空気ではなさそうなので、俺は覚悟を決めて近づいていく。

「あの……じゃあ、失礼します」

「……う、うん。どうぞ」

　ムードもへったくれもないけれど、俺はゆっくりと体を屈かがめ、頭を太ももへと近づけていった。

　頭が──太ももへと触れる。

「……っ」

　うおお。すごい。なんだこれ。

　以前、織原さんが俺の部屋に来たとき、謎なぞの流れで手で太ももに触れたことはあったけれど──手と頭では、感触がまるで違う。

　短パンから伸びる太ももが、ダイレクトで頭部に触れる。耳や頰で体温を感じ、その熱で脳が蕩とろけてしまいそうだった。

　しかも──すごいのは太ももだけじゃない。

「ど、どうかな、桃田くん？　癒やされる？　落ち着く？」

「……落ち着くというよりは、むしろ真逆のような」

「え？　なに？」

　声が聞き取りづらかったようで、織原さんが身を屈めて顔を覗のぞき込むようにしてくる。

　普通ならば──普通のカップルならば、なんら問題のない自然な行動なのだろう。膝枕で顔を覗き込むぐらい、ごく普通の行動だ。しかし他ほかでもない織原さんがそんなことをすれば──もにゅん、と。

　巨大な乳房が、俺の頭部に触れた。

　いや、触れたどころの騒ぎじゃない。

　圧迫された、というべきかもしれない。柔らかな質量が頭を押さえつけてくる。それでいて反対側の側頭部は太ももに支えられているため、どこにも逃げ場はない。

　上は乳房、下は太もも。

　二つに柔肉に、挟み込まれてしまう──

「「～～っ!?」」

　織原さんは反射的に背筋を伸ばす。おかげで俺の頭部は、ようやく圧迫から解放された。

「ごご、ごめんね桃田くん、苦しかったよね？　わ、わざとじゃなくてね……」

「わ、わかってます、大丈夫です……」

　言いつつ視線を上げるも──巨大な二つの塊に視界を遮さえぎられ、織原さんの顔は半分も見えなかった。

　でかい。本当にでかい。いつもいつも思ってるけど、この至近距離で見てしまうと迫力がすごすぎる。

「ほんと、ごめんね……いつもいつも、無駄に大きくて、なにかと邪魔になって」

「……い、いえ。大きいことは悪いことではなく、むしろ、その……」

「え？　なに？」

　またもや聞き取りづらかったようで、俺の頭部は再び胸と太もものサンドイッチを食らうハメになる。

「「～～っ!?」」

　先ほどと同じことの繰り返し。なんだこの天丼は？

「ご、ごめんっ。また私……」

「……だ、大丈夫です。決して不快なわけではないから、その……」

「え？　なに？」

「いやいやいやっ！　もういいですって！」

　三度目はさすがに制した。

　なにかと騒々しいカラオケの個室、羞恥から声が小さくなってしまう俺、そして……互いの顔の間にある巨大な乳房。様々な要因から俺の声が大変聞き取りにくい状態のようで、危うく恐ろしい無限ループが完成してしまうところだった。

　おかしいな。
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　膝枕ってこんなにエロい行動だったっけ？

　地上波で流しても問題ないような、健全で微笑ほほえましい行為だと思ってたんだけど、なぜこんな卑猥ひわいな感じになってしまうのだろう？

「あの織原さん……そろそろ」

　これ以上は理性が限界を迎えそうだったので、ゆっくりと体を起こそうとすると、慌てた動きで肩を押さえられてしまう。

「え……ダ、ダメだよ。まだ全然、膝枕できてないし」

「いやでも……」

「やっぱり……嫌だったの？　私みたいに落ち着きのない女に膝枕されても、ちっとも癒やされないの？」

「そうじゃなくて……そろそろ」

「そ、そんなに慌てなくてもいいでしょ？　もうちょっとぐらいのんびりしてても……」

「でも、ほんと、そろそろヤバいと思うんで」

「ヤバいってなにがヤバいの？」

「いや、だから、その……」

「え？　なに？」

　焦った様子の織原さんがまたもや身を屈めてきそうだったので、俺は慌てて口を開く。

　理性の限界以外で、膝枕を今すぐ辞めたい理由を。

「さっき頼んだ飲み物を、店員がそろそろ持って──」

　コンコン、と。

　言葉の途中、ノックの音がした直後に、ドアが開かれる。

「失礼します。飲み物お持ちしま──」

　大学生っぽい風体の男性店員は、気だるそうに入室の決まり文句を言い始めたが、俺達の姿を見て固まってしまう。

　膝枕から脱出しようとする彼氏と、それを抑え込もうとする彼女──組んずほぐれつとなっている俺達は、傍はたから見れば少々過激にイチャついているバカップルにしか見えなかったことだろう。







　不幸中の幸いというべきか、男性店員の対応は非常にクールだった。

　一瞬驚いたように固まっただけで、その後は何事もなかったように飲み物を置いて退室していった。俺達の行為に関しては完全にスルー。

　たぶん、見慣れているのだと思う。

　カラオケ店の個室でイチャイチャするカップルは多いらしいから、店員にとってはある意味日常茶飯事の光景だったのだろう。もっと過激な行為に及ぶ輩もいるとの噂うわさだし、膝枕程度では注意する気も起きなかったらしい。

　しかし。

　店員がいくら慣れていようと──俺達の方はまるで慣れていない。

　イチャイチャを第三者に目撃されたことで、深刻なダメージを精神に負っていた。

　ずぅん、と。

　信じられないぐらい空気が盛り下がっている。

　特に織原さんの方は、自分が膝枕の言い出しっぺであることに責任を感じているようで、割とがっつりと凹んでいた。

　しかしやがて、重すぎる空気に押し出されるかのように、ぽつぽつと語り始めた。

　今日の様々な奇行の、原因を──

「ぼ、母性を出したかった？」

「……うん」

　問い返すと、顔を伏せたまま恥ずかしそうに頷く。

　不自然な行動の数々は、全て『母性を出したかった』という意図があってのことだったらしい。

「母性って、なんでまたそんなことを……？」

「だ、だって……お姉ちゃんも雪ちゃんも、二人して私に『母性がない』って言ってくるんだもん。でもいろいろ考えたら、自分でも『確かに』って納得する部分も多くて……だから、どうにかしたいと思って」

　落ち込んだ表情のまま、織原さんは続ける。

「私、桃田くんより一回りも年上なのに……落ち着きなくて、包容力もなくて、母性もなくて……せっかく年上なのに、年上彼女としての魅力が全くないなんて、情けなさすぎるでしょ？」

「……ぷっ。はは。そんなこと気にしてたんですか？」

「あーっ！　わ、笑った！　ひどい！　私、真剣に悩んでたのに！」

　悪いと思っていたけれど、つい笑ってしまった。

　織原さんが真剣なことは──わかっている。

　十分伝わってきたからこそ、微笑ましい気分になってしまう。

「ね、ねえ桃田くんから見ても、やっぱり私って母性ないかな？」

「……そう、かもしれないですね」

「うう、やっぱり、そうなんだ……」

「でも俺は、別に年上の彼女が欲しかったわけじゃないですから」

　俺は言う。

　照れ臭かったけど、ちゃんと口に出して。

「俺は年上が好きなんじゃなくて、織原さんが好きなんです」


「…………」



「織原さんから母性みたいなものは……まあ、確かにあんまり感じないかもしれないですけど──でも、織原さんには他の魅力がたくさんあって、俺はそういう織原さんを好きでいるんですよ」

「桃田くん……」

「だから、無理しなくて大丈夫ですよ。織原さんは織原さんのままで、十分すぎるぐらい魅力的ですから」

「……うん。ありがとう」

　織原さんは嬉しそうに微笑む。俺は手を伸ばし、いつものように頭を撫なでてあげた。彼女はくすぐったそうに目を細めるが──

「──はっ!?」

　途中で我に返ったように目を見開き、俺の手から逃れた。

　大変複雑そうな顔をして、頭を抱えてしまう。


「あ～、もう、だからこういうのが違うんだよぉ……！　こういうのが完全に父性なんだよぉ……！　また私が一人で暴走して空回って、桃田くんが包容力発揮して解決する流れになってるぅ……！」



「え、えー……」

「今の感じ、完璧かんぺきに私が年下じゃん……！　ていうかもはや娘だよ！　なにかに失敗した娘が『お前はお前のままでいいんだよ』って父親から慰められてる図だったよ、完全に……！」


「…………」



「う～～、あ～～、なんでこう子供っぽいのかなあ、私は？　なにをどうやっても大人っぽくなれないよぉ……」


「…………」



　せっかく丸く収まりそうだったのに、話がまた振り出しに戻ってしまったらしい。どうしよう。こういうこと言っちゃダメなんだろうけど、でも一言だけ言いたい。

　面倒くせえ……。

　相も変わらず俺の年上彼女は、面倒くさいけどかわいくて、でもやっぱりちょっと面倒くさかった。
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「──というわけでまあ、母性出すのは無理だったね、うん」

　カラオケデートが終わり、桃田くんをいつものコンビニまで送り届けた後、私は雪ちゃんへと電話をかけた。

『あらそう。残念だったわね』

「でもね、やるだけのことはやったから意外とスッキリしてるよ。やらずに後悔するよりやって後悔する方がいいとは、よく言ったものだね」

『……話を聞く限りだと、なぜ姫がそんな満足感を抱いているのかわからないわね。迷走して痴態を晒さらしただけだと思うのだけど』

「い、いいの！　こういう私が好きって言ってくれるから、いいの！」

　強引ごういんに押し通した後、私は深く溜息ためいきを吐つく。

　結局あれからも、いろいろと二人で話し合ったり私が一人で悩んだりしたけれど──最終的には全てを諦あきらめた。

　年上の魅力だのなんだのは全部忘れて、いつも通りの私に戻って、二人でのカラオケを楽しんだ。いやあ、楽しかったなあ。最初のグダグダはなんだったんだってぐらい盛り上がったなあ。

　余計なこと考えずに、最初から普通にしてればよかったよ……。

「……年上彼女の魅力とか母性を出すことは、もう諦めるよ。やっぱり私じゃどうにもならないみたい。桃田くんも別に求めてなさそうだし」

『まあ、あなた達はその方が合ってるかもね。そもそも母性なんて無理に出そうとして出るものでもないし。相手によって自然と滲み出るもので──』

　言葉が、途中で止まった。

「ん？　どうしたの、雪ちゃん」

『いえ……』

　しばらく考え込むような沈黙があった後、

『……もしかしたら、逆なのかもしれないわね』

　と雪ちゃんは言った。

「え？　逆って、なにが？」

『姫の問題じゃなくて──桃田くんの問題だったのかもしれない、ってことよ』

「……え？　え？　な、なにが？」

『桃田くんは、とってもいい彼氏だってこと』

「？　あ、ありがとう……？」

　謎めいた言い回しの意味は、私にはさっぱりわからなかった。







『いい彼氏』

　雪ちゃんがこの言葉に込めた意味を私が知るのは──次の、夏祭りでの話。

　桃田くんと二人で行った夏祭りで、彼の新たな一面を私は知る。

『いい彼氏』ではない彼と、初めて相対することになる。
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　長い長いと思われた夏休みも、残すところあと三日となった。

『もう夏も終わりかー』

「そうですねー」

『なんか、あっという間だったよね』

「……本当ですね」

　電話口の声に頷うなずきながら、ベッドに寝転んで部屋の天井てんじようを見つめる。

　本当に──あっという間だった。

　なにかとイベントも多かったけれど、終わってしまえば全てが一瞬だったように感じてしまう。

『なんていうか……充実してたな、って感じ。今までの人生なんて、夏はエアコン利きいた部屋で、一人でゲームやるだけだったからさ……』

　物思いにふけるような声で、織原おりはらさんは言う。

『今年の夏は、私にとっては初めて恋人がいる夏で……桃田ももたくんのおかげで、すっごく楽しかった』

「そんなの俺おれも同じですよ」

　俺にとっても、彼女がいる初めての夏休み。

　なにもかもが手探りで、だからこそ新鮮で──とにかく楽しかった。

『あーあ。私も学生でがっつり夏休みだったら、もっと楽しいことたくさんできたんだろうけどなあ。ごめんね、全然休み取れなくて』

「いや、十分ですよ。むしろ織原さんの休みを、俺にばっかり付き合わせちゃって、申し訳ない感じで」

『ううんっ、そんなことないよ！　むしろ私が、日々の疲れを桃田くんに癒いやしてもらってる感じだから……』

「本当ですか？　俺なんかで癒やされます？」

　自分で言うのもなんだけれど、あまり癒やし系のルックスや性格ではないと思う。

　しかし織原さんは、

『うん……癒やされてるよ、かなり。毎日一緒にいたいぐらい』

　と、聞いてるこっちが恥ずかしくなるようなことを言ってきた。電話の向こうでも彼女が照れている姿が想像できて、数秒、無言が続く。

　そのとき。

　換気のために開いていた窓から、ドンドン、と太鼓たいこの音が聞こえてきた。

『これ、太鼓の音？』

　電話の向こうにいる織原さんにも、音が届いたらしい。

「最近、うちの近所で保存会の人達が練習してるんですよね。明後日あさつての夏祭りに向けて」

『夏祭り……ああ、そういえば、市内の夏祭り、雨で延期になったらしいよね』

　市内の神社では、毎年夏祭りが開かれている。

　本来は八月半ばにやる予定だったが、今年は予定日に県内が記録的な豪雨に見舞われ、こんな時期まで延期となってしまった。

『桃田くんって、夏祭りとか行く？』

「行かないですね。子供の頃ころは行ってたけど、最近は全然……」

『そうなんだ。高校生って結構お祭りに行くイメージあるけど。友達に誘われたりしなかったの？　カナくんとかウラくんとか』

「誘われないですね……。カナは大体、そのとき付き合ってる彼女と行きますし」

『わー、カナくんっぽい』

「ウラは『素人が作った不衛生かつ低クオリティな食い物に、ぼったくり価格を払うバカどもの気が知れねえ』とか言って、毛嫌いしてますし」

『……わー、ウラくんっぽい』

「まあウラは、シンプルに人混みが苦手ってのもあるんですけど。織原さんはどうなんですか、夏祭り？」

『私も全然。小学生の時は地元のお祭りにちょっと顔出したりもしてたけど、中学ぐらいから思い切りゲーム三昧のインドア生活になっちゃったから……。社会人になってこのアパートに住み出してからも、近くの夏祭りなんて、一度も行ったことない』

「そうですか……」

　まあ、織原さんはそういうタイプだろう。友達を連れてワイワイと夏祭りに繰り出すような織原さんは、あまりイメージできない。

　そこからしばらく、二人で探り合うような間があってから、

『ねえ桃田くん』

　と、織原さんの方から切り出してきた。

『よかったら……二人で一緒に夏祭り行かない？』

「え。夏祭り、ですか？」

　予想外のお誘いに、つい驚いてしまう。

　なぜならば──俺もちょうど、夏祭りに誘おうと思っていたから。

　どうやって切り出そうか悩んでるタイミングで、向こうからお誘いを頂いてしまった。

『ダ、ダメかな？』

「いやっ、全然ダメじゃないです。すごく嬉うれしいです。俺もちょうど今、誘おうかと思ってたところだったんで」

『ほんと!?　よかったぁ。じゃあ一緒に行こうね！』

「……でも、大丈夫ですかね？」

　不安が口から漏もれてしまう。

　実を言うとここ最近、俺はずっと織原さんとの夏祭りデートを計画していた。けれど、あと一歩のところで誘うことを躊躇ちゆうちよしてしまっていた。

　躊躇の理由──一つは、織原さんはあんまりこの手のイベントごとが好きじゃないかもしれない、という懸念。

　この懸念に関しては、向こうから誘われたことによって消失したと言っていいだろう。

　もう一つは──

「さすがに……あんまり人の多いところ行くと、誰かしら知り合いに出くわす可能性も高くなるんじゃ……」

　俺と織原さんの年の差は──12歳。

　27歳と15歳。

　成人と未成年。

　社会人と高校生。

　世間的には──許されざる恋となるのだろう。

　一切いつさいの主観を排除して客観的に俺達の関係を見れば、社会人女性が年端もいかぬ高校生に淫行を働いている形となる。

　万が一俺達の関係が明るみになった場合、世間様からどんな顰蹙ひんしゆくを買うかもわからない。俺の方は未成年ということで大した被害は受けないだろうが、織原さんには多大な迷惑をかけてしまう恐れがある。

　だから──俺達の関係は、周囲には秘匿しておかなければならない。

　……まあ、最近だいぶ適当になってきた感はあるんだけど。

　俺の友達周りにはすっかりバレてしまっているし、とうとう姉貴にもバレちゃったし。

　織原さんのアパートにも、通い慣れてきた感じあるからなあ。最初は周囲に人の気配がないか神経尖とがらせながら部屋に入ってたけど、最近は特に気にしなくなってきちゃったし。

　うーむ。まずいよなあ。

　まあ、街中を歩いているところ見つかっても『親戚です』という作戦でどうにか誤魔化ごまかせると思うけど、さすがに夏祭りに二人で行ってたら、親戚にしても仲良すぎだろうって思われる可能性が高い。

　そんな懸念もあって、俺は誘うことを躊躇してたわけだが──

『……うん。私もその心配はしてた。人多いところだと、誰かに見られる危険性も高いなあ、って。でも逆も考えられない？』

「逆？」

『木を隠すならば森の中。人がいればいるほど、私達カップルも目立たなくなると思わない？』

「それは……どうでしょう？」

　一理あるな、と一瞬だけ思ったけど、冷静に考えるとさすがに希望的観測がすぎるような気もする。

『で、でも……もう一つ、正体をバレないようにする秘策も思いついてるから、きっと大丈夫だよ』

「秘策？　なんですか？」

『それは……当日のお楽しみということで』

　なぜか謎なぞめかすようなことを言ってくる。

　織原さんの秘策……どうしよう。嫌な予感しかしない。

　いや、最初から疑ってかかっちゃダメだよな。彼氏が彼女を信じなくてどうするって話だよな。

「わかりました。じゃあ……二人で行きましょうか、夏祭り」

『うんっ。行こう』

　本当に嬉しそうに、織原さんは言う。

『楽しみだなあ。正直夏祭りとか……今まではあんまり興味なかったけど、桃田くんとだったら、きっと楽しい気がする』

「織原さん……」

　幸せそうな声で言われ、俺の胸にもまた幸福感が広がっていく。こんなに喜んでもらえるのであれば、『行かない』という選択肢は、やはりなかったのだろう。

　さて。

　行くと決まったならば、いろいろ考えなければならない。

　夏祭り初心者の二人が事前知識なしで行ったら、当日まごついてしまうこともあるだろう。通路やトイレの場所など、諸々もろもろ調べておく必要がある。

　そんな風に考え始めたところで──ふと思いついて尋ねる。

「ちなみに織原さん……浴衣ゆかたとか、着るんですか？」


『え？　えー……？　ど、どうしよっかなあ？　一応……持ってるんだけどさ。何年か前に、お姉ちゃんが買ってもらう時についでに買ってもらったのがあって……。ほとんど着たことはないんだけど』



　困ったように言った後、織原さんは問うてくる。

『桃田くんは……見たい？　私の浴衣？』

「み、見たいです、もちろん」

　思わず食い気味で答えてしまった。

　織原さんの浴衣。

　そんなの──見たいに決まっている。

『えー……しょ、しょうがないなあ。じゃあ……着ちゃおうかな』

「ほんとですか？」

『で、でも、あんまり期待しちゃダメだからね！　昔買ってもらったやつだから、柄とかも結構若い人向けで……27の女が若作りしてんなあ、とか思われたら本当に悲しくて死にたくなってくるから……』

「だ、大丈夫ですって！　織原さんなら、きっと浴衣姿も……その、綺麗きれいだと思いますから」

『……ほ、ほんとに？』

「もちろん」

『……うん。わかった。じゃあ、頑張って着てみるから』

　恥ずかしそうに、それでいて嬉しそうに織原さんは言った。

　それから、当日の待ち合わせ場所や時間などをいろいろ話し合って、今日の電話は終了した。

「……夏祭りかあ」

　一人呟つぶやき、頭の中で当日のプランや織原さんの浴衣姿などを悶々もんもんと想像していると──スマホが震えた。

　画面を見ると、織原さんからのラインだった。

『夏祭り、楽しみだね。

　ちょっと恥ずかしいけど、浴衣、頑張って着てみるから。

　浴衣姿は当日のお楽しみってことで、今日はこれで我慢してね。

　じゃ、おやすみ！』

　内容はこんな感じで、その後に続いた画像で──度肝を抜かれる。

　送られてきたのは、織原さんの自撮りだった。

　格好は、緩い雰囲気のパジャマ姿。

　恥ずかしそうに顔を赤らめながら──片手でシャツの胸元むなもとを開くようにし、胸を強調するようにしてる。

　彼女らしくもない、過激で扇情的な姿だった。
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　きゃああーっ！

　送っちゃったーっ！

　どうしよどうしよどうしよ！

　送っちゃった、本当に送っちゃったよぉ！

　うわあ、速攻で既読になっちゃってる！　つまり……ばっちり桃田くんに見られちゃってる！　私の恥ずかしい自撮り姿が……！

　自撮り。

　俗に言う『セクシー自撮り』

　彼女が彼氏に向けて水着やパジャマなどの扇情的な自撮りを送ることは、世間的には割とよくあることらしく、私はその手のことを『バカップルだなあ』と内心で小馬鹿こばかにしていたのだけれど──そんな私も、とうとうやってしまった。

　彼氏にセクシー自撮りを送ってしまった。

　パジャマで。

　しかも……胸を露骨にアピールするような感じで。

　自分でいうのもなんだけれど──かなりセクシーな気がする。

　ていうか、セクシー通り越して……ちょっと下品かもしれない。


「……うわぁあ、うわぁああああ！　やっちゃったよぉ……！」



　スマホを抱えたまま、ベッドの上でゴロゴロと悶絶する。

　やっぱり送らなきゃよかったかなぁ？　「こんな下品なことするのかよ」ってドン引きされたらどうしよう？

　ネット情報によれば、彼女のセクシー自撮りって、多くの彼氏は喜ぶけど一部の彼氏は『下品で引く』ってことだし……桃田くんが一部の側だったらどうしよう……!?


「うう……！　返信来ないしぃ……！　やっぱり引いてるの？　アラサー女のセクシー自撮りはキツかった!?　桃田くん、お願いだからなんか反応してよぉ──はっ!?」



「ふふっ。ずいぶんと楽しそうね、姫ひめちゃん」

　視線を感じて顔を上げると、風呂ふろ上がりのお姉ちゃんがこっちを見てにやにやと笑っていた。

「お姉ちゃん……み、見てたの？」

「ええ。楽しく見させてもらったわ。一人で大騒ぎしてる姫ちゃんを」

「……っ」

「もう夜なんだから、あんまりうるさくしない方がいいと思うわよ？」

　恥ずかしすぎてなにも言えなくなる。27にもなって一人で大暴れしてるところを実姉に見られてしまった……。

「でも……ようやく送ることができたのね、あのセクシー自撮り」

　羞恥の余り小さくなる私に、お姉ちゃんはバスタオルで髪を拭ふきながら、溜息ためいき交じりに言ってくる。

「三日前ぐらいから、ずっと頑張ってたもんねえ。何回も何回も撮り直して、ブラジャーつけたり外したりして……せっかくいいのが撮れても、しばらく送れずに悶々としてて」

「──っ!?　な、なんで知ってるの、お姉ちゃん!?」

「一緒に住んでるんだからわかるわよ」

　呆あきれたように言われる。うわあ……恥ずかしい。お姉ちゃんの目を盗んでコソコソやってたつもりだったのに、全部バレバレだったなんて。

「うふふ。恥ずかしがることないわよ。私も高校生ぐらいのときは、似たような頭の悪いことやったことあるから」

「は、励ましてるの、それ？」

　思い切り『頭の悪いこと』って言われたんだけど。

　暗に『学生なら許されること』と揶揄やゆされた気がするんだけど。

「桃田くんから送ってくれって頼まれたの？」

「ち、違うよ。私が自主的に送っただけ……」

「あら、そうなの？　てっきり桃田くんから『なんかエロい自撮り送って』って頼まれたのかと思ったわ。若い男って、すぐそういうこと言い出すから」

「桃田くんがそんなこと言うわけないでしょ！　桃田くんは……そういう変なこと要求してくるような男とは違うの。優しくて誠実で、いつも私のことを大事にしてくれる、すごくいい彼氏──」

　ふと、先日の会話を思い出す。

　雪ゆきちゃんが、意味ありげに述べた言葉。

　──桃田くんは、とってもいい彼氏だってこと。

　この言葉が、ずっと喉のど奥に引っかかっているような気がした。

　あれは、どういう意味だったんだろう──

「姫ちゃん？」

「……ううん、なんでもない。あっ。そうだお姉ちゃん。明後日、桃田くんと夏祭り行くことになったから、着付けお願いしていい？」

「へえ、楽しそうね。いいわ、お姉ちゃんに任せなさい」

　承諾をもらったところで──スマホが震えた。

　桃田くんからの、セクシー自撮りに対する返信。

　私は大慌あわてで画面を見つめる。

　送られてきたのは文章ではなく、スタンプだった。

　かわいらしいキャラが、

『ごちそうさま』

　と言っているスタンプ。


「…………」



　これは、どういう意味なんだろうか？　褒ほめられていると捉とらえていいものなのだろうか？

　困惑する私だったけれど、十秒後、桃田くんが長文を送ってきた。

『すみません。悩みに悩んだ結果が、今のスタンプだったんですけど、なんかやっぱりおかしいような気がして……。

　精一杯のギャグのつもりでした。

　決してバカにしてるわけではないです。

　すごく嬉しかったんですけど、こういうの慣れてないので、どう反応したら──』

　と、長々とした謝罪と言い訳が始まる。

　うーん。

　私が送ったセクシー自撮りのせいで、だいぶ困らせてしまったらしい。喜んで欲しい一心だったのだけれど……今後は自重しよう。
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　そんなこんなで、二日後。

　夏祭りの日がやってきた。

　俺は自転車を走らせ、待ち合わせ場所である山の麓の公園に向かう。織原さんはバスで向かうと言っていた。

　時刻は十八時少し前。夏で日が延びているとは言え、段々と周囲が薄暗くなってきた。

　夏祭りの会場となっている神社は、標高三百メートルもないような小さな山の中腹にある。春は花見、夏は夏祭りで賑にぎわう、この辺りのシンボル的観光スポットだ。

　山に近づくにつれ、祭りらしい無数の光の群れが見えてきた。賑やかな祭り囃子も聞こえてくる。

　特設の駐輪場に自転車を停め、麓の公園まで歩いて行く。足は自然と駆け足になってしまう。

　待ち合わせ十八時。

　十分前には到着したが──相手はすでに俺を待っていた。

「あっ。桃田くんっ」

　こちらに気づくと、公園の入り口に立っていた織原さんは声をあげた。

　しかし俺は──なにも言えない。駆け足だった足は徐々に緩み、彼女の前で止まる。ただ言葉を失い、呆然ぼうぜんと立ち尽くしてしまう。

　綺麗、だった。

　白を背景に、紫の朝顔が咲き誇るデザインの浴衣。足下は赤い鼻緒の下駄げた。髪は高い位置でまとめられ、うなじが露あらわとなっている。

　清廉せいれんで純朴な印象を受けるが、しかしどこか大人の妖艶ようえんさが滲にじむ。

　織原さんの浴衣姿は、あまりにも美しかった──

「も、桃田くん？　どうしたの？」

「あっ。ご、ごめんなさい……なんか、見とれちゃって」

「え……や、やだもうっ、いいよ、お世辞言わなくて」

「お世辞じゃないです！　本当……すごく似合ってて、綺麗ですよ、織原さん」

「う、うう……そ、そう？」

　真まっ赤かになった顔を両手で隠す織原さん。

「変、じゃないよね？　これ買ってもらったの……二十代前半の頃だから、だいぶ若い子向けのデザインで……なんか若作りしてるみたいになってない？」

「大丈夫です。全く問題ありません。本当に……綺麗です」

「そ、そ、そっか……。じゃあ、よかった」

　照れ臭そうに、それでいて安堵あんどしたように頷く。

　本当に、お世辞抜きで綺麗だと思う。

　この姿を見ることができただけで、夏祭りに来た甲斐かいがあったというものだ。

「えと……じゃあ行きましょうか？　あっ。そういえば織原さん、こないだなにか、正体を隠す秘策があるとか言ってましたけど」

「あっ。そうそう」

　すると織原さんは、手に持っていたものを掲げて見せた。

「えへへ。さっき買っておいたんだ」

　得意げに見せてくれたのは──お面だった。
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　お祭りとなれば、そこら中の出店で売っている、キャラクターモノのお面が二つ。

　ちなみにデザインは、去年と一昨年おととしのライダーだった。

「ふふん。これ被かぶっておけば、私達だって誰にもバレないでしょ？　お祭りだったら、お面被ってても全然不自然じゃないし。どう？　すごい秘策だと思わない？」


「…………」



「え……あ、あれ？　なに桃田くん、その、生温かい目は……？」

「いえ……」

　そりゃまあ生温かい目にもなるだろう。

　さんざんもったいつけた秘策がこれかという拍子抜け感と、よかった、そこまで変なこと言い出さなかったという安堵感。

　いろいろ突っ込みたい部分はあったけれど、とりあえずは──

「織原さん……お面って、かぶって歩いちゃダメですよ？」

「え？」

「こう、すっぽりと被って歩くのはマナー違反らしいです」

　お面を一つ受け取り、顔を隠すように被る真似まねをする。

　織原さんは困惑の表情となった。

「……え？　え？　ど、どうして？」

「視界が悪くて危ないからってことらしいですよ。子供はつけたまま走ったりしますし。あっ。ほら」

　周囲を見渡すと、出店の横に注意書きの看板があった。

『お面を被って歩くのはやめましょう』と、わかりやすいイラストつきで書いてある。

「え、えー……そんなぁ。私が子供の頃なんて、子供はみんなお面つけて走り回ってたのに……」

「最近はいろいろ厳しくなってるんですよね。歩きながら被りたいときは、側頭部につけるのがマナーらしいです」

「うう……こんなところでまで、ジェネレーションギャップを味わうなんて」

　がっくりと肩を落とす織原さんだった。

　まあ、禁止されていると行っても法的な拘束力はなく、あくまでマナーレベルの話。実際に被って歩いたところで警察に捕まったりすることはないだろうが……それでも、いい年こいた大人が堂々とマナー違反をするのは、子供の手前みっともないだろう。

　ていうか……そもそもマナーとか関係なく、被って歩くのは恥ずかしくて嫌なんだけど。

　俺みたいなデカい奴やつがキャラクターお面被って歩いてたら……結構な不審者になっちゃうんだよな。

「ど、どうしよう、桃田くん……？」

「とりあえず、横に被っとくことにしましょうか。少しは顔も隠れるでしょうし……」

　お面を頭の横につけつつ、俺は言う。

「あとはいつも通りの、『親戚作戦』でいきましょう」

　親戚作戦──万が一お互いの知り合いに遭遇したときに『親戚です』で押し通す作戦のことである。

　近場で会うときには一応、いつもこの作戦を念頭に置いて行動している。幸いなことに未いまだに実行されたことはない。

「手ぇ繫つないだりしてなきゃ、たぶん誤魔化せると思いますから」

「……そうだね。そうしようか」

　頷いた後、もう一つのお面を側頭部に被る織原さん。

　一服の絵画のように完成されていた美を有していた浴衣姿が、ゴリゴリのライダーお面のせいで一気に滑稽な姿となってしまう。ちょっと残念な気もしたけれど、しかしそのアンバランスさが織原さんっぽい気もして、少し安心した。

「それじゃ、行きましょうか」

「うん……あ、あのさ」

　織原さんは持っていた巾着きんちやく袋の紐ひもを、片方俺に渡してきた。

「これ……二人で握らない？　人多いから、はぐれちゃうと大変だし……。このぐらいだったら、たぶん親戚同士でもやると思うから」

「わかりました」

　頷いてから、巾着袋の紐を片方だけ握る。

「なんか、いいですね」

「うん。なんか、いいね」

　二人で手に握った紐を見せ合って、笑い合う。具体的には説明できないけれど、なんだか楽しくて幸せだった。

　こういう繫がり方も、たまには悪くない。

　人前で手を繫ぐことですら、いちいち気を遣わなきゃいけない俺達だけれど、そういった制限や制約があるからこそ、見つけられる楽しみや幸福があるような気がした。

　巾着袋の紐を分け合って、俺達は祭りの中へと歩いて行く。







　提灯ちようちんの柔らかい光が、夏の夜を照らしている。

　神社へと向かう緩い傾斜の山道では、たくさんの出店が道の両脇に並んでいた。

　たこ焼きに焼きそば、クレープにかき氷、くじ引きにスーパーボール掬すくい……などなど、夏祭りらしい店が舗装された道に並ぶ。

　出店で挟まれた道は、多くの人でごった返している。

　俺達はその人混みを縫うように、ゆっくりと歩いて行った。

「すごいね、桃田くん。なんか、お祭りって感じ」

　織原さんが屈託くつたくのない笑顔で言う。そのまんまの感想だと思ったけれど、俺も同じ気持ちだったので「ほんとですね」と頷いた。

　本当になんていうか、ザ・祭りって感じだ。

「歩くの速かったら、言ってくださいね」

　今日の織原さんは浴衣に下駄という慣れない格好だ。かなり歩きにくいと思う。ただでさえ俺とはだいぶ歩幅が違うのだから、今日は一層気を遣わなければならない。

「うん。ありがとう。でも、このぐらいのペースなら大丈夫だよ」

　織原さんは笑って頷いた。

　二人でのんびりと、祭りの風景を楽しみながら歩いて行く。

「なにか食べますか？」

「そうだねー。桃田くん、なに食べたい？」

「俺はなんでもいいですよ」

「私もなんでも──」

　言葉の途中で、織原さんが固まる。その視線は、ジュージューと香ばしい音を立ててたこ焼きを焼いてる出店に固定されていた。

「わあ……美味おいしそう」

「じゃ、たこ焼きにしましょうか」

「……え？　あっ、ご、ごめん。なんか催促したみたいで……」

「いえいえ」

　店のおじさんから、たこ焼き一パック購入した。

　スペースを見つけて、二人で立って食べる。

「……熱っ」

「大丈夫ですか？」

「う、うん……熱いけど、おいひい」

　口元を手で押さえながら、幸せそうに微笑ほほえむ織原さん。俺も一つ口に運ぶ。カリカリとした表面は実に香ばしく、中身は熱々でトロトロ。運良く焼きたてに当たったようだった。

「はあ……なんかいいよね、こういうの。雰囲気が美味しいっていうかさ」

　たこ焼きを呑のみ込んだ後、織原さんは言った。

「普段食べるのとは、やっぱり違いますよね」

「うん……」

　頷いてから、織原さんはしみじみとした口調で続ける。

「なんだか、信じられないな。この私が、浴衣なんか着て夏祭りに来ちゃって、こうしてたこ焼き食べてるなんて。桃田くんに出会わなかったら、考えられなかったことだと思う」

「……そんなの、俺だって同じですよ」

　ウラほどではないけれど、夏祭りみたいなものに対して、どこか斜に構えていた気持ちはあった。『暑い中わざわざ人混みに出る意味がわからん』『出店の食い物なんて高いだけで美味しくない』『花火なんてＹｏｕＴｕｂｅで見れる』……とか。

　そんな捻ひねくれた意見も、昔は持っていた。

　でもいざ彼女ができてみると、全力で夏祭りを彼女と楽しもうとする自分がいて、滑稽なぐらい現金な自分に笑ってしまいそうになる。







　あちこちの出店を見て回りながら、のんびりと山道を登っていき、神社の正面にある広場へと出る。

　木々に囲まれた小さな広場で、奥にはちょっとしたステージがあり、はっぴを着た子供達が太鼓の準備をしていた。

「……はあ、はあ」

「だ、大丈夫ですか？」

　思わず声をかける。

　山道を登り終えた織原さんは、だいぶ息が苦しそうだった。

「だいじょぶ、だいじょぶ……ちょっと疲れただけだから。あはは。やっぱり運動不足だね、私……」

　気丈に笑って見せてくれるが、やはり顔色は悪い。山道といっても傾斜はかなり緩く、歩くペースもできるだけ抑えたつもりだった。

　それなのにこんなに息が上がるって……慣れない下駄のせいなんだろうか？

「どこかで座って休みますか？」

「う、ううん。ほんと、大丈夫だから……。私、ちょっとトイレ行ってくるね」

「……わかりました。じゃあ俺、ここで待ってますから」

　織原さんは神社の前にある公衆トイレの方へと歩いて行った。

　心配だったけどついていくわけにもいかないので、俺は広場の入り口で彼女が帰ってくるのを待つ。

　時計を見ると、今は十八時半。

　事前にネットで確認したプログラムだと、もう少ししたらステージで太鼓の演奏が始まる。その後、小規模ながら花火も上がるらしい。太鼓の途中で抜け出して場所取りすれば、いい感じに花火が楽しめるはず──

　そんな風に頭の中でこれからのプランを復習していると、

「──あれ。モモじゃないか」

　聞き慣れた声に名を呼ばれた。

「カナ……それに、魚海も」

　人混みの中からこちらに歩いてくるのは──金尾かなお遥はるかと魚海うおみ唄うたのカップルだった。

　カナはダメージジーンズにシャツという小洒落こじやれた格好で、魚海は浴衣を着ていた。白地に金魚が描かれた涼しげなデザインの浴衣で──そして、手にも金魚を持っていた。ビニール袋の中で、数匹の金魚が泳いでいる。

「お前達も来てたんだな」

「うん。モモは……まさか、一人で来たの？」

「違えよ。織原さんと来てるよ」

　若干じやつかん引いた様子で言ってきたカナに突っ込んだ。

「今、トイレ行ってるとこだ」

「ああ、そうなんだ。よかった。てっきりモモが、夏祭りで寂さびしくソロプレイしてるのかと心配になっちゃったよ」

　苦笑気味に言うカナ。

　すると魚海が、
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「見て桃田。これ、遥くんに取ってもらったの」

　と、自慢げに金魚を見せてきた。

「へえー。カナが取ったのか」

「美味しそうでしょ？」

「……え？」

　思わず真顔で問い返してしまう。

　魚海は感情の読めない無表情のまま、淡々と続けた。

「ダメだよ、桃田。今のギャグなんだから、ちゃんと突っ込んでよ」

「あ……な、なんだ、ギャグだったのか」

「金魚を食べるわけないでしょ」

「……ご、ごめん」

　なぜか知らないが謝ってしまった。いや、わかってんだけどさ。金魚を食べるわけがねえんだけどさ。でも魚海には、一瞬「こいつなら食うかもしれない」と思わせる底知れなさがあるというか……。

　うーん、やっぱり苦手だなあ、この子。

　嫌いじゃないんだけど、苦手。

「遥くん、私もトイレ行ってくるね」

　こっちの葛藤かつとうなど知るよしもなく、魚海はマイペースにトイレに向かった。

　俺とカナの二人が、残される形となる。

「楽しんでるみたいだね、モモ」

　茶化ちやかすように言いながら、カナは俺の頭を見つめてきた。

「お面なんかつけちゃって」

「……うっせ。別にテンション上がってつけてるわけじゃねえよ。これは一応、顔隠すためにつけてんだ」

「あー、なるほど。なにかと大変だね、禁断の恋は」

　くすくすと笑うカナは、やはり楽しげだった。

「そうだ。聞いてよモモ……さっきね、ウラに会ったよ」

「ウラに？　驚いたな。あいつが夏祭りに来るなんて」

　この手のイベントを蛇蝎だかつの如ごとく毛嫌いしていたはずなのに。

「僕もびっくりしたよ。しかもね、咲ちゃんと一緒だったんだ」

「指宿いぶすきと……？」

　さらに驚いた。

「二人で来てたってことか？」

「いや。二人きりじゃなくて、咲ちゃんの弟も一緒だった」

「弟……」

　そういえば指宿には、幼稚園児の弟がいるんだったな。

　前に水族館で鉢合わせしたとき、その弟が一緒にいた気がする。名前は確か、秋あきくん、だっただろうか。

「なんかね、弟くんがすごくウラになついてたんだよ。夏休みに街で偶然会って、三人で遊んだことがあるんだってさ」

「へえ」

「まあウラは必死に言い訳してたけどね。『僕はこんな女じゃなくて、秋に誘われたから来たんだ！　この女じゃなくて、秋と夏祭りを楽しみに来たんだ！』ってさ」

「へえ～」

「でもさぁ、いくら弟くんと仲良くなったからって、それだけであのウラが夏祭りに来るわけないよねー」

「そうだよなあ。ウラだもんなあ」

　本人のいないところでだいぶ酷ひどいことを言ってしまっている自覚はあったけれど、それでも首肯せざるを得なかった。

　陰キャオブ陰キャのあいつが、陽キャの巣窟とも呼ぶべき夏祭りに顔を出したのだ。これはちょっとした奇跡と言えよう。

「ふふっ。二学期が楽しみだなあ。あの二人、これからどうなることやら」

　他人の恋路を大層楽しそうに語った後、カナはふと身を屈かがめ、自分の足に手をやった。

「……ねえモモ。虫刺されの薬とか持ってる？　さっき蚊に食われちゃってさ」

「ああ、あるよ」

　ショルダーバッグから虫刺され用の塗り薬を取り出し、カナに渡した。

「ありがと。……自分から訊きいといてアレだけど、虫刺されの薬なんてよく持ち歩いてたね──って、うわっ。な、なにその鞄かばん？」

　開いたバッグの中身を見て、カナはギョッとする。

「そんなにいっぱい、なに入れてるの？」

「これは……えっと、虫除けスプレーと、織原さんが慣れない下駄で足をくじいた時用のテーピングと、鼻緒が切れるという定番のミスに対応するための裁縫セットと、デート終盤で花火が一番盛り上がるタイミングで読む予定のポエムをしたためたノートと……あと、普段から運動不足気味の織原さんは慣れない下駄で歩いたら確実に明日筋肉痛になって仕事に差し支えると思うから、デートの最後に渡す予定の湿布だ」

「……す、すごいね」

　カナはドン引きの表情となっていた。

「モモって、いつもこんなに用意周到なの？」

「まあ、大体こんなもんだな。万が一に備えておくに超したことはないだろうし。彼氏ならこのぐらい当然だろ」

「いや当然じゃないって……」

　呆れたように笑い、小さく息を吐き出すカナ。

「なんていうか……モモって本当にいい彼氏やってるよね」

　それは、どこか皮肉めいた口調であった。

「織原さんのこと、すっごく大事にしてる感じ」

「うん？　大事にするのは当然だろ」

「まあ、そうなんだけどさ」

　そこでカナは、考え込むように顎あごに手を添え、

「昔……中学か小学生のとき、ウラがゲームキャラのフィギュアを買ってもらったの覚えてる？」

　と言った。

「結構高価なフィギュアで、ウラがだいぶ親にわがまま言って買ってもらったやつ」

「あー、あれな」

　時期こそ曖昧あいまいだけど、そんなことがあったのは覚えている。

「そのフィギュアを買ってもらった後、ウラはすごく嬉しそうにしててさ。僕とモモも家に呼ばれて自慢されたでしょ？」

「あったあった」

　わざわざ家に呼ばれて、死ぬほど自慢された。

　まあ俺もカナも当時はそのゲームにハマっていたし、ウラの性格もわかってたから、素直にフィギュアが見られることが嬉しかった感じだけど。

「懐なつかしいな。箱入りのフィギュアをすげえ自慢されたっけ」

「そう──箱入りのね」

　カナは言う。

　なんだか意味ありげな口調で。

「高いフィギュアだけあって、いろんなポーズができたらしいよね、あれ。付け替えパーツもたくさんあって、遊んだらすごく楽しそうだった──でもウラは、そのフィギュアを箱から出さないで飾ってた」

「……そうだったな」

　段々と当時の記憶が蘇よみがえってくる。

　買ってもらったフィギュアを得意げに自慢してきたウラだが、決して箱を開けることはなかった。「これは箱のまま飾っとくんだ！」と言って聞かなかった。

　俺達はつい「なんでだよ」「それじゃ意味がないよ」「いろんなポーズさせて遊ぼうよ」とねだるようなことを言ってしまったが、最終的にはウラが「絶対に嫌だ、うわぁーん！」と泣き出してしまったので、話はそこで終わった。

「結局ウラ、三年ぐらいは箱のまま飾ってたんじゃなかったっけかな？」

「だったかもな」

「ずっとずっと欲しがってて、ようやく手に入った最高の宝物を、箱から取り出しもしないで飾っておいた……大切だからこそ、大事にしようと思うからこそ、その手で触れようとさえしなかった」

「……それは、個人の自由だろ。コレクションをそうやって楽しむ人間だって、世の中にはたくさんいるだろうし」

「もちろんそうだよ。でもさ、フィギュアからしたら消化不良な話だよね。様々なギミックが搭載されてて、いろんなアクションで持ち主を楽しませる気マンマンなのに、箱から出してもらえずに飾られるなんてさ。宝の持ち腐れもいいところだよ。いっそボロボロになるまで遊んでもらえる方が、フィギュアとしては本望なのかもしれない」


「…………」



「大事にするって、意外と難しいよね」

　どこか遠くを見るようにして言った後、カナは小さく息を吐いた。

「結局ウラも、三年越しにそのフィギュアの箱を開けて思い切り遊んだ後、『もっと早く開けとけばよかった』とか言ってたし」

「……そうだったな。で、なんで急にそんな思い出話を始めたんだ？」

「別に。ただなんとなく思い出しただけだよ」

　もったいつけるように、謎めかすように、カナは言った。

　飄々ひようひようとして知った風な友人がなにを仄ほのめかしたのかは、いまいち察しの悪い俺にはよくわからなかった。







　織原さんと魚海がトイレから戻ってきた後、少し四人で話してからカナ達とは別れた。

　俺と織原さんは広場にある出店を見て回った。

　少しすると太鼓の時間となり、ステージには法被はつぴを着た太鼓保存会の面々が上っていって演奏を始めた。

　撥ばちが太鼓を鳴らす音が夏の夜を震わす。

　大太鼓の低く太い音と、小太鼓の軽かろやかな音。そこに滑らかな笛の音が混ざり合い、猛々たけだけしく爽快そうかいな音楽を奏でていた。

「すげえ。思ったより迫力ありますね」

「うん……すごいね」

　俺達は広場の隅の方で、ステージを眺めていた。

　騒々しくも痛快な太鼓の音を浴びせられながら、しばらく演奏に聴き入っていたが──

　しかし。


「……んっ……ふぅっ……はあ……はあ」



　演奏の途中、織原さんの顔色がまた悪くなった。

　息もさっきと同じように荒く──いや、先ほどよりも酷い。額には汗が浮かび、明らかに体調が悪そうだった。

「お、織原さん。ほんと、大丈夫ですか？」

「はあ、はあ……ご、ごめん……やっぱり、ちょっと無理かも。もう、我慢できない……」

　弱々しい声で訴えられ、不安と恐怖が加速する。

「今すぐ休みましょう。あっちに座るところありますから。もしくは救護テントに──」

　焦あせりつつも必死に頭を働かせるが──そんな俺の手を、織原さんが強く摑つかんだ。

「桃田くん……こっち来て……」

「え」

「お願い……」

　戸惑う俺の手を引いて、織原さんは人混みの中を、ステージとは逆方向に歩いて行く。

　どんどん人気ひとけのない方に移動していき──最終的には、神社の横にある森の中に入ってしまった。鬱蒼うつそうとした木々に囲まれた道なき道を進み続け、少し開けた場所でようやく足が止まる。

　周囲に人の気配は全くない。

　祭りの光も太鼓の音も一気に遠くなってしまった──

「え？　あ、あの……」

「……ごめん、本当にごめんね、桃田くん……」

　木々の隙間すきまから照らす月光だけが光源の、薄暗い場所──

　混乱の極地となる俺に向けて、織原さんは言う。

　荒い息で、火照った顔で。




「私の浴衣、脱がせて」




　思わず息を呑む。

　夏祭り。人混みから抜け出した森の中。二人きり……それらの要素から導き出される推測は一つしかなくて、顔が一気に熱くなった。

「な、なに言ってるんですか、織原さん？」

「ごめん……わ、わかってるよ、変なこと言ってるのは……でも、もうダメなの、我慢できないの……！」

　本当に切羽詰まったような声で言いながら近づいてくる。

　潤んだ瞳ひとみが、俺を捉えて離さない。

「お願い、桃田くん……！」

「で、でも……初めてが、こんな場所って」

「……え？　初めてって……そりゃ桃田くんは、浴衣脱がすのなんて始めてだとは思うけど」

「お、織原さんがここまでしてくれてるのに断るのは、男として情けないとは思うんですけど、でもやっぱり俺、最初はちゃんと、思い出に残るような場所でしたくて……」

「え？　え？　ど、どういうこと？」

　織原さんは、きょとんとしてしまう。

「……桃田くん、なにか勘違いしてない？」

「か、勘違い？　え……あ、あれ？　誘ってた……わけじゃないんですか？　ここで、今から一戦交えようと……」


「一戦……──っ!?　ち、違う違うっ！」



　織原さんは顔を真っ赤にして首をぶんぶん振った。

「な、な、なんでそんな話になってるの!?」

「ええ!?　いや、だって……織原さんが、脱がせてとか言うから」

「それは──帯がキツくて息苦しいから脱がせてって意味！」

　必死に叫んだ後、ぽつぽつと語り出す。

「その、えっとね……私も今日初めてまともに着たから知らなかったんだけど、浴衣とか和服って、なんていうか……胸を潰つぶして着るらしいの」

「胸を、潰して？」

「その方が綺麗に見えるんだって。逆に、帯に胸が乗ったりするとみっともないって思われるらしいの。だから私みたいに……む、胸の存在感が激しい人は、しっかり潰さないと綺麗に見えないってお姉ちゃんに言われて……」

　改めて視線を胸元に移すと──今日の織原さんは、確かに胸の存在感が薄かった。いつもいつもこれでもかって程に主張が激しい二つの丘が、今日はずいぶんとなだらかに見える。

「お腹なかにタオルも入れたりしてて、寸胴ずんどうになるようにお姉ちゃんがいろいろ工夫してくれたんだけど……思いっきり胸を締め付けるようにサラシ巻かれたから、圧迫感がすごくて……」

「それで、ずっと息が上がってたんですか？」

「……うん。実は最初から、ちょっとしんどかった」

　目を伏せながら申し訳なさそうに言う。

「さっきトイレで緩めようとしたんだけど、全体的にキツくされてるせいで自分じゃ上手うまくできなくて……だから、桃田くんに手伝って欲しくて」

「……そ、そうなんですか。俺はてっきり……いや、その」

　言葉尻じりを濁したけど手遅れだったようで、織原さんは赤い顔で口を尖らせた。

「も、もうっ。なんでそんなエッチなこと考えちゃうかな？」

「す、すみません……でも、俺悪くないと思いますよ？　だって……こんな人気のないところ連れてこられて、色っぽい声で『脱がせて』なんて言われたら……」

「～～っ!?　い、色っぽい声なんて出してないから！　ただ……息が苦しくて声が弱かっただけで……」

　とりあえず事情はわかった。

　今こうしてる間にも、織原さんは苦しい思いをしているのだ。照れている場合じゃない。羞恥心を押し殺し、俺は浴衣に手を伸ばす。

「えと……これ、どうすれば？」

「と、とりあえず、帯の結び目を前に持ってきて。ここを、ぐるっと回す感じで、思い切り回して」

「ここ、握って回せばいいんですよね？」

「そう……お願い。次はたぶん、こっちの方に手を入れてけば……」

　慣れない作業に二人で悪戦苦闘しながら、数分。

　帯を取ってから腰紐やマジックベルトを外せば、もう彼女を縛り付けるものはなにもなくなる。

　はらり、と。

　浴衣が──ほどけた。

　互い違いに重なっていた白い布が、観音開きのように開く。

「んっ……、はぁ……」

　胸を締め付ける圧迫から解放された織原さんは、熱い吐息を漏らした。

　浴衣がほどけたことで、ウエストを太くして寸胴体型にするために巻いていたタオルが地面に落ちていき──それと同時に、白い布も落ちた。

　サラシ、だった。

　胸を潰すために巻いていただろう、白いサラシ。

　それが落ちてしまったということは、つまり──


「はぁー……ああ、気持ちいぃ……」



「──っ」

　久しぶりの深呼吸に、安堵と恍惚の表情を浮かべる織原さん。そんな彼女を前にして、俺は硬直してしまう。

　丸見え、だった。

　サラシが落ちたことで、彼女を隠すものはなくなった。

　観音開きとなった浴衣の隙間から、肉感的な肢体が露わとなった。

　ぶるん……たぷん……、と。

　重たげな豊乳は、荒い呼吸に合わせて大きく揺れる。先端まで全てが露わになってしまった巨大な乳房には、しっとりと汗が滲んでいた。

　胸だけじゃない。くびれた腰、肉付きのいい太もも……肉体の全てがあまりに刺激的で、その迫力と美しさに圧倒されてしまう。

　そして──匂におい。

　暑さで蒸れていたのだろう、浴衣が解かれたことで甘酸っぱい匂いが立ち上ってきた。決して臭いわけではない。いつも近くにいると感じる、織原さんのいい匂い……ただそれが、いつもより何倍も濃厚に感じられた。

　ごく、と唾を飲み込む。

　至近距離で見せつけられた裸体は、俺の視覚と嗅覚を蹂躙じゆうりんし尽くす。成熟した肉体が放つ極上の色香が、理性を溶かして本能を刺激する──

「……？　ど、どうしたの、桃田くん？　どこ見て──きゃあっ!?」

　ようやく自分の惨状に気づいたらしく、織原さんは今更すぎる悲鳴を上げて浴衣の前を閉じた。

「え、ええ……な、なんでこんなことになっちゃうの!?　あ……サ、サラシが落ちて……う、うう～」

　慌てて浴衣の前を閉じ、後ろを向いてしまう。

「うう……ご、ごめん、みっともない姿見せちゃって……で、でも、桃田くんもじっと見てないで、言ってくれればよかったのにっ」
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　恥ずかしそうに告げられる言葉は──ほとんど耳に入らなかった。

　心臓が、信じられないぐらいに高鳴っていた。

　目の奥がチカチカとする。網膜に焼き付いた裸体や鼻の奥に残る匂いが、脳を甘く痺しびれさせた。思考はどんどん鈍くなり、意識が朦朧もうろうとしていくような気がした。

　なにかが。

　なにかが──ブツン、と切れてしまったような気がする。

　気がつけば。

　俺は──

「……桃田くん？　どうし──きゃっ!?」

　反応がないことを不思議に思った織原さんが振り返った瞬間──

　背後から思い切り、彼女に抱きついてしまった。

　強く。

　力尽くで。

　強引ごういんに無理矢理。

　華奢きやしやな背中を──両腕で思い切り抱きしめた。

「え、え……も、桃田くん……」

　戸惑う彼女を無視して、俺は手を伸ばしてしまう。

　浴衣の隙間から手を入れて──触れる。

　彼女の胸に、剝むき出しの乳房に、許可もなく乱暴に触れてしまう。

「──あっ」

　びくん、と腕の中で彼女の体が跳はねた。それでも俺は止まらない。鷲摑わしづかみにした乳房を、脈打つ本能のままに揉もみしだく。

　生まれて初めて触れた女性の胸は、とても大きく、あまりに柔らかかった。弾力に富みながらどこまでも指が沈みゆくようで、永遠に触れていたくなる。手のひらに伝わる官能的な感触で、脳が蕩とろけそうになった。

「織原さん……！」

　柔肌の感触を味わいながら、漏れ出すように名を呼んだ。大好きな人の名前を、大好きで大好きでしょうがない人の名前を。

　ああ──

　本当は、ずっとこうしたかった。

　触れたくてたまらなかった。

　欲望をぶつけたくて、たまらなかった。

　付き合ってからずっと、こんな行為を何度も妄想もうそうした。妄想の中の織原さんは淫らで過激で、そして俺も同じぐらい積極的で雄々おおしくて、互いの全てを曝さらけ出しながら、肉体の奥深くまで味わい合っていた。

　けれど現実では──そんなことはできるはずもない。

　生まれて初めてできた恋人は、綺麗で、美しくて、かわいくて、尊くて──だから、大切にしたいと思った。

　大事にしたいと、心の底から思った。

　汚してはならない、欲望をぶつけてはならないと思った。

　織原さんは立派な大人の女性で、大企業で働く社会人……本来、高校生の俺なんかが釣り合う相手ではない。

　だからせめて──いい彼氏でありたかった。

　金も地位もなくて、なにも持ってない俺だけれど、せめて内面くらいは立派な彼氏でありたかった。心構えぐらいは最高の王子様でありたかった。背伸びをしてでも、虚勢を張ってでも、彼女が誇れる彼氏であろうと思った。彼女からも、彼女の周囲の人間からも、『いい彼氏』だと思ってもらえるような──

　いや。

　あるいはそんなものは、結局全部言い訳なのかもしれない。

　本当はただ……怖かった。

　嫌われることが怖かった。

　俺の醜い欲望で汚してしまうことが、怖かった。

　誰よりも大切な彼女を、傷つけてしまうことが──怖かった。

　だからずっと、醜い部分は必死に隠して押さえつけておこうと思った。

　側頭部にかぶったお面で、顔を半分だけ隠すように──心の醜い部分だけを隠して、いい面だけを見ていて欲しかった。

　けれど、今。

　俺のお面は──外れてしまった。

　理性も矜持きようじも吹き飛び、剝き出しの欲望だけが体を突き動かす。本能のままに蠢うごめく手は、何度も何度も豊乳を揉み続け──

「……めて」

　と。

　俺の腕の中に収まっていた織原さんが、首を回してこちらを振り返った。

「やめて……桃田くん、い、痛いよ……」

「──っ」

　瞬間──

　氷水に叩たたき落とされたみたいに、全身から熱が引いた。麻酔を打たれたように朦朧としていた脳が、麻痺まひしていた思考回路が、一気に覚醒かくせいした。

　彼女は──怯おびえた目で俺を見た。

　表情は恐怖に歪ゆがみ、体は小さく震えている。

　俺のことを、怖がっている──

「あ……ああ……ご、ごめんなさい……俺……っ」

　彼女の体から手を離し、大きく後ずさった。

　しかし足はもつれて、その場に尻餅を突いてしまう。

「……ごめんなさい！　本当にごめんなさい！　俺……、俺……」

　手を突いて頭を下げ、土下座のような体勢で謝った。

　顔を上げることはできない。

　彼女の顔を見るのが……怖い。

　地面にこすりつけるように頭を下げて、ひたすら謝罪を繰り返した。

　酷い。

　酷すぎる。

　なにをやっているんだ、俺は……!?

　我を忘れて無理矢理抱きしめるなんて──許可もなく乱暴に胸を揉みしだくなんて、最低にも程がある。

　少し前──

　水族館デートの少し後ぐらいに、織原さんから言われたことがあった。

　触っていいよ、と。

　胸を触る許可自体は、ある意味ではすでにもらっていた。

　しかし俺は、その提案を断った。

　格好付けて断った。

　──織原さんの胸は、いずれもっといいムードのときに、もっとスマートに自分から触って見せますから。

　とか。

　そんな格好いいことを言って、断ったのだ。

　でも今──俺はなにをやった？

　いいムードでもないし、スマートでもない。

　それどころか、空気を読まずに性欲に負けて無理矢理触るという、考えられる限りで最悪の触れ方をしてしまった──

「……ごめん、なさい……」

　情けなくて格好悪くて不甲斐なくて、目からは涙が溢あふれてきた。手のひらに伝わる硬い土を、激しい自己嫌悪と共に握りしめる。

「……桃田くん」

　頭上から声が降ってきても、俺は顔を上げることができない。

「……織原さん、ごめんなさい、俺……本当に……」

　許しを乞う資格などないとわかっていても、ただ謝罪を繰り返す以外どうすればいいかわからなかった。

　恥ずかしい。

　みっともない。

　このまま、消えてしまいたい──

　と。

　罪悪感と惨めさに押し潰されそうになった──そのとき、だった。

「え──」

　ふわり、と。

　柔らかな感触が、俺を包んだ。

　両手を後頭部に回されて、ぎゅっ、と抱きしめられる。

　顔は──胸の谷間に埋められた。

　浴衣はまたはだけていて、露わになった胸がそのまま顔面を受け止める。甘い匂いと汗が滲む柔肌が、自己嫌悪に殺されそうになっていた俺を優しく包み込んでくれる──

「なっ……お、織原さん……？」

「大丈夫だよ」

　響く声は、どこまでも優しかった。

　恐る恐る顔を上げると──織原さんと目が合う。

「もう謝らなくていいよ。大丈夫だから」

　彼女は、慈母の如く穏やかな目で俺を見下ろしていた。そこに怒りや怯えの感情は一切なく、ただ優しさと温かさだけがあった。

「お、怒ってないんですか？」

「うん。怒ってないよ」


「…………」



「噓うそ。本当はちょっとだけ、怒ってる」

　少しムッとしたような声で告げる。

「だって……すごくびっくりしたもん。いきなり、お、おっぱい揉んでくるなんてさ……無理矢理で、乱暴な手つきで……少し痛かったし」

「──っ。ご、ごめんなさい、俺……」

　なにも言えなくなる俺に、織原さんは言いにくそうに続ける。

「えと……わ、私のおっぱい見て、我慢できなくなちゃったの？」

「いやっ、その……。………は、はい」

「そっか……。じゃあ、しょうがないね。許してあげる」

　あっさり、と。

　驚くほどあっさりと、織原さんは言った。

「……え？　そ、そんな……しょうがないで、許してもらえることじゃ──」

「許してもらえることだよ」

　彼女は言う。

「彼氏が彼女のおっぱいを、ちょっと触っただけのことなんだから」

　その声はどこまでも優しく、どこまでも温かく、俺の愚かさや未熟さを、全て受け止めて溶かし尽くしてしまうようだった。

　言葉を失ってしまう俺に、「あのね」と続ける。

「今、桃田くんに強引に触られて、すごく驚いたし、ちょっと怖かったけど……でも、少しだけ……嬉しい気持ちもあったよ」

「え……」

「あっ。えっと、へ、変な意味じゃなくてね！　なんていうか、その……桃田くんが、自分勝手に私を求めてくれたことが、嬉しかったの……」


「…………」
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「桃田くんって、いつも私のこと、すごく大事にしてくれるでしょ？　自分のことより、私のことばかり考えてる。もちろん、それはすごく嬉しいし、優しくて誠実な桃田くんが、私は大好きなんだけど……でも、もっと、わがままになって欲しいって思う部分も、少しだけあった」

「わがままに……」

「だから──嬉しかった。桃田くんが、自分の都合だけで、自分の欲望だけで、強引に私を求めてくれたことが」


「…………」



「だ、だからって、またさっきみたいにしろって意味じゃないからね!?　そうじゃなくて……ただ、もっといろんな桃田くんを見てみたいっていうか」

　言葉を探るように、織原さんは言う。

「優しくて格好いい桃田くんの……優しくも格好よくもない部分も、見てみたい。桃田くんの『いい彼氏』じゃない一面も、私には見せて欲しい。だって私は──桃田くんの彼女だから。他ほかの誰も知らない桃田くんを私だけが知ってたら、そんなに嬉しいことはないもん」

「織原さん……」

「……あ、あはは。これじゃむしろ、私の方がわがままになってるのかな？　なんか独占欲丸出しみたいだよね」

　相手にわがままになって欲しいと願うわがまま。

　言われてみれば、それは確かに、ある種の独占欲なのだろう。自分だけが、他の人が知らない恋人の一面を知っていたいなんて──

　でもそれは、恋をすれば誰しもが持ってしまう欲望なのかもしれない。

　ああ──

　どうして気づかなかったのだろう。

　俺は、頼りがいのある彼氏になりたかった。

　器が大きくて包容力のある彼氏になりたかった。俺の前では、彼女に無理をさせたくなかった。彼女が心を許し、甘えてくれるような、そんな大きな彼氏になりたかった。

　ならば。

　同じ感情を、同じ欲求を──織原さんが持っていたとしても、なんら不思議ではないのだろう。

　俺に、肩の力を抜いて素直になって欲しい、と。

　わがままになって甘えて欲しい、と──

「もっと私に甘えていいよ、桃田くん」

　大きな胸で俺を抱きしめながら、織原さんは言う。

「桃田くんがたまに、みっともない失敗したり、格好悪い一面見せたりしても、私、受け止めるから。受け止めて、包み込んで──たっぷり甘やかしてあげる」


「…………」



「ま、まあ私には……残念ながら、大した包容力も母性もないんだけどさ」

「……そんなことないですよ」

　どこか自嘲気味に付け足した織原さんに、俺は首を振った。

「今、すごく母性感じてます」

「え？　そ、そうなの？　今、出せてるのかな？」

　きょとんとして不思議そうに言う。自分がどれだけの温ぬくもりで俺を包み込んでくれたのか、自覚できていないらしい。

　もしかしたら──逆だったのかもしれない。

　織原さんがいまいち母性を発揮はつきできずにいたのは、彼女だけではなく俺にも問題があったからなのだろう。

　格好付けようとするあまり、『いい彼氏』であろうと背伸びをするあまり、みっともない部分を隠そうとしていた。

　弱みを見せることを拒絶していた。

　甘えてしまうことを──みっともない恥だと思っていた。

　でも結局、そんな見栄みえやプライドは、俺の自己満足に過ぎなかったのかもしれない。

　自分に自信がないせいで、彼女を信じ切れずにいただけのこと。

　俺が甘え下手なせいで、織原さんは今まで母性を発揮できずにいた。

　本当の彼女は、こんなにも優しく温かく、俺の失態や惨めさもまるごと全て包み込んでくれるぐらい、包容力があって母性的で──

　これ以上ないぐらいの、最高の年上彼女だった。







　いつしか花火が始まっていた。

　木々の隙間から覗のぞく狭い空で、大きな音と共に火薬の花が咲く。

　崩れてしまった浴衣を二人で一生懸命整えて、どうにか形にして森から出て行くと──花火はもう、クライマックスに差し掛かっていた。

　当然ながら、花火がよく見える場所はとっくに埋まっている。

　俺達は神社の隅っこの方で、建物や大木で遮さえぎられた視界から、欠けた花火を見ることしかできなかった。

「……ごめんなさい、俺のせいで」

「もういいって。謝るの禁止ね」

　頭を下げる俺に、織原さんは悪戯いたずらっぽく言う。

「こういうのも、結構風情ふぜいがあっていいよ」

　そして、二人で空を見上げた。

　終了間際まぎわということで、ここぞとばかりに大量の花火が連発で上がった。夜空は派手な光に埋め尽くされる。枝や建物で狭くなった空で、花火は所狭しと咲き誇っていた。

「わあ……綺麗だね」

「そうですね」

　欠けた花火を──完璧かんぺきではない花火を、二人で満喫する。

　ふとカナの言葉を思い出す。

　──大事にするって、意外と難しいよね。

　あいつが仄めかした言葉の意味が、今になってようやくわかった。あんな醜態を晒さらさねばわからないなんて、我ながら察しが悪すぎて嫌になるけれど。

　俺は俺なりに、織原さんを大事にしていたつもりだった。

　大切な彼女を、大切に扱おうとした。

　けどそれは──玩具を箱に入れたまま飾っておくようなやり方だったのかもしれない。

　傷つけることを恐れるあまり、手で触れることさえ躊躇してしまった。

　なんてことはない。

　結局は自分のエゴだ。エゴであり、自己保身だ。彼女を傷つけたくないのではなく、手を伸ばすことで自分が傷つくことを恐れたのだ。

　もちろん。

　全てが間違っていたとも思わない。

『いい彼氏』であろうとすること自体は、決して間違っていないと思う。

　でも──もう少しだけ。

　もう少しだけ、甘えてみてもいいのかもしれない。

『甘える』ということは、きっと『信じる』ことと同義だから。

　この人なら自分を受け止めてくれると、『信じる』ことと──

「──姫」
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　びくん、と背筋が震えた。

　自分でも驚くぐらい、過敏な反応をしてしまった。

「え、え……？　わ、私のこと？」

　わかりきっていることをつい問い返してしまうと、桃田くんは照れたように頰ほおをかきながら、「……はい」と頷いた。

「な、なんで……名前」

「すみません。ちょっと呼んでみたくなって。その……実は前から、名前で呼んでみたかったんですよね」


「…………」



「さっき、もっとわがままになって欲しいって言われたから、その……」

　後半の声はまごまごしてて聞き取りづらかった。

　いや、言ったけど。

　確かに言ったけど、まさかこんなにすぐわがままを実行してくるなんて──

「……てか、すみません。思い切り呼び捨てにしちゃって」

「いや、それは、全然、いいんだけど……」

　どうしよう。

　びっくりするぐらい顔が熱い。ただ名前を呼ばれただけのことで、驚くほど動揺してしまう自分がいた。

　気づけば、

「も、もう一回……」

　と私は言っていた。

「え……」

「もう一回、呼んで欲しい……かも。ダメ？」

　桃田くんは最初驚いた顔をした後、まっすぐ私を見つめてきた。

　少し恥ずかしそうな顔で、しかし目を逸そらさずに──

「姫」


「～～っ！」



　なにこれ。なにこれなにこれ。ただ名前呼ばれてるだけなのに、信じられないぐらいドキドキしてしまう。

　年下彼氏から名前で呼び捨てにされることが、こんなにも心をかき乱されてしまうことだったなんて。

　コンプレックスだったはずの名前が、今はこんなにも胸を焦がしてくる──

「か、薫かおるくん」

　私も、言った。

　意を決して、言ってみた。

　彼氏の名前を。

　ずっと呼んでみたかった、大好きな人の名前を──

　桃田くんはちょっと面食らった顔をしたけれど、すぐに微笑む。

　少し恥ずかしそうに、けれど優しく笑う。

「姫……」

「……薫くん」

　名前を呼び合って見つめ合い、そしてすぐ、どちらともなく笑い合った。

「ぷっ、はは。なんか変な感じですね」

「あはは……うん、慣れないね」

「お互いの呼び方、これからどうしましょうか？」

「うーん。まだしばらくは……名字でいいんじゃないかなあ。やっぱり、ちょっと恥ずかしいし」

　呼ぶことも恥ずかしいし、なにより呼ばれるのが恥ずかしい。

　心臓に大変よろしくない感じ。街中で『姫』って呼ばれたら、ドキドキしておかしなことになっちゃいそう。

「わかりました。じゃあ、もうしばらくは今まで通りで」

「うん」

「でも……いい空気になったら、また呼んじゃうかもしれません」

「……う、うん」

　おお。なんかグイグイ来る。

　これが、ちょっとわがままになった桃田くんか。

　欲望を解放した桃田くんの、本来の姿なのか──

「……ふふ」

「どうしました？」

「いや、ちょっとおかしくてさ。私達、もう結構いろんなことしてるのに……手を繫いだり、チューしたり……お、おっぱい触られたり」

「……っ」

「それなのに、今更、『お互いに名前で呼び合う』みたいな、初歩中の初歩みたいなイベントで手こずってる感じが、なんかおかしくて」

「確かに、順番はおかしいかもしれないですね」

　桃田くんは笑い、そして言う。

「でも、いいんですよ、これで、きっと……。たぶん恋愛に、正しい順番なんてないんですから」

「……うん。そうだね」

　恋愛に正しい順番なんてない。

　キスしておっぱい揉まれた後に、名前を呼ばれたぐらいで照れてしまっても、別におかしくは……まあちょっとはおかしいのかもしれないけれど、でも悪いことではないのだろう。

　たとえば──付き合う前から体の関係を持ってしまったところで、それが不誠実とは限らないように。

　恋愛の順番なんて、カップルごとに違うものなのだと思う。

「……あっ。花火、いつの間にか終わっちゃってますね」

　桃田くんが夜空を見ながら言った。

　顔を上げると、夏の空に輝かしい花火はすでになく、星達が淡い輝きを放っていた。花火終了を告げる放送も遠くで流れている。

「噓……。ご、ごめん。私が変なこと言ったから、一番盛り上がるところ見逃しちゃったね……」

「いえ、いいですよ。元はと言えば、俺の失態から始まったことですし」

　それに、と桃田くんは続ける。

　少し熱が籠こもった口調で。

「花火よりもっと綺麗なもの、ちゃんと見てましたから」

「え？　どういう意味？」

　意味がわからず、素で問い返してしまう私。

　桃田くんはがっくりと肩を落とした。

「……なんで伝わらないんですか？」

「え、えっと……あっ。も、もしかして私のことだった!?」

　ワンテンポ遅れて意味を理解した私が仰天の声を上げてしまうと、桃田くんは恥ずかしそうに片手で顔を隠した。

「う、うわあ……ご、ごめんね、せっかくロマンチックなこと言ってくれたのに……」

「……織原さんって、ほんと織原さんですよね」


「え、えー……。それ、どういう意味ぃ……？」



　残念なやり取りを繰り返す私達をよそに、遠くでは祭りの終了を知らせる放送が鳴った。

　付き合って初めての夏祭りは、なにかトラブルやアクシデントが多く、最後の最後までグダグダだった。

　けれど。

　また一つ、私達の心の距離が縮まったような、そんな気がした。
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　夏休みが終わり、休みに慣れきった頭や体をどうにか学校のリズムに調整しながら五日ほど過ごし、ようやく普段の学生生活に慣れてきたかなと思っていたところで──また休みがやってきた。

　夏休みが終わって最初の週末。

　桃田ももた家では、家族三人が客間に揃そろっていた。

　土曜の朝に、親父おやじが俺おれ達二人を集めたのである。

「ったく、なんだよ父さん。こんな朝っぱらから呼び出して？」

　頰杖ほおづえを突きつつ、姉貴は気だるそうに言う。

「あ、ああ……まあ、なんだ」

　テーブルの向こうで俺達姉弟と対峙たいじする親父は、なんだかぎこちない反応を返してきた。表情は硬く、緊張しているようにも見える。

「実は……その、お前達に話があってな」

「話？　あたしらに、こんな改まってするような話なの？」

「うむ。ま、まあ、そうなるな」

「なんの話？」

「いや、その……なんていうかな」

　話を急せかす姉貴に、親父は曖昧あいまいに言葉を濁した。

　いつになく頼りない様子だった。

「……まさか、病気か？　やべえ病気でも見つかったのか？」

「違う。体はいたって健康だ。こないだの健康診断じゃ、肉体年齢は二十代だと言われた」

「なら……借金か？　うちもとうとう終わりなのか」

「違う！　うちの経営は順調だ！」

「じゃあなんだよ？」

「いや、その、な……」

　またもや言葉を濁してしまう親父。姉貴が段々とイライラしてきてるのがわかったので、

「親父……なんか悪い話なのか？」

　と俺も口を出した。親父は首を振る。

「悪い話……じゃないな。むしろいい話……いや、いい話だと、お前達に思って欲しいというか……」

　しばらく逡巡しゆんじゆんを見せた後、やがて意を決したように親父は言う。

「実は、お前達に紹介したい人がいるんだ」

　俺も姉貴も──一瞬、言葉を失う。

　言わんとすることはすぐにわかった。

「……親父、それってつまり──」

「再婚相手見つけたってことか？」

　俺と姉貴が問うと、親父は困ったように手を振った。

「まだそこまで話は進んでない。けど……一応、将来的には、そういうことを考えている相手だ。だから、お前達にも紹介しておく必要があると思ってな」

「へえ、そうかそうか。なんだ、唐変木とうへんぼくかと思ってた父さんも、意外とやることやってたんだな」

　にやにやと笑う姉貴。

「い、言っておくが……母さんのことを忘れたわけじゃないぞ？　母さんとの思い出は、ずっと俺の心に残っている。お前達二人の母親は、梢以外にはいないと思ってる。でも……だから、その」

「あー、いいっていいって。そういうのいいから」

　真剣に語り始めた親父の言葉を、思い切りぶった切った後、

「めでたい話じゃん。素直に祝福するよ。おめでとう、父さん」

　と、姉貴は実に軽い調子で言った。

「まあ小学生とか中学生なら、ちょっとは騒いだかもしれねえけど……あたしももう、先月の誕生日で二十歳はたちだからな。いい大人だよ。この年になって親の再婚でグチグチ言わねえって」

　茶化ちやかすように言った後、少し声のトーンを落として続ける。

「……父さんは、母さんが死んでから十年以上、一人であたしら二人を育ててきたんだ。今になって新しい女ができたからって、文句なんか言えるはずねえよ。天国の母さんだって……たぶん、笑って許してくれると思うぜ」

「楓かえで……」

「なあ、薫かおる？　お前もそう思うだろ」

「ああ」

　姉貴の言葉に強く頷うなずいた。

「俺も、姉ちゃんと同じ気持ちだよ。親父が選んだ相手なら俺はなにも言わない」

「薫……。あ、ありがとうな」

　親父は感極まった様子で小さく頭を下げた後、

「……じゃあ、今から連れてくるな」

　などと、とんでもないことを言った。

「は？　い、今から？」

　仰天する姉貴に、親父は頷く。

「ああ。実は今、車で待っててもらっているんだ。待ってろ。今すぐ連れてくるから」

　言うや否いなや、親父は客間から出ていった。

　残された俺達は、ぽかんとするしかなかった。

「今からって……ずいぶん急な話だな」

「まったくだぜ。しかし、父さんに女ができるとはなあ」

　しみじみと姉貴は言う。

「客のおばさんや婆ばあさんからはモテてたっぽいけど……いかんせん本人が硬派っつーか昔気質かたぎっつーか。とにかく女っ気なんて全然なかったのに」

「親父もやるときはやるってことだろ。まだ38なんだし、新しい相手ができたってなにもおかしくねえよ」

「おっ。さすが彼女持ちは知った風に言ってくれますねー」

　皮肉っぽく笑う姉貴。

「やれやれ、最近の桃田家の男はどうも発情期らしいな。父さんに女ができるし、お前に彼女ができるし」

「……ほっとけ」

「あーあ、あたしも早く男作んねーとなあ」

　両手を頭の後ろに回し、愚痴っぽく言う姉貴だった。

　すると──早くも親父が帰ってきた。

「ま、待たせたな」

　親父が先に客間に入ってきて、それから廊下の方を振り返り、

「どうぞ、こちらです」

　と相手を導いた。今付き合っている相手を──俺の新しい母親になるかもしれない人を。

　居住まいを正し、緊張しながら待っている俺だったが──現れた女性の姿を目にして、愕然がくぜんとした。

　柔和な顔つきをした、美しい女性だった。艶つややかな長い髪を、後ろで一つに束たばねている。服装は清楚せいそで露出の少ないものだったが、それでも隠しきれないグラマラスな体。

　綺麗きれいだ、と思った。

　俺の好きな女性と、よく似た女性。

　ていうか、よく知っている相手──




「は、初めまして。私、織原おりはら妃きさきと言います」




　女性は──妃さんは言った。

　親父が連れてきた女性は、妃さんだった。

　織原さんの姉、その人だった。

「うわー、すげっ。めっちゃ綺麗な人じゃん。父さん、よくこんな人捕まえたなあ」

「バ、バカ、楓！　失礼なことを言うんじゃない」

　茶化すように言う姉貴と、怒りつつもどこか嬉うれしそうな親父。

　それから姉貴は、肘で俺の方を突いてきて、

「……なんか──雰囲気似てるな。しかも名字も同じって。どんだけ似たもの親子なんだよ、父さんとお前」

　と、俺にだけ聞こえるような小声でからかってきた。

　俺は──なにも言えない。

　なにも言葉が出てこないし、頭が全く回らない。

　似たもの親子。

　その台詞せりふを、全く笑えない。

　ああ──

　思い返してみれば、伏線はあったのかもしれない。

　妃さんと駅で偶然出会った日。あの日彼女はデートだと言っていたけれど、そういえばその日は親父も『用事がある』と言って出かけていた。

　そして、二人の年齢。

　妃さん、34歳。

　親父、38歳。

　まさしく、ちょっぴり年上の相手──

「茂しげるさんとは、少し前からお付き合いさせていただいてます。急には無理だと思うけれど……これから少しずつ二人と仲良くなっていければ──え？」

　緊張した面持おももちで挨拶あいさつを続けている途中で、妃さんの顔が固まる。

　俺の存在に、気づいてしまったらしい。

「え……？　え？」

　交際相手の子供との初対面──そんな緊張と不安が滲にじんでいた表情は、困惑と驚愕きようがくで一瞬で塗り潰つぶされてしまう。

　俺はもう、どうしたらいいかわからなかった。驚愕を通り越して絶望し、絶望を通り越して、もはや空虚な心地だった。

　なにをどう間違えたら、こんな突飛とつぴで素すっ頓狂とんきようなシチュエーションに遭遇することになるんだろうか。

　桃田薫──もうすぐ16歳。

　彼女は、11歳と10ヶ月年上の社会人。

　そして、今。

　彼女の姉が、義母になりそうだった。
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『好きの対義語は嫌いじゃなくて無関心』というのはよくある言い回しで、もはや誰が言い出したかわからないぐらいメジャーな言葉かと思います。なかなかにセンスフルで的を射ている言い回しですが、ただまあ個人的に思うのは……それってだいぶ前段階の話だよなあ、と。俯瞰的というか、誰か個人に対してではなく全体に対する考えというか。もっと個人にフォーカスを当ててみると……一回誰かを本気で好きになっちゃったら、きっともうなかなか無関心になんて戻れなくて、好きと嫌いの数直線で右往左往するしかなくなってしまうのではないでしょうか。といっても人間の心は数直線みたいに単純ではないのですが。一回誰かを嫌いになったらそいつがなにやっても鼻についたりしますし、逆に一度惚れたら相手の欠点すら愛おしくなったりもする。だったら、好きの反対側まで大好きで埋まってるような、そんな心の数直線って素晴らしく尊いよね。

　そんな感じで望のぞみ公太こうたです。

　アラサーヒロインとの年の差ラブコメも第四弾。三巻のあとがきでも書きましたが、当初予定してた内容は三巻で一区切りなので、四巻からは作者も予定してなかった物語がスタートします。以下ネタバレ。今回の最後に投下した爆弾も……なんていうか完全にキャラが勝手に動いた結果です。コミカライズに辺りななせ様に桃田父のキャラデザもしていただいて、それが予想以上に格好良かったため「モテそうなパパだなあ。すぐにでも再婚できそうだなあ」と僕が感じた結果が、今回のオチでした。イラストレーターさんとの化学反応で作品が作者の予想を超えていく──これぞラノベの醍醐味、とか良い風に言ってみる。

　唐突な告知。年カノのコミカライズ、第二巻がこの四巻とほぼ同時期に発売していますので、そちらもどうぞよろしくお願いします。書き下ろしのおまけ漫画や僕の書き下ろし小説なんかもあって、大変豪華ですよ。

　以下謝辞。

　中溝様。今回もお世話になりました。スケジュールだいぶ適当でいろいろすみません。ななせめるち様。今回も素晴らしいイラストをありがとうございました。私服水着パジャマと、いろんなスタイルの織原さんを見ることができて、とても楽しかったです。そしてこの本を手に取ってくださった読者の皆様に最大級の感謝を。

　それでは、縁があったら五巻で会いましょう。


望公太









著者

望　公太（のぞみ　こうた）

「年上ヒロインが好きな人って、要するに女性に母性を求めてるんでしょ？」みたいなこと言われると、すごく反論したくなります。母性も大事だけどそれだけじゃないんですよ！




イラスト

ななせめるち

　めるちです。

　趣味で香水を集めています。

　好きな香りは石鹸系、甘いフローラル系、フルーツ系です。おすすめの香水あったら教えて下さい！








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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ＧＡ文庫

ちょっぴり年上でも彼女にしてくれますか？４

～好きの対義語は大好き～
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